


[image: ]







[image: ]







[image: ]







[image: ]







[image: ]







本書（電子版）に掲載されているコンテンツ（ソフトウェア／プログラム／データ／情報を含む）の著作権およびその他の権利は、すべて株式会社ＫＡＤＯＫＡＷＡおよび正当な権利を有する第三者に帰属しています。

法律の定めがある場合または権利者の明示的な承諾がある場合を除き、これらのコンテンツを複製・転載、改変・編集、翻案・翻訳、放送・出版、公衆送信（送信可能化を含む）・再配信、販売・頒布、貸与等に使用することはできません。



















　Contents





第一章

第二章

第三章

第四章

第五章

第六章

第七章

終　章

あとがき









[image: 不死者と暗殺者のデスゲーム製作活動]










　　　第一章







　　　１




　校こう門もんを出でた瞬しゆん間かん、空そらからメイド服ふくの女じよ性せいが降ふってきた。

　いつもと変かわらぬ放ほう課か後ごの、なんでもない一いち日にちのこと。

「はっ？」

　思おもわず高たかい声こえを漏もらしつつも、反はん射しや的てきに両りよう手てを広ひろげ、彼かの女じよを受うけ止とめる。

　その衝しよう撃げきでバランスを崩くずし、僕ぼくたちはその場ばに倒たおれ込こんだ。

「ん、む……」

　顔がん面めんにやわらかな感かん触しよくを覚おぼえつつ、うっすらと両りよう目めを開あける。

　その瞬間、視し界かいに大おおきな双そう丘きゆうが飛とび込こんできた。

「あ、あの、大だい丈じよう夫ぶですか？」

　僕は慌あわててその人ひとから離はなれ、立たち上あがって手てを差さし伸のべる。

「──ありがとうございます」

　彼女は驚おどろいた様よう子すもなく、その手を取とって身体からだを起おこした。そして縁ふち無なし眼鏡めがねを押おし上あげると、銀ぎん色いろに輝かがやくショートヘアを揺ゆらせ、こちらを見みつめる。

「臥ふし宮みや生いく斗と様さま、ですね？」

「……はい、そうですけど、あなたは？」

　名な前まえを呼よばれたことに眉まゆをひそめるが、彼女の表ひよう情じようは変わらない。

「生いく斗と様に会あうために、ここで待またせてもらっていました。目め立だってはいけないと思い、そこの木きの上うえで隠かくれていたのですが、飛とび降おりようとしたとき、つい足あしを滑すべらせてしまいまして」

「結けつ果か的には、余よ計けいに目立ってると思うんですけど」

　周しゆう囲いを歩あるく人たちは、チラチラとこちらに視し線せんを送おくってきている。

　しかしそんなことは気きにした様子もなく、彼女は続つづけた。

「突とつ然ぜんですが、お願ねがいがあって参まいりました。『あの臥ふし宮みや生いく斗と』へのお願いです」

　──さらりと告つげられた、その申もうし出でに、緊きん張ちようが走はしる。

「えっと、それは、ただのお願いじゃないってことですか？」

「ご理り解かいが早はやくて助たすかります」

「──分わかりました。詳くわしく聞きかせてください」

　僕がうなずくと、彼女はすぐに背せを向むけ、歩き出だす。その後うしろに続くと、その人はこちらに目めも向けずに言いった。

「ご主しゆ人じん様に、会ってもらいたいのです」

「ご主人様？」

「はい。私わたしのご主人様です。もちろん、それ相そう応おうの報ほう酬しゆうはお支し払はらいします」

　いぶかしむ暇ひまもなく、彼女は金きん額がくを口くちにし、同どう時じに僕は目を見開く。

　[image: 100]万まん円えん。

　ただの高こう校こう生せいが手にするには、あまりにも大きすぎる値ね段だんだ。

（あやしい。何なにか裏うらがある。すぐに断ことわるべきだ）

　真まっ当とうな感かん覚かくの持もち主ぬしなら、そう判はん断だんする瞬間なのだろう。

「会おう」

　けれど、僕は迷まよわず即そく答とうしていた。

「会うだけで、その報酬はもらえるんですよね？」

「はい。ひとまずは会うだけです」

「ひとまず、ね……。オッケー、商しよう談だん成せい立りつってことで」

　快かい諾だくすると、彼女はチラリとこちらに視線を送ってから、無む言ごんのまま足を進すすめる。

　そんな彼女の後あとに付ついていき、やがてたどり着ついたのが、とある豪ごう邸ていの前まえだった。

　街まちはずれに建たてられた、漆しつ黒こくの洋よう館かん。漫まん画がの中なかにでも出てきそうな、いかにも怪あやしげなその雰ふん囲い気きに圧あつ倒とうされつつも、僕は案あん内ないされるまま、中へと足を踏ふみ入いれる。

　室しつ内ないも洋よう風ふうに統とう一いつされていて、歴れき史しを感かんじさせる調ちよう度ど品ひんがそこかしこに並ならべられていた。

　そのどれもが高こう級きゆうそうな輝きを放はなっており、『なるほど、[image: 100]万なんて数すう字じが出るわけだ』と、一人ひとりで納なつ得とくしたりする。

　そうして黙もく々もくと歩き続け、大きな扉とびらの前まで来きたとき、不ふ意いにメイド服の女性が口を開ひらいた。

「噂うわさ通どおり、剛ごう胆たんなお方かたですね」

「ん、何が？」

「なんの説せつ明めいも求もとめず、見みず知しらずの家いえへ招まねかれるなんて、あまりにも不ぶ用よう心じん。真っ当な神しん経けいの持ち主だとは思えません」

「褒ほめてませんよね、それ」

「褒め言こと葉ばだと受け止めてください。真っ当な人にん間げんでは、この『お願い』を叶かなえてもらえないでしょうから」

　扉に手をかけると、彼女は一いつ気きに開あけ放はなつ。

「それでは、ご紹しよう介かいしましょう！　彩あや夢め咲ざき家けのご当とう主しゆにして、私のご主人様です！」

　──その人じん物ぶつを見た瞬間、思わず息いきを吞のんだ。

　薄うす暗ぐらい大おお部べ屋やの中ちゆう央おう、大きな椅い子すに腰こしかけたその人の両手には、手て錠じようがかけられていたんだ。

　さらに両りよう足あしには足かせがはめられていて、その先さきには大きな重おもりが付けられている。フード付きのローブを頭あたまからすっぽりとかぶっているため、その顔かおはよく見えない。でも身体の自じ由ゆうが奪うばわれていることは確たしかで、その異い様ような光こう景けいから、僕は目をそらすことができなかった。

　その場に立たち尽つくしていると、目めの前まえの人物は口を開いた。

「貴き様さまが臥ふし宮みや生いく斗とか」

「えっ、あ、はい！」

　低ひくく抑おさえたような声で尋たずねられ、反射的に身体を強こわ張ばらせる。

「単たん刀とう直ちよく入にゆうに言おう」

　そんな僕を見つめたまま、その人は小ちいさくうなずき、

「わたしに殺ころされなさい」

「……は？」

　その申し出に、高い声が漏れた。

　わたしに、殺されなさい？

　困こん惑わくしたまま視線をさまよわせていると、メイド服の人がこちらへ目を向けた。

「彩あや夢め咲ざき家は、暗あん殺さつを生なり業わいとした一いち族ぞくでした」

　物ぶつ騒そうな単たん語ごが耳みみに入はいり、眉をひそめる。

「依い頼らいを受うけて人を殺し、その報酬を糧かてとする。いわゆる『裏の世せ界かい』に生いきる一族でございます。にわかには信しんじがたいことかもしれませんが」

「……なるほど。いや、信じるよ。『そういう世界』があること自じ体たいは、理解できているつもりだから。それで、そのご当主様は、どうして全ぜん身しんを拘こう束そくされてるんですか？」

「ついうっかり、人を殺してしまわないためです」

「う、うっかり？」

　えっと、暗殺が生なり業わいってことは、仕し事ごととして、人を殺してるんだよな？

　ついうっかり、誰だれかを殺すなんてことがあるのか？

「順じゆんを追おって説明しましょう。そもそもの始はじまりは、ご先せん祖ぞ様の『契けい約やく』です。今いまよりはるか昔むかし、彩あや夢め咲ざきの始し祖そとされるお方が、暗殺者しやとしての才さい能のうを手に入いれるために、暗殺を司つかさどる神かみ様さまと『契約』を交かわされたのです。その結果、始祖様は強きよう大だいな力ちからを得えて、裏の世界でのし上あがり、一財ざい産さんを築きずかれたとのことです。以い後ご、その才能はご子し孫そんの方かた々がたにも受うけ継つがれることになり、大きな繁はん栄えいがもたらされました。ですが、その代だい償しようとして、始祖様の血ちを受け継ぐ一族には、ある『呪のろい』が付ふ与よされることになったのです。──それが、殺さつ人じん衝しよう動どうです」

「殺人、衝動……」

「人を殺したいという強きよう烈れつな思いが、胸むねの内うちで膨ふくれ上あがり、理り性せいで抑え切きれなくなるのです。暗殺の才能を得た副ふく作さ用よう、とでも言いましょうか。その衝動は思し春しゆん期きの頃ころにピークを迎むかえて、成せい人じんする頃には、どうにか折おり合あいを付けられるようになります。……というわけで、生いく斗と様に更さらなる『お願い』です」

　メイド服の人は表情を変えないまま、言った。

「殺人衝動を解かい消しようするため、ご主人様に殺されて欲ほしいのです」

　……『わたしに殺されなさい』は、そういう意い味みか。

「えっと、いくつか質しつ問もんさせてください。話はなしを聞く限かぎり『ご主人様』は、成人を迎えていない思春期の人だってことですよね？」

「はい、その通りでございます」

「そんなに若わかい人が、暗殺一いつ家かの当主を務つとめているということに、違い和わ感かんがあるんですけど」

「当とう然ぜんの疑ぎ問もんですが、事じ情じようがあるのです。実じつはつい先せん日じつ、先せん代だいの……、すなわち、ご主人様の母はは君ぎみが他た界かいされまして。ご主人様は新あらたに、当主の座ざを引ひき継つがれたばかりなのです」

　彼女はわずかに視線をそらしてから、すぐに続ける。

「本ほん来らいなら当主の継けい承しようは、ご主人様が成人されてからのはずでした。しかし不ふ慮りよの事じ故こにより、その予よ定ていは変へん更こうとなり、このような現げん状じようを迎えているというわけです」

「緊きん急きゆう事じ態たいだった、ということですか？」

「だからこそ、生いく斗と様のお力ちからをお借かりしたいのです。ご主人様は衝動を抑えるための心こころ構がまえも準じゆん備びも整ととのわないまま、当主となられました。もちろん、このような不ふ測そくの事態が過か去こにもなかったわけではありません。未み成せい年ねんのまま当主となられ、見み事ごとに衝動を抑え切られたという前ぜん例れいはあります。ですが、そんな前例はなんの参さん考こうにもなりません。なぜなら、ご主人様は特とく別べつな存そん在ざいですから」

「特別な存在？」

「暗殺の天てん才さい、とでも言えばいいのでしょうか。一族の長ながい歴史の中でも、ご主人様は稀け有うな才能を持もって生うまれた方なのです。それ故ゆえに、『呪い』の影えい響きようも大きいのでしょう。殺人衝動が非ひ常じように強つよく、そのせいで、日にち常じよう生せい活かつにも支し障しようが出ています。その衝動を抑えるためには、実じつ際さいに人を殺さなければなりません。しかし彩あや夢め咲ざき家にとって、殺人はあくまでも仕事です。利り己こ的な欲よつ求きゆうのために誰かを殺すなど、あってはならないことなのです」

「……なるほど、なるほど。ようやく理解できたよ」

　殺人衝動を抑え切れないご主人様が、ついうっかり無む関かん係けいな人間を殺さないようにするため。

　そのためには、僕を利り用ようするのが手てっ取とり早ばやいってわけか。

　この様子だと、こっちの素す性じようも徹てつ底てい的てきに調しらべてるんだろう。その上での、『お願い』だ。

「理解はできたけど、ただし、一ひとつだけ疑問があります」

「なんでしょう？」

「その『殺人衝動』とやらが、本ほん当とうにあるのかどうか、です。今までの話は全ぜん部ぶウソで、僕を騙だまそうとしている、という可か能のう性せいはありますよね？」

「信じられないというお気き持もちはよく分かります。神様だとか契約だとか、胡う散さん臭くさい話ばかりですので。実際、始祖様の言いい伝つたえは、語かたり継つがれていくうちに多た少しようの誇こ張ちようや歪わい曲きよくが混まじっている可能性もあるでしょう」

　軽かるく目を伏ふせ、メイド服の人は縁無し眼鏡を押し上げる。

「ですが、殺人衝動は実じつ在ざいします」

　それだけを言うと、彼女は何なに気げなく僕の腕うでをつかんだ。

「えっ」

　刹せつ那な、すさまじい殺さつ気きと共ともに、僕の身体が宙ちゆうを舞まう。

「か、はっ！」

　反はん応のうする暇なんてなく、僕は背せ中なかから床ゆかに叩たたき付つけられ、肺はいの奥おくから息を吐はき出だした。

　苦く痛つうに耐たえる僕の眼がん前ぜんに、彼女は手しゆ刀とうを突つき立たて、──寸すん前ぜんで止とめる。

「突然の無ぶ礼れいをお許ゆるしください。口くち下べ手たですので、言葉より行こう動どうで示しめした方が、早いかと思いまして。ですが、これでご理解していただけたはずです。生いく斗と様も鍛きたえてらっしゃるとは思いますが、現げん時じ点てんでは私の方が、圧あつ倒とう的てきに『上』だということを」

「……あ、ああ」

　うなずくと、彼女は僕の手を取って立ち上がらせた。

　──格かくが違ちがう。身体能のう力りよくの高さだけじゃない。もっと根こん本ぽん的な部ぶ分ぶんでの、『覚かく悟ごの差さ』みたいなものを、突つき付つけられたような気がした。

　今の僕では、何をどうやっても、この人には勝かてない。理り屈くつではなく直ちよつ感かんで、そんな思いが胸の内に宿やどっていた。

「しかし、その私でも、この有あり様さまです」

　と、彼女はおもむろに自じ分ぶんの衣い服ふくへ手をかけると、ためらいもなく脱ぬぎ捨すてた。

「えっ」

　思わず顔を背そむけそうになるが、視界に飛び込んだものを見て、声を漏らす。

　メイド服の人は、その脇わき腹ばらに何なん重じゆうもの包ほう帯たいを巻まいていたからだ。

　その白しろい帯おびには濃こい血の跡あとがにじんでいて、『ただ巻まき付つけているだけじゃない』ということがはっきりと理解できる。

「この傷きずは、ご主人様の殺人衝動によるものです。生いく斗と様を圧倒した私でさえ、この有あり様さまだということ。それだけで、どれほど深しん刻こくな事態なのかを分かっていただけるでしょう」

　……ケガをしていたのに、あれだけ動うごけたのか。

　真まっ先さきに浮うかんだのは、そんな思いだった。

　ということは、本来ならこの人はもっと強いし、そんな彼女でも負ふ傷しようを免まぬがれなかった、ということだよな。確かにそれは、深刻だ。

「油ゆ断だんしていたとか、不意を突つかれた、という可能性は？」

「ご主人様の前で気を抜ぬいたことなど、一いち度どもありません」

「……ついうっかり殺してしまわないように、か。あなただから『この程てい度ど』で済すんだけど、他ほかの人だと防ふせげないような事態が、いずれ起きるかもしれない、というわけですね」

「そう考かんがえていただいて構かまいません」

「一いち応おう、確かく認にんなんだけど、ここに来くるときに言われた『お願い』とは別べつ件けんでの依頼ってことでいいんですよね？」

「もちろんでございます。報酬に関かんしても、すでに生いく斗と様の口こう座ざへの振ふり込こみを済ませてますので、ご心しん配ぱいなさらず」

「……口座番ばん号ごうまで知しられてるんですか？」

「さすがに暗あん証しよう番号までは把は握あくしてませんが」

　把握してませんが、じゃないよまったく。

　後でちゃんと、色いろ々いろとチェックしておかなきゃいけないな。

　と、あれこれ思し案あんに耽ふけっていると、

「ええい、面めん倒どうな奴やつだな！」

　不意に前の方ほうから叫さけび声ごえが聞こえた。

　目を向けると、椅子から立ち上がった『ご主人様』の姿すがたが飛び込んでくる。

『ご主人様』は大きく息を吸すうと、意いを決けつした様子で叫さけんだ。

「貴様も男おとこなら、つべこべ言わずに、黙だまって首くびを縦たてに振ふりぇい！」

　……振りぇい？

「──あっ、うっ、あっ」

　僕が眉をひそめると、『ご主人様』は慌てた様子で身体をもぞもぞ動かした。

「ち、違う……、い、今のは、ちょっと、嚙かんだだけで！」

　そして叫びながら両手を口くち元もとに当あてようとして、

「んひゃ！」

　腕にかけられた手錠が顔に当たり、高い声を漏らす。

「ん、んんんん～～～っ！」

　痛いたみに悶もだえつつ、『ご主人様』はじたばたと暴あばれ、

「あっ！」

　そのせいで、足かせに付けた鎖くさりに引ひっかかり、盛せい大だいに転ころんだ。

　同時に、頭からかぶっていたローブがはだけて、その頭とう部ぶが露あらわになる。

「ん、く……」

　耐えるような声を上あげ、『ご主人様』はゆっくりと身体を起こし、

「──お、女おんなの子こ？」

　その素す顔がおを見た瞬間、僕の鼓こ動どうが跳はね上あがった。

　そう。『ご主人様』は、女の子だったんだ。

　年ねん齢れいは僕と同おなじか、少すこし年とし下したくらい。その肌はだは透すき通とおるように白く、涙なみだ目めになった瞳ひとみはキラキラと輝いている。艶つややかなロングヘアは青あおみを帯おび、神しん秘ぴ的な雰囲気を醸かもし出だしていた。

　そんな彼女を見つめたまま、頭の中は少しずつ真まっ白しろになっていく。

　理性や冷れい静せいさ、集しゆう中ちゆう力りよくや警けい戒かい心しん、その他た諸もろ々もろの思し考こうが溶とけていくのを感じながら、それでもその子こから目をそらすことができなかった。

　いったい僕はどうしたんだ、と自分で自分の気持ちが理解できない中、

「も、もう無む理り、無理！　これ以い上じようは無理ぃっ！」

　彼女は悲ひ痛つうな声を上げる。

「アイシャ、これ以上は無理よ！　当主らしい厳げん格かくな振ふる舞まいなんて、わたしなんかにできるわけないわ！」

「落おち着ついてください、ご主人様。生いく斗と様が見ていますよ」

「……あっ」

　我われに返かえったのか、彼女は軽くセキ払ばらいをし、立ち上がってこちらを見み上あげた。

「え、えっと、改あらためて、こんにちは……。わ、わたしが当主の、彩あや夢め咲ざきレオナです。レオナと呼んでください」

「あ、はい。臥ふし宮みや生いく斗とです。こんにちは」

「アイシャも、自じ己こ紹介して」

「はい。彩あや夢め咲ざき家に仕つかえる、アイシャと申もうします。お察さつしの通り、どこにでもいるごく普ふ通つうの有ゆう能のうメイドです。以後、よろしくお願いします」

「……自分で自分のことを、有能って言っちゃうんだ」

「感かん情じようを殺して、機き械かいのように完かん璧ぺきな仕事をこなす。そういうメイドはこの業ぎよう界かいにいくらでもいると思いますが？」

「そ、そういうものなのか」

「はい、そういうものです」

　あっさりと言われて、それ以上は反はん論ろんできなくなる。

「ご主人様が絶ぜつ世せいの美び女じよであることは分かっていただけたでしょうし、話を続けましょうか。先ほども申しましたが、本来なら殺人衝動は暗殺を実じつ践せんするうちに付つき合あい方を学まなんで、少しずつ制せい御ぎよできるようになっていくものです。しかし、ご主人様はお優やさしい方です。実践すること自体を拒こばまれています」

「ん、えっと、ですね……」

　アイシャさんの視線を受け、レオナは恐おそる恐おそるといった感じで口を開いた。

「わ、わたしは、当主の座を継つぎましたが、暗殺稼か業ぎようを続けるつもりはありません」

　意い外がいな言葉に、僕は軽く眉をひそめる。

「こ、こういう家で育そだちましたが、『人を殺してはいけない』ということは分かっているつもりです。母もわたしに跡を継がせるつもりはなかったのか、ひ、人を殺す技ぎ術じゆつとか、心構えとか、そういうのも、教おしえてもらったことがありませんし……。そもそも、なんの仕事をしていたのかも、つい最さい近きんまで知りませんでした。なので無理です。わたしには無理なんです。暗殺一家としての彩あや夢め咲ざきは、わたしの代だいで終おわりです」

　廃はい業ぎよう、ということか。

　確かに、人を殺す仕事なんて、やりたくないのならやるべきじゃないだろう。

「幸さいわいにも、母の残のこしてくれた財産がありますので、……い、いや、あの、親おやが死しんでるのに、幸いと言っていいのか分かりませんけど、とにかく、しばらくの間あいだは生活にも困こまらないと思います。アイシャも、お給きゆう料りようをもらえる間はしっかり働はたらくと言ってくれてますし」

「問もん題だいは一つだけ」

　と、アイシャさんはゆっくりと、人ひと差さし指ゆびを立たてた。

「殺人衝動は、どんな事情があろうと構わず襲おそってくるということです」

「うっ……」

　レオナはうつむき、小こ刻きざみに身体を震ふるわせる。まるで、自じ分ぶん自じ身しんを恐おそれているかのように。

「だからこそ、生いく斗と様に協きよう力りよくしていただきたいのです。ご主人様を救すくえるのは、生いく斗と様しかいません。どうか力を貸かしていただけないでしょうか？」

　アイシャさんは深ふかく一いち礼れいしてから、まっすぐな瞳でこちらを見る。

　──事情は分かった。その提てい案あんは実に合ごう理り的だ。全すべてが理りに適かなっているし、被ひ害がいを最さい小しよう限げんに抑えるためには、『臥ふし宮みや生いく斗とという存在』を積せつ極きよく的に利用すべきだろう。

　いずれにせよ、僕の気持ちは変わらない。理屈なんて関かん係けいなく、答こたえは決きまっていたからだ。

「生いく斗とさん」

　上うわ目め遣づかいの表情で、レオナが僕を見つめる。

　その顔を目にした瞬間、僕は即そく座ざにうなずいた。

「なんでもしますから、わたしのお願いを聞いてくれませんか？」

「よし、引ひき受うけるよ！」




　──奇き妙みような静せい寂じやくが訪おとずれた。




　え、えっと、あの、ちょっと、待って。

　違う、そういう意味じゃない。今のはたまたま、セリフがかぶっただけで……。

「やはり生いく斗と様も、健けん全ぜんな男おとこの子こということですね」

　まずい、これは確かく実じつに、誤ご解かいされてる。

「分かります。そのお気持ちはよく分かります。ご主人様の美び貌ぼうを前に、本ほん心しんを偽いつわることなど不ふ可か能のうですよね」

「あ、あの、そうじゃなくて……」

「ですが、ご心配なく！　そんな生いく斗と様のための、特別なプランも用よう意いしています！」

　アイシャさんは懐ふところから小さなホワイトボードを取とり出だすと、そこにサインペンで何かを書かき殴なぐり、僕の目の前に提てい示じした。

「本来なら金きん銭せんでの報酬を予定していましたが、生いく斗と様は肉にく欲よく満まん足ぞくプランをご希き望ぼうとのこと。ですので、ここからは交こう渉しようの時じ間かんに入らせていただきます！」

　ホワイトボードに書かれていたのは、『ワンタッチ』という文も字じだ。

「え、えっと、これは、どういう……？」

「文も字じ通どおり、『一度どならお触さわりオッケー』ということです！　さあ、どうなさいます？　この条じよう件けんで承しよう諾だくしていただけますか？」

「い、いやいや、ダメだろ、そんなの！」

「なるほど、これだけでは満足できないと、そういうことでございますね？」

「そ、そうじゃなくて……」

「それでは『ワンタッチ』に加くわえて、こういうのはどうでしょうか？」

　彼女はさらに『ハグ』という字じを書かき加くわえ、僕の前に突き付けた。

「いや、いやいやいや、だから、そうじゃなくって……」

「なんと、これでもダメですか？　ハグですよ、ハグ。ご主人様を抱だきしめることができるのですよ？　私だったらノータイムでオッケーするところなのですが」

　アイシャさんは軽けい蔑べつするような目を向けつつ、ゆっくりと首を横よこに振る。

「となると、あとは『フリータイム』しか──」

「か、身体目め当あてじゃないから！」

　たまらず叫ぶと、二人ふたりは同時にきょとんとした顔でこちらを見た。

「僕のことをどう思ってるのかは知らないけど、そういうのじゃないから！　そうじゃなくて、単たん純じゆんに、協力したいって思っただけなんだ！」

「そう、なんですか？」

　僕の悲痛な叫びに、レオナは戸と惑まどった表情を浮かべる。

「わたしは最さい初しよから、覚悟を決めていましたけど」

「……はい？」

「だ、だって、わがままを言えるような状じよう況きようじゃないですから。も、もちろん、恥はずかしいのは恥ずかしいですけど、わたしの身体一つでどうにか解かい決けつできるのなら……」

　全身をモジモジさせつつ、彼女は言った。

「あ、でもでも、誰でもいいわけじゃないんです。……その、生いく斗とさんならいいかなって」

　その一ひと言ことに、鼓動が跳ね上がる。

　僕ならいい？　それって、どういう意味だ……？

「アイシャから生いく斗とさんのことを聞いて、信しん頼らいできる方だと判断しました。それに、こうして実際にお会いしてみて、なんだか妙みように親したしみを覚えるといいますか。変へんな話ですけど、あなたとは初はじめて会った気がしないんです」

「そ、そうなんだ」

「なので、生いく斗とさんが相あい手てなら構いません。そ、その、そういうのって、実際に経けい験けんしたことはありませんが……、でも、自分なりに色々と調べたりしましたし、知ち識しきだけなら充じゆう分ぶんにあるつもりです。ですから、その点てんはご心配なくといいますか……」

　小さな声で言葉を紡つむぎながら、レオナは言った。

「それとも、わたしには女の子としての魅み力りよくが、ありませんか？」

「──そ、そんなことない！」

　そんなことない。あるわけがない。

　本ほん能のうに従したがったまま、僕は叫んでいた。

　そして叫びながら、気き付づく。

　さっきからずっと、胸の内では熱あつい想おもいがたぎっている。

　この気持ちに名前を付けるとしたら、一つしかない。

　そう。一ひと目め惚ぼれだ。

　僕は、目の前にいるこの子のことを、好すきになっていたんだ。

「君きみは、レオナは、すごく魅力的な女の子だよ！」

「あ、ありがとう、ございます……」

　顔を赤あかくして、彼女はその場でうつむく。

　そういう反応をされると、こちらとしてはますます理性を奪われてしまうわけだが、でも、ダメだ。ここはちゃんと判断しなきゃいけない場ば面めんだ。

　大きく頭を振り、僕は考える。

　報酬を身体で払うだなんて、そんなプランを承諾するわけにはいかない。もしも金銭で解決できるのなら、そっちの方が手っ取り早いし、その方ほう向こうで修しゆう正せいしてもらえるよう、こちらから提案するべきなんだとは思う。

　しかし、ここで『お金かねの方がいい』と言えば、おそらくレオナは傷つく。

　そんな事態は、避さけられるものなら避けたい。

「……分かった」

　考えた末すえに、僕はアイシャさんへ目を向けた。

「『ワンタッチ』は、『レオナをお触りできる権けん利り』ってことで、いいんですね？」

「その通りでございます」

「じゃあ、それでオッケーだ。ただし、その権利を行こう使しするかどうかは、僕が決める。いつ、どこで、お触りするのかは、僕の気き分ぶん次し第だい。それでもいいですか？」

「交渉成立、ということですね」

　こちらの問といに、アイシャさんは迷わず即答する。

　権利をいつ行使してもいいということは、行使しなくてもいいということでもある。そういった意い図とが、伝つたわったと思っていいのかな？

「じゃあ、さっそくだけど話を進めよう。僕がレオナに殺されればいいんですよね？　具ぐ体たい的には、どういった手て順じゆんで？」

「しばしお待ちください」

　アイシャさんは窓まどの外そとに目をやり、静しずかにつぶやいた。

「念のためにご主人様を拘束させていただきましたが、実は殺人衝動が発はつ症しようする時間は決まっているのです」

　視線を追うと、いつの間まにか外が暗くらくなっていることに気付く。

「陽ひが沈しずむと同時に、『それ』は訪れます」

　アイシャさんの言葉に続くかのように、辺あたりは闇やみに包つつまれ、

「っ！」

　レオナが身みを屈かがめたのは、そのときだった。

「ん、ふぅっ！」

　彼女は頰ほおを紅こう潮ちようさせ、全身を震わせている。

「んあ、はあっ、うぅん！」

　身体が熱いのか、額ひたいからは大おお粒つぶの汗あせが噴ふき出だしていた。

「ご主人様」

　と、アイシャさんは懐から一本ぽんのナイフを取り出し、それをレオナに差さし出だす。

　レオナは震える手でそのナイフを手に取り、僕に目を向けた。

「生いく斗と様、心こころの準備はよろしいでしょうか？」

　なるほど、これが殺人衝動による症しよう状じようか。

　彼女の身体の中で何が起きているのか、僕にはちゃんと理解できていないとは思う。

　だけど、これだけは分かる。

　レオナは今、苦くるしんでいるんだ。

　だったら、迷ったり悩なやんだりしている暇なんてない。

「いつでもいい！」

　うなずくと、アイシャさんはスカートのポケットから、小さなリモコンスイッチのような物ものを取り出す。

　そしてそこに備そなえ付つけられたボタンを押おすと、レオナを拘束していた手錠と足かせが外はずれた。

「い、生いく斗とさん……」

　自由を取とり戻もどしたレオナが、こちらに目を向ける。

「わ、わたしのために、死んでくれますか？」

「ああ、構わないよ」

　──直ちよく後ご、胸むな元もとに熱い感覚が伝わる。

　目の前の少しよう女じよに、ナイフで刺さされたからだ。

「ん、ぐ……っ！」

　わずかな間を置おいて、急きゆう速そくに痛みが全身へ広がり、苦く悶もんの声を漏らした。

　思考が定さだまらないまま、僕は彼女を見つめる。

　視線の先にあるのは、恍こう惚こつの笑えみを浮かべる、一人の少女の姿だ。

「す、すごい……。奥、深くまで、入ってる……」

　興こう奮ふんした様子のまま、レオナは僕の傷きず口ぐちを見つめ、

「ん、ああああああっ！」

　叫びと共に、ナイフをひねった。

　刹那、激げき痛つうが全身に広がる。

　肉にく体たいに深刻なダメージを受けたことが、即座に理解できる痛みだ。

　声も出せないまま、意い識しきは彼方かなたへと吹ふき飛とぶ。

「……」

　目を白くさせ、僕は仰あお向むけに倒たおれ伏した。

「……ご主人様、上じよう手ずに殺せましたか？」

「う、うん」

　アイシャさんの問いに、レオナは手に持ったナイフを見つめたまま、ゆっくりとうなずく。

「満足なされましたか？」

「うん……、気持ちよかった、と思う」

　照てれた顔を見せつつ、彼女は静かに語かたる。

「なんだかふわふわした感じで、あまり実じつ感かんがないけど、でも、衝動は収おさまったわ」

「そっか、それは良よかった」

　その言葉を受けて、僕は起おき上あがった。

「ふひゃっ!?」

　レオナは反射的にのけ反ぞり、高い声を漏らすが、しかしすぐに納得したのか、感かん心しんするような表情でこちらを眺ながめる。一いつ方ぽうアイシャさんは、冷さめた目でこちらを見つめていた。

「それが、あなたの身に宿る奇き跡せきなんですね」

「どちらかというと、呪いなんじゃないかな」

　自じ虐ぎやく気ぎ味みに笑わらい、軽く肩かたをすくめる。

「生いく斗と様にまつわる逸いつ話わは、全て存ぞんじ上あげております。数かず々かずの災さい害がい現げん場ばや危き険けん地ち域いきで人じん命めい救きゆう助じよに貢こう献けんしつつ、幾いく度ども奇跡の生せい還かんを遂とげた人物。『不ふ死じ身みの生いく斗と』とは、まさにあなたのことでしょう」

「……」

「あなたのことを知る方の多おおくは、こう思っているはずです。奇跡とは言っても運うんが良かっただけだ、偶ぐう然ぜんが重かさなっただけだと。しかし我われ々われは知っています。比ひ喩ゆ表ひよう現げんなどではなく、本当に『奇跡』が起こり得るのだということを。……生いく斗と様、あなたも『契約』したんですよね？」

　強い視線に気け圧おされて、僕は大きなため息いきを吐はいた。

「ああ、白はく状じようするよ。僕は死ねないんだ。何をどうやってもね」

「──やはり、そうでしたか」

「今から三さん年ねん前、ちょっとした事故に巻まき込こまれてね。そのときに、『助けてくれ！』と叫んだ瞬間、異い変へんが起きたんだ。神秘的な体たい験けんをした、とでも言えばいいのかな？　それ以い来らい、僕は死ねなくなったんだよ」

　レオナに刺されて意識が飛とんだとき、僕は死の危き機きに瀕ひんしていた。それは間ま違ちがいない。

　けれど、その死が確かく定ていする瞬間、全てが『リセット』されたんだ。

　刺された傷がすでに治なおっている、というわけじゃなく、傷を負おったという事じ実じつそのものが、なかったことになったとでも言えばいいのだろうか。

　レオナが持つナイフには血の痕あとなんてまるで残ってないし、僕の身体にも、さらには衣服にも傷一つ付いてない。どんな原げん理りが働いているのかは分からないけど、理解を超こえた現げん象しようが起きるからこそ、それは奇跡や呪いなどと呼ばれるのだろう。

　死ぬという結果が、僕には訪れない。

　この世界そのものが、『臥ふし宮みや生いく斗との死』を拒きよ絶ぜつしている。

　だから僕は死なない。死ねないんだ。

「今の僕はいわゆる不ふ死し者、アンデッドなどと呼ばれる存在なんだと思う。この身にどれだけ致ち命めい的な傷を負っても、決して死ぬことはない。そんな僕を殺すことで、殺人衝動を解消し、被害を最小限に留とどめる。それが、君たちの考えたプランなんだね」

「理解していただけましたか」

「いや、まあ、理解してなきゃ引き受けてないけどさ」

「では、ご主人様の殺人衝動についても信じていただけましたか？」

「ああ。暗殺の天才だということも、ね」

　この身で直じかに受けたからこそ分かる。彼女のスキルは本ほん物ものだ。

　ナイフは正せい確かくに心しん臓ぞうを貫つらぬいていたし、激痛は感じたものの、その時間は一いつ瞬しゆんに近ちかかった。

　即そく死しに近い状況だったと言っていいだろう。

　今までにも死にそうな目には何なん度ども遭あってきたし、『リセット』を経験したことも数かぞえきれないくらいある。それでも、こんなにも苦しさを感じなかったのは初めてのことだ。

　つまり、それだけレオナの『殺す技術』が高いレベルにある、ということだ。

「では、引ひき続つづき『お願い』を受けていただけると考えてよろしいでしょうか？」

「ん、え、引き続き？」

　首を傾かしげると、アイシャさんは表情を変えずに言う。

「先ほども申した通り、ご主人様の殺人衝動は成人されるまで続きます。それまでの間、生いく斗と様には殺され続けていただけると、こちらとしても都つ合ごうがいいのですけど」

「……確認なんだけど、その殺人衝動って、どれくらいの頻ひん度どで起きるんだ？」

「文ぶん献けんと実じつ体たい験けんから推すい察さつするに、ほぼ毎まい日にちです」

「ほぼ毎日、死ぬような目に遭ってくれ、と？」

「そう受け止めていただいて構いません」

　無む感かん情じように告げられたその言葉に、僕は思わず口をつぐむが、

「生いく斗とさん」

　レオナがこちらを見つめ、その瞳にかすかな涙なみだを浮かべて、言った。

「ダメ、ですか？」

「引き受けるよ！」

　考える間まもなく、僕は即答していた。

　そう。迷う余よ地ちなんてないんだ。

　ほぼ毎日、死ぬような目に遭う。

　それはすなわち、ほぼ毎日、レオナに会えるということなのだから。

「では、詳しよう細さいは後で話はなし合あうとして、ひとまずは今こん回かいの報酬をお支払いしましょう」

「……そういえば、そんな話だったね」

　淡たん々たんとしたアイシャさんの言葉で、僕は我に返る。

「い、生いく斗とさん」

　レオナに視線を向けると、彼女はうつむいたままこちらに歩あゆみ寄より、言った。

「『ワンタッチ』ですよね？　か、構いません。ど、どこでも、触ってください！」

「うっ……」

　やばい、かわいい。

　恥ずかしさに震えるその表情を見ているだけで、理性が削けずられていくのが分かる。

　実際のところ、生せい命めいの対たい価かとしては安やすすぎるくらいの報酬だし、お互たがいに同どう意いの上でタッチするんだから、後ろめたく思うことなんて何もないはずだ。

　いや、でも、ダメだダメだ。ここで欲よく望ぼうに負まけたら、色々とまずい気がする。

　頭を振り、頰を叩たたき、無理やり笑え顔がおを作つくりながら、僕は右みぎ手てを差し出した。

「？」

　顔を上げたレオナが、小さく首を傾げるが、

「えっと、これからもよろしく」

「あっ」

　意図を察したのか、彼女も慌てた様子で手を差し出し、そっと握にぎってくれた。

「握あく手しゆだって、『ワンタッチ』だよな？」

「は、はい、そうですね。よろしくお願いします」

　照れた笑みを浮かべる彼女を見て、僕は胸むねをなで下おろす。

　そう。これでいいんだ。彩あや夢め咲ざきレオナは、あくまでもビジネスパートナー。そう割わり切きって行動するべきなんだと思う。少すくなくとも、今の段だん階かいでは。

「ちっ、このヘタレ野や郎ろうが」

　と、そんな僕の側そばから、露ろ骨こつな舌した打うちが聞こえてくる。

「え、えっと、アイシャさん？　なんだかひどい暴ぼう言げんが聞こえたんだけど？」

「聞き間違いでしょう。ですが、その紳しん士し的な振る舞いには感かん謝しやします」

　表情を変えずに言われて、僕は軽く呆あきれつつも、もう一いち度ど頭を振ってから口を開いた。

「これからもよろしく」

「……」

　その一言に、レオナは無言で、しかしわずかに頰を緩ゆるめ、ほんの少しだけ首を縦に振る。

　──こうして、『不死身の生いく斗と』の新あたらしい生活が始まったんだ。

　その先に、何が待まち受うけているかも知らないまま。
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　　　２




「イクト！　こっちだ、こっち！」

　馴な染じみのカツ丼どん屋やに足を踏み入れた瞬間、聞きき覚おぼえのある声に名なを呼ばれた。

　僕はうなずくと、そのまま彼女の元もとへと歩いていく。

「よう」

　軽く挨あい拶さつしてから対たい面めんの席せきに座すわり、厨ちゆう房ぼうに向かって叫んだ。

「カツ丼ダブルＡセットご飯はん特とく盛もりで！」

「はいよ！　いつものやつね！」

　奥から聞こえる店てん主しゆの声に笑顔で応こたえつつ、僕は真ま正しよう面めんへと向むき直なおり、

「久ひさしぶりだな、茉まつ莉り」

「ん、そうだな！　ちょっとだけ久しぶりか！」

　彼女は気さくな笑みを浮かべ、白い歯はを見せる。

　──彩あや夢め咲ざき家での『お願い』を済ませた後、僕は夕ゆう食しよくにありつくため、近きん所じよの商しよう店てん街がいへ足を向けていた。

　で、目の前の席に座る少女の名は、時雨しぐれ茉まつ莉り。このあたりの食たべ物もの屋さんを食たべ歩いているうちに、なんとなく知しり合あいになり、いつの間にか仲なか良よくなっていた『食くい友とも』だ。

　褐かつ色しよくの肌と健けん康こう的な笑顔が似に合あう中ちゆう学がく生せいくらいの見みた目めの女の子。彼女の前には温おん泉せんタマゴと岩いわノリが二ふた皿さらずつ置かれていて、携けい帯たいゲーム機きを片かた手てで器き用ようにいじりながら、ちまちまと箸はしでつついている。

「なんだか疲つかれてそうだな！　何かあったのか？」

「ん、なんでもないよ。いつものことさ」

「ふむふむ、またお仕事か。イクトも大たい変へんだな」

「そうでもないよ。やりたいからやってることだし」

　彼女には、僕の素性を詳しく話はなしていない。『お仕事』というのも、単たんなるアルバイトか何かだと考えているんだろう。その内ない容ようを尋ねられたことはないし、大たいして興きよう味みもないんだと思う。

　僕の方も、茉まつ莉りにプライベートな質問をしたことはない。住すんでいる場ば所しよも、正確な年齢も知らないし、ちゃんと学がつ校こうに通っているのかどうかも確かめたことがない。

　こんな時間に一人でカツ丼屋にいることや、両りよう親しんは何をしているのかとか、聞いてみたいことはたくさんあるけど、そこはなんとなく、触ふれてはいけない部分のような気がするから。

　まあ僕ぼく自じ身しん、真っ当な人じん生せいを歩いていないという自じ覚かくがあるし、他た人にんに対たいして深く踏ふみ込こむ勇ゆう気きを持てないでいる、というのもあるけれど。

「カツ丼ダブルＡセットご飯特盛、お待ち！」

　と、あれこれ考えていると、注ちゆう文もんしたメニューが届とどけられ、僕は店てん員いんさんに一礼する。

　揚あげ立てのトンカツが二枚まい分ぶん乗のせられた特盛のカツ丼と、小こ鉢ばちのサラダとお味み噌そ汁しる。

「いただきます」

　そのボリューム満まん点てんな組くみ合あわせを前に、僕はいつも通どおり両手を合あわせてからお箸を取る。

　そこからは特とくに茉まつ莉りと言葉を交わすこともなく、黙々と腹はらの中を満みたしていく。

　どんぶりの中なか身みは瞬またたく間まにカラとなり、

「おかわり、お願いします」

「ご飯おかわり、どうぞ！」

　勝かつ手て知ったる店員さんはすぐさま駆かけつけ、あふれそうなほどのご飯が盛もり付つけられたどんぶりを置いて、再ふたたび厨房に戻もどっていく。

　ここのお店みせは、セットメニューならご飯のおかわりが自由だ。店主さんは『セットを頼たのんでもらうための口こう実じつ』みたいなことを常つね日ひ頃ごろから言っていたりするんだけど、他の店員さんに聞いたところによると、『食べ盛ざかりの学がく生せいを応おう援えんしたい』という秘ひめた思いがあるらしい。まさにその食べ盛りである僕としてはとてもありがたいことだし、めちゃくちゃお世せ話わになっている。

　特に今日きようは死ぬような目に遭ったおかげで、思いっきりお腹なかが空すいていた。

　どうやら『リセット』がかかると、大たい量りようにカロリーを消しよう費ひするらしい。その詳しい仕し組くみは分からないけど、分かったところで空くう腹ふくが紛まぎれるわけでもないので、あまり考えないようにしている。そういうものだと割り切るしかない。

　僕は黙々と食しよく事じを続ける。相あい席せきした茉まつ莉りとも、会かい話わらしい会話を交わしたりもしない。

　それは僕たちにとっていつものことだ。彼女はゲームに夢む中ちゆうになっているのか、こっちに目を向けようともしないし、一いつ般ぱん的には『行ぎよう儀ぎが悪わるい』とされているその行こう為いに対して、僕から何かを言うつもりもない。

　気を遣つかって無理に話わ題だいを振らなくてもいいからこそ、今の関係が続いているんだと思う。

　やがて七なな杯はい目のおかわりを完かん食しよくしたところで、僕はその手を止める。

「ごちそうさまでした」

　両手を合わせ、深く頭を下さげてから、レジで会かい計けいを済ませた。

「また来なよ！」

　店主の気持ちいい挨拶にもう一度頭を下げてから、僕は踵きびすを返かえす。

「イクト！」

　そんな僕に続いて、茉まつ莉りも笑みを浮かべたまま追いついてきた。結けつ局きよく、彼女はその後ごも温泉タマゴと岩ノリしか注文しなかったが、そういう偏へん食しよくっぷりも今となってはお馴な染じみのものだ。

　お店側も、その食べ方を特に咎とがめたりはしない。茉まつ莉りは注文した品しなを、必かならず完食するからだ。

　食の好このみはともかく、食たべ残のこさないという点では、僕は彼女を気きに入いっている。

「イクトは、明あ日すも学校か？」

「ん、そうだな」

「そっか。しっかり勉べん強きようして、立りつ派ぱな社しや会かい人じんになってくれよな」

「努ど力りよくするよ」

「それじゃあな！」

　大きく手を振り、茉まつ莉りは駆かけ出だす。

　こちらの返へん事じも聞かずに、繁はん華か街へと消きえていくその背中を、静かに見み送おくった。







「ただいま」

　帰き宅たく後ご、僕は電でん気きもつけずに自じ室しつへ向かい、適てき当とうに脱ぬぎ散ちらかしながらベッドへ倒れ込んだ。

　まぶたを閉とじ、脳のう裏りに浮かぶのは、放課後に起きた一いち連れんのことだ。

「レオナ、かわいかったな……」

　そんなつぶやきが自し然ぜんと漏れる。

　暗殺一家の当主、か。

　確かに、彼女の殺さつ意いは本物だった。

　人を刺さし殺ころすというのは、決して容よう易いなことなんかじゃない。人じん体たいには肉にくがあり、骨ほねがある。一ひと突つきで致命的な傷を負わせるには、それなりの技術が必ひつ要ようだし、そもそも明めい確かくな殺意をその身に宿していなければ、『刺す』という精せい神しん状じよう態たいに至いたれない。

　だけど、レオナの行動にためらいはなかった。

『人を殺したい』という思いが、彼女の根ねっこにはある。

　だからこそ、あの一突きは、確実に僕の心臓へ届いたんだ。

　ためらわずに人を刺せる。その一点だけでも、彼女が殺人の天才だということが理解できる。

　同時に、あやうい存在だということも。

　ともあれ、そんな彼女とこれからほぼ毎日、会うことになるんだ。先のことを考えると不ふ安あんもあるけど、考えすぎても仕し方かたがない。今はただ、目の前のあれこれを処しよ理りしていくだけ。

　レオナに刺された箇か所しよへ手を当てると、静かな鼓動が伝わってきた。

　そう。僕は生きている。

『不死身の生いく斗と』は、殺されても死ねないんだ。







　不死者になったのは、今から三年前のこと。

　中ちゆう学がく一年ねん生せいの夏なつ休やすみ、仲なかの良かった幼おさな馴な染じみと一いつ緒しよに、少し遠とおくにある山やまを登のぼることになり、そこで事故に遭った。

　足を滑らせて崖がけから落おち、二人とも大ケガを負ったんだ。

「う、うう、ああ……」

　痛みをこらえ、うめきながら身体を起こした僕の目に飛び込んできたのは、致ち命めい傷しようを受けた幼馴染の姿だ。

『助からない』と、一ひと目めで直感できるその姿を見て、心こころの中なかは絶ぜつ望ぼうで満たされる。

　僕のせいだ。一緒に登と山ざんしよう、なんて言いい出ださなければ、こんな目に遭わなかったのに。

　自分自身はどうなってもいいから、とにかく幼馴染を助けたかった。

　だから、ありったけの声で叫んだんだ。

「神様でも悪あく魔までも、なんでもいい！　僕の命いのちをあげるから、こいつを助けてくれ！」


　──よかろう。



　奇妙な言葉が届いたのは、まさにそのときだ。


『その願ねがい、叶えてやる』



「えっ」


『貴様の命は、我われが貰もらい受うける。生きるも死ぬも、我の心こころ持もち次第だ』



　心の中に直ちよく接せつ届いてくるかのようなその声は、はっきりとした口く調ちようで告げる。


『すなわち、臥ふし宮みや生いく斗とは生きる権利と死ぬ権利を、同時に失うしなうということ。それでも構わぬな？』



「なんでもいい！　助けてくれるのなら、どんな条件でも吞むよ！」

　ためらう理り由ゆうなんてなかった。


『交渉成立だ』



　……そこから先のことは、よく覚えていない。急に意識を失い、気が付いたときには幼馴染も僕もすっかり元げん気きで、何が起きたのか分からないまま、お互たがいを見つめ合っていたんだ。

　夢を見ていたわけではないのは確かだ。目を覚さました場所は崖がけ下しただったし、どちらの衣服も大量の土つちと泥どろに塗まみれていた。

　しばらくの間、僕は茫ぼう然ぜんとしていたが、次第に心の中には歓かん喜きが満みち溢あふれていく。

　何はともあれ、幼馴染は助かったんだ。その事実を素直に喜よろこぶべきだろう。

「良かった、本当に良かった！」

　感かん激げきの声を上げて、僕は彼女の手を強く握りしめた。

　支払った代償の、大きさにも気付かずに。







　翌よく朝あさ、通つう学がく途と中ちゆうで、その幼馴染と顔を合わせた。

　遭そう遇ぐう、とでも言うべきだろうか。

「生いく斗と、おはよう！」

　気さくな様子で駆かけ寄よってくる姿を見て、僕は無言でうなずいた。

　月つき島しま流る夏か。同じ高こう校こうに通かよう同どう級きゆう生せいとして、彼女との交こう流りゆうは今も続いている。

「聞いたぞ、生いく斗と。昨日きのう、美び人じんなメイドさんと一緒に、夜よるの街に消えていったそうじゃないか」

「……少しばかり誤解があるんだけど、弁べん解かいを聞く気はあるか？」

「無ないな」

「そうか、じゃあ、そういうことでいいよ」

「認みとめるわけだね。なるほど、それはなかなか穏おだやかじゃない事態だ」

　軽けい快かいに笑い、流る夏かは腰に手を当てた。

　そんな彼女に、周囲を歩く人たちはチラチラと視線を送ってきたりする。朝あさから騒さわがしいし、少しばかり目立つ格かつ好こうをしているから、というのもあるだろう。

　流る夏かの髪かみは、かなり長いんだ。その艶やかな黒くろ髪かみは太ふともものあたりまでまっすぐに伸のびていて、どうしても人ひと目めを引ひき付つける。

　彼女は前まえ髪がみも長く、その目め元もとは完かん全ぜんに隠れている。どこを見ているのか、そもそも、まぶたを開いているのかどうかも不ふ明めい。両手にはブレスレットを、両足にはアンクレットを身に付け、そのことがますます妖よう艶えんな雰囲気を醸し出していた。

　もちろん昔からこうだったわけじゃない。少し前まで、流る夏かはどこにでもいるごく普通の、お節せつ介かいな女の子だったんだけど、『あの日ひの出で来き事ごと』をきっかけに、変わったんだ。

「その様子だと、また何か、危険なことでもしてるんだね？　無理は禁きん物もつだよ。神様に救ってもらった命なんだから、もっと大だい事じにしないと」

「大丈夫だよ、無理はしてない」

「そうか、それならいいんだけど。とにかく、常つねに感謝の気持ちは忘わすれちゃダメだよ」

「ああ、分かってるって」

　そっけなく応えつつ、僕が歩き出すと、彼女も並ぶようにして歩ほを進すすめた。

　──僕が不死者であることを、流る夏かは知っている。

『あの日』がきっかけだったことも理解している。

　ただし僕たちの間には、ちょっとした認にん識しきの差があるんだ。

　重じゆう症しようだった彼女には、あの瞬間のはっきりとした記き憶おくがない。気が付いたときには助かっていた、というのが、流る夏かの覚えている全てらしい。とはいえ死にかけていたという実感はあるらしく、だからこそ、危機的な状況から救われたという事実を、彼女はこう解かい釈しやくしたんだ。

『気まぐれな神様が、なんの見み返かえりもなく、無む償しようで僕たちを助けてくれた』と。

　僕はその勘かん違ちがいを、訂てい正せいするつもりはなかった。

　流る夏かは僕が『契約』したということを知らない。そして知ればきっと、負おい目めに感じる。

　だから、言えない。言えるわけがない。

「ふむ、なんだか思おもい悩なやんでいることがあるようだね」

　と、不意に流る夏かは手て持もちのカバンをまさぐると、そこから何かを取り出した。

「そんな君に、『お守まもり』をあげよう。受うけ取とってくれ」

　彼女が差し出したのは、煌きらびやかな装そう飾しよくが施ほどこされたペンダントだ。『あの日』以来、流る夏かは神かみに感謝し、祈いのりを捧ささげる日ひ々びを送っている。その一いつ環かんとして神秘的なアイテムを集あつめ、やたらと身に付けたりしてるわけだけど、ことあるごとにそのアイテムを僕に寄よこしてくるんだ。

「最近、通つう販はんで買かったんだ。私とお揃そろいだぞ。ありがたく受け取れ」

　そう言って彼女は自分の胸元に手をやり、そこに身に付けている物を見せびらかせてくる。

　その際さい、制せい服ふくの隙すき間まから白い素す肌はだが露わになり、僕は思わず目をそらした。

「ん？　どうしたんだ？」

「……いや、なんでもない。ありがとう」

　軽く首を傾げる流る夏かから、目を背けつつペンダントを受け取る。僕たちはもう高校生で、心も身体も色々と成せい長ちようしているということを問とい詰つめたいところだけど、その無む防ぼう備びさを指し摘てきしたところで、きっと彼女の心には届かないのだろう。

　脳裏にはまだ、たわわな谷たに間まが確かな記憶として残っていたけど、僕は無理やり頭を振り、その映えい像ぞうをかき消けした。

　そうして、僕たちは並んで歩きながら学校へと向かう。




　──これが、僕の日常。

　臥ふし宮みや生いく斗との過すごす日常だ。
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　　　──　　　──　　　──　　　──　　　──　　　──　　　──





雑ざつ記き一─一






　身み内うちの不ふ幸こうが重なった結けつ果か、私が家を継ぐことになった。

　荷にが重いと感じているのは確かだ。腕は磨みがいてきたつもりだけど、特別に優すぐれた才能があるわけじゃない。

　それでも、やれるだけのことをやるしかないのだろう。責せき任にんは重じゆう大だいだ。




　かつて、母から聞いた話だが、一族の始祖様は義ぎ賊ぞくだったらしい。

　法ほうで裁さばけぬ悪あくを討うつため、悪魔と契約を交わして、暗殺の才能を手に入れた、という話だ。

　どこまで信じていいのかは分からないけど、そういう言い伝えを散さん々ざん聞かされてきた記憶がある。

　彩あや夢め咲ざき家はかつて、義賊だった。でも、それがいつしか一族の繁栄のため、望のぞまぬ仕事にも手を出すようになったのだ。

　その結果、確かに家は大きくなった。しかし、それでいいのだろうか？

　過去を否ひ定ていするつもりはないし、変えることもできない。

　けれど、未み来らいなら変えられる。




　当主の座を引き継いだ以上、固かたく誓ちかう。

　殺す相手を選えらぼう。絶ぜつ対たいに営えい利り目もく的てきでの殺しはしない。

　偽ぎ善ぜんだという自覚はある。でも、私わたし自じ身しんはそうしたい。

　娘むすめの……、レオナのためにも。

























　　　──　　　──　　　──　　　──　　　──　　　──　　　──










　　　第二章







　　　１




　その日ひの放課後、校門の前で待つアイシャさんの姿を見て、気持ちを引ひき締しめる。

　予定通り、『お仕事』があるということだ。

「今日は空から降ってきたりしないんですね」

「余計に目立つと言われましたので。それとも、昨日と同じシチュエーションの方が良かったでしょうか？」

「い、いや、普通にしててください、普通に」

「はい。では」

　慌てて首を横に振ると、彼女は言葉を省はぶき、さっさと歩き出す。そのまま僕も続き、初めて会ったときと同じように、黙々と足を動かし続けた。

　余計な会話を交わす必要なんてない。この『お仕事』はあくまでもビジネスなのだから。

　そのことは充分に理解している。充分に理解したまま、僕はアイシャさんに向かって、あからさまな殺気を飛ばしてみた。

　けれど彼女は何も感じていないのか、立たち止どまることなく歩き続ける。

　その無む反はん応のうさに毒どく気けを抜かれつつ、僕は思う。昨日、投なげ飛とばされたのは、何かの間違いだったんじゃないか、と。

　油断せず、本ほん気きでやり合あっていたら、同じ結果にはならなかったはず──。

「！」

　その刹那、アイシャさんの手刀が、僕のノド元に突き立てられる。

　彼女の指ゆび先さきには確かな殺意が込こめられていて、僕は反射的に身体を強張らせた。

「まだ何か？」

「……疑うたがってすみません」

「ご理解が早くて助かります」

　軽く一礼するアイシャさんに、僕は戦せん慄りつを覚える。

　彼女がどう動いたのか、まるで目に入らなかった……。

　何かの間違いなんかじゃない。プライドや思おもい込こみは捨すてて、ありのままを認めるしかない。

　アイシャさんは、今の僕よりも格かく上うえの相手だ。

　そして、そんな彼女を傷つけられるのは、暗殺衝動を抱かかえたあの子だけなのだろう。







　そんなこんながありつつ、再び彩あや夢め咲ざき家へ到とう着ちやくした僕は、レオナとの再さい会かいを果はたした。

「生いく斗とさん、こんにちは」

　彼女の姿を見た瞬間、鼓動が跳ね上がる。

　か、かわいい……。

　なるべく冷静でいたかったけど、実際に会うと、やっぱり緊張するな……。

「お待ちしていました」

　レオナは軽くおじぎをすると、朗ほがらかな表情を見せる。その様子は優ゆう雅がで穏やかで、しかし、その手て足あしは昨日と同じく拘束されていた。

「あっ」

　こちらの視線に気付いたのか、レオナは照れた笑みを浮かべる。

「やっぱり、こういう姿って、変ですか？」

「そ、そんなことない！」

　尋ねられ、素す早ばやく首を横に振った。

「必要だから、やってることなんだろ？　全ぜん然ぜん、変じゃないよ」

「あ、ありがとうございます」

　レオナは小さく頭を下げると、恥ずかしそうにこちらを見つめる。

「そ、それで、あの、お仕事の話なんですけど」

「あっ、う、うん。こっちはいつでもいいよ。早さつ速そく、始める？」

「い、いえ、そうではなくて！」

　彼女は窓の外に目を向けると、ためらいつつも、その表情に強い意い志しを込めた。

「日にち没ぼつまでには、まだ少しばかり、時間があります……。『衝動』が襲ってくるまで、いくらかの猶ゆう予よがあるということです。ですから、その、それまでの間、わ、わたしと、おしゃべりしてくれませんか？」

「おしゃべり？」

「は、はい。昨日も言ったと思いますけど、わたしはこれまで、家の外に出ることがほとんどありませんでした。なので、母やアイシャ以い外がいの人とは、会話をする機き会かいがあまりなくって。だから、その……」

　言葉を濁にごす彼女を見て、僕は理解する。

　レオナは、コミュニケーションに飢うえているんだ。長い時間、孤こ独どくな日々を過ごしてきた中で、不意に臥ふし宮みや生いく斗とという『異い物ぶつ』に出で会あい、好こう奇き心を刺し激げきされた、ということなのだろう。

　おしゃべりは『仕事』のうちには入ってないかもしれないが、そんなことは関係ない。

　レオナの想いには応えたいし、僕自身も、もっと彼女のことを知りたかったから。

「分かった。おしゃべりしようか」

「あ、あ、ありがとうございます！」

　レオナは顔を明あかるくし、同時にアイシャさんが僕たちに背を向けた。

「席を外します。何かあれば呼んでください」

　そしてそのまま振ふり返かえりもせず、大おお広ひろ間まを後にする。

　残された僕たちは、少し気まずくなりながらも、

「もう、来てくれないかと思っていました」

　レオナのその言葉をきっかけに、会話を再さい開かいさせた。

「一度引き受けた以上は、途中で投なげ出だしたりしないよ」

「で、でも、その、死なないとはいえ、痛いのは痛いんですよね？」

「まあ、それはそうだけど、痛いだけだし」

「は、はあ。痛いだけ、ですか……」

　表情を曇くもらせつつ、彼女は続ける。

「わたしがこういう質問をするのは失しつ礼れいかもしれませんが、聞かせてください。生いく斗とさんは、怖こわくないんですか？　本当に死ぬかもしれない、とは思わないのですか？」

　気を遣ってのことだとは思うけど、でも、その問いは僕にとって『よくある質問』だった。

「たぶん、感覚が麻ま痺ひしてるんだ。もう知ってると思うけど、僕はこれまでに何度も、事じ件けんや事故の現場に飛び込んで、そのたびに死ぬような目に遭ってきたし、それでも死ななかった。そのせいで、『死ねない』という状態に慣なれてしまったんだ。危機感が薄うすれている、とでも言えばいいのかな。だから怖くないよ。怖くないからこそ、こういう『お仕事』もできるわけで」

「な、なるほど……」

　レオナは興きよう味み深ぶかそうにうなずき、一人で納得している。

「生いく斗とさんの『お仕事』って、人ひと助だすけ、みたいなことが多いんですよね？　我わが身みを省かえりみず、無む謀ぼうな特とつ攻こうを試こころみ、そのたびに奇跡の生還を繰くり返かえす。それが『不死身の生いく斗と』なんですよね？」

「ん、まあ、だいたい合ってるよ。ほとんど自己満足だけどね」

　崇すう高こうな使し命めいなんて持もち合あわせてないし、『表おもてには出せないお仕事』だって何度も経験している。

「今の自分にやれることをやっている。ただ、それだけのことさ」

「それでもすごいです。どんな経けい緯いがあったとしても、誰かを助けていることは確かなんですから、立派だと思います。人を殺すことしか能のうのない、わたしなんかと全然違いますよ」

　軽く頭を振り、レオナは寂さびし気げな笑みを浮かべ、

「生いく斗とさんが不死であることを、ご家か族ぞくの方はご存ぞん知じなのですよね？」

　……何気ないその質問に、僕は軽く肩をすくめた。

「知らない、だろうね。『こういうこと』になってから、ほとんど会ってないし」

　すると彼女は顔を上げ、こちらを見つめる。

「両親は今、家にいないんだ。説明しても信じてもらえるか分からないけど、普通の職しよく業ぎようじゃないというか……」

　言葉を濁しつつも、僕は意を決して言った。

「冒ぼう険けん家かなんだ」

「冒険家？」

　その告こく白はくに、レオナは目を丸まるくして首を傾げる。

「未み知ちの秘ひ宝ほうを探さがして、世せ界かい中じゆうを飛とび回まわる。それが、僕の両親なんだ。今いま頃ごろどこで何をしているのかは分からないけど、時とき々どき、手て紙がみは送られてくるから、生きてはいると思う」

「は、はあ」

「たまに帰かえってきても、ちょっとした近きん況きよう報ほう告こくをするくらいで、またすぐにどこかへ行いっちゃうし。だから、僕の抱えている事情は何も知らないまま、今も宝たから探さがしに励はげんでいるはずだよ」

「な、なるほど……」

「定てい期き的に仕し送おくりもあるし、冒険家としてはそれなりに成せい功こうしてるのかもしれない。それでも、諸もろ々もろの経けい費ひを差さし引ひいたら食いつなぐだけでギリギリの額だし、自じ主しゆ的に稼かせがなきゃいけなかったりするわけで。僕が『お仕事』をやってるのにはそういう事情もあるし、今回の『報酬』にもかなり助けられているんだ」

　不死者である僕は、餓が死しすることがない。一ヶか月げつくらい何も食べなくても大丈夫だったこともある。それでも、腹が減へれば飢き餓が感は覚えるし、実際に満たされるまでその苦しさは続く。そんな事態を避けるためにも、食しよく費ひの確かく保ほは最さい優ゆう先せん事じ項こうだった。

　まあ、『お仕事』をしてるのはそれだけが理由じゃないんだけどさ。

「──いいですね」

　と、あれこれ考える僕を見て、レオナは何気ないつぶやきを漏らした。

「あ、ご、ごめんなさい。つい」

「つい？」

「え、えっと、その、ご両親のことを、尊そん敬けいされてるんだな、と思いまして……」

　……尊敬、か。そんな単純なものでもないんだけど、でもまあ、間違ってはいない。

　僕が置かれてきた現状は、世せ間けんから見れば育いく児じ放ほう棄きと言っていいようなものなんだろう。

　けれど、それでも両親を嫌きらったことはない。むしろその逆ぎやくだ。憧あこがれていたからこそ、『冒険家の真ま似ね事ごと』をしたくて、あの日、流る夏かと一緒に山へ登ったわけで。

「生いく斗とさんのご家か庭ていも、色々あるんですね」

　物もの思おもいに耽ふけっていると、レオナは寂し気な表情を浮かべる。

「それでも、生きてらっしゃるのですから、やはりそれは、いいことだと思います。わたしはもう、言葉を交わすことすらできないのですから」

　言われてから、思おもい出だす。レオナの親おや御ごさんは、すでに他界しているという事実を。

「ごめん。ちょっと無む神しん経けいだったね」

「い、いえ、構いません。わたしの母は、尊敬という言葉とは程ほど遠とおい存在でしたので」

「えっ？」

「お金のために人を殺す。そういったお仕事を、彩あや夢め咲ざき家は代だい々だい続けてきたのです。もちろん、わたしの母もです。そんな親を、尊敬なんてできるはずがありません」

「ん、それは……」

　僕は何か言うべきだと思ったけど、上う手まい言葉が思いつかなかった。他人の家庭事情に口をはさめるような立たち場ばじゃない。僕たちはただの、ビジネスパートナーなんだから。

「ご主人様」

　そのときアイシャさんが扉を開け、こちらに歩み寄ってきた。

「そろそろご準備を」

　窓の外に目を向けると、いつの間にか陽が沈みかけようとしていた。レオナとの会話に夢中で、時間の経けい過かを忘れていたけど、気を引き締めなきゃいけないな。

　ここからは『お仕事』だ。

「分かったわ。……生いく斗とさん、改めてお願いします。わたしのために、殺されてください」

「ああ、任まかせてくれ」

　即答する僕の前で、アイシャさんがレオナに何かを手て渡わたす。

　それは、巨きよ大だいな刃は物ものだった。

　昨日のナイフよりもっと大きなそれは、世間一般では『鉈なた』と呼ばれる物だ。

「今日はなんとなく、これがいいかなという気分だったので。構いませんか？」

「うん、何も問題ないよ」

　再び即答すると、レオナは朗らかな笑みを見せてくれた。

「ありがとうございます。それでは、よろしくお願いします」

　と、アイシャさんが彼女の拘束を解とき、次第に周囲が暗くなっていく。

「っ！」

　そして陽が沈んだ瞬間、彼女は身を屈め、全身を小刻みに震わせた。

　昨日も見た、殺人衝動の兆ちよう候こうだ。

「ん……、ああっ、うぅん、ふあっ……！」

　レオナは悶えるような声を上げ、その視線をこちらに向ける。

　暗い光ひかりの宿ったその瞳を、僕はまっすぐに受け止めた。

「さあ、どんと来こい！」

「──」

　僕が叫ぶのと同時に、彼女の姿が消える。

「ぐっ！」

　その行ゆく方えを追う暇もなく、首先に熱い感覚が宿り、反射的に全身を硬こう直ちよくさせた。

　切られた、と理解した瞬間、鮮せん血けつがほとばしり、視界が暗あん転てんする。

「……」

　声も出せないまま、僕は背中から倒れ込んだ。そしてすぐさま、意識を覚かく醒せいさせる。

　ノドに手を当てるが、傷はない。当然、胴どう体たいと頭はつながってるし、周囲に血が飛とび散ちった跡も残ってない。

　いつも通り、『リセット』されたということだ。

　今日の『お仕事』も、無ぶ事じ完かん了りよう。ゆっくりと起き上がり、何気なくレオナを見る。

　刹那、異変に気付いた。

　彼女は僕を殺したのに、苦しそうな表情のままだったんだ。

「……」

　困惑する僕に近づくと、レオナは手に持った鉈を掲かかげ、

「ああああああああっ！」

　叫びと共に、まっすぐ振り下おろした。

　避ける暇もなく、僕の頭ず蓋がい骨こつは瞬しゆん時じに叩たたき割わられる。

　脳のう漿しようと共に意識も吹き飛ぶが、それもまたすぐに覚醒し、

「レ、レオナ……？」

　声をかけたものの、返事はなく、彼女はさらに僕の頭を両手でつかみ、

「んんんんっ！」

　手て首くびにひねりを加えて、一気に曲まげた。

　いびつな音おとと共に、首の骨が折おれる。

　肉と血けつ管かんと神経が押おし潰つぶされ、またもや意識が飛びそうになった。

「──」

　暗くなる視界の前で、レオナはさらに動く。

　鉈なたを逆手に持ち替えると、彼女は柄の部分を僕の口の中に突つっ込こみ、

「えい！」

　ためらいなく、ねじ込んだ。

　鉈なたの柄は脳を砕き、その衝撃で僕は再び地ちに伏せる。

「レ、レオ、ナ……」

　同時に肉体は『リセット』され、ぼんやりとした意識のまま、僕は目の前の少女を見上げた。

「い、生いく斗とさん……！」

　頰を赤く染そめつつも、彼女は眉をひそめ、ゆっくりと首を横に振る。

「止まらない、止められないの……！」

　そんな悲痛な言葉と共に、レオナは両手で鉈を持ち直し、力ちから任まかせに振ふり回まわした。縦、横、斜ななめ、様さま々ざまな角かく度どから放たれる彼女の斬ざん撃げきは、そのどれもが急きゆう所しよを狙ねらった、必ひつ殺さつの威い力りよくだ。

「ぐっ、がっ、あっ」

　僕は声を漏らしながら、死し亡ぼうと『リセット』を繰り返し続ける。

「……」

　身み動うごきが取れず、まともな思考もままならない中、胸に宿っているのは、かすかな驚きだ。

　不死者である僕は、何をされても死なない。死なないけど、しかし、『なかったこと』にするまでには、少しばかりのタイムラグがあるようだ。

　自分でも気き付づいてなかっただけに、ちょっとした新しん鮮せんさを覚えていたりするんだけど、でもまあそれはそれとして、この状態が続くのはまずいかもしれない。

　僕自身のことはさておき、レオナが心配だ。どうやら彼女は我を忘れて、無む我が夢む中ちゆうで僕を殺そうとしているようだ。無む意い識しきのままでも的てき確かくに急所を攻せめ立たてられるのは、レオナが暗殺の天才であるという証あかしだが、しかしこの状態が続けば、彼女の身体はすぐに壊こわれるだろう。

　特別な訓くん練れんを受けず、適てき切せつな身体の動かし方も覚えていないのに、あんな大きな得え物ものを振り回しているのだから。

　全身を襲う衝撃に耐えつつ、わずかに頭を動かすと、視界の隅すみにアイシャさんの姿が映うつった。

　僕は手のひらを彼女に向け、『待った』のサインを送る。

　そして返事も確かめないまま、無理やり口を開き、

「ぬ……」

「！」

　その一言に、レオナの手が、一瞬だけ止まった。

　隙すきを逃のがさず、僕は短みじかく伝える。

「ぬるい……」

「えっ」

　彼女は驚きの声を漏らし、一歩ぽ後ずさった。瞳にはかすかな光が点ともり、同時に、持っていた鉈をその場に落とす。

「そ、そんなんじゃ、僕は、死なないよ……」

「あ、あ、ああ、あの……」

「もっと、強い武ぶ器きを、持ってきてよ……。僕を、殺したいのなら……」

「い、生いく斗とさん……、わたし、いったい、何を……」

　完全に意識を取り戻したのか、レオナは僕の姿をしっかりと見つめ、

「──」

　気を失い、ゆっくりと崩くずれ落おちた。

　地じ面めんに倒れる寸前で、いつの間にか駆け寄っていたアイシャさんが、彼女の身体を支ささえる。

「生いく斗と様」

　アイシャさんはレオナを見つめたまま、無感情に口を開いた。

「この部へ屋やを出て、右手の方にまっすぐ進めば、バルコニーにたどり着きます。そこでお待ちください」

　言うだけを言うと、彼女はレオナを抱きかかえたまま姿し勢せいを正ただし、扉のある方へと歩き出す。

　アイシャさんたちが部屋を出たときにはもう、僕の『リセット』は済んでいて、

「……指し示じに従うしかないか」

　誰に聞かせるでもなくつぶやき、立ち上がった。

　部屋を出て、言われた通りに屋や敷しきの中を歩く。

　歩きながら、考える。レオナにかけた言葉は、適切だったのかと。

　とっさの判断とはいえ、『もっと残ざん酷こくに殺せ』と言われて、彼女は傷つかなかっただろうか。

　悶もん々もんとした気持ちのまま、やがて僕はバルコニーらしき場所にたどり着く。

「お待またせしました」

　そこでぼんやり待っていると、アイシャさんが静かに姿を現あらわした。

「このたびは多た大だいなご迷めい惑わくをおかけしました。ご主人様に代かわり、謝しや罪ざいの言葉を述のべさせてください。本当に申もうし訳わけありませんでした」

　そう言ってアイシャさんは、深ふか々ぶかと頭を下げる。

「謝あやまってもらうようなことじゃないですよ。僕はこうして、無事だったわけですし」

「そうはいきません。今回のことは完全にこちらの不ふ手て際ぎわです。なので、お詫わびの意味も込めて、追つい加かの報酬を用意させていただきました」

　顔を上げると、彼女は何気ない様子で自分の肩に手をかけ、

「どうぞ、ご堪たん能のうください」

　ためらうことなく、身に付けていたメイド服を脱ぎ始める。

「は？」

　突然のことに僕は戸惑うばかりだが、しかしアイシャさんは動きを止めず、その白い素肌が視界に飛び込んできた。

「い、いきなり、何を……」

「肉欲を満たすことが報酬、という話でしたよね。私などではご主人様の美うつくしさには到とう底てい及およびませんが、なんなりとお好きなようにしてください。全ぜん身しん全ぜん霊れいをかけて、満足していただけるように尽つくします」

「いや、あの、ま、待って……」

　こちらの言葉に構わず、彼女はさらに衣服を脱ぎ、ほとんど裸はだかに近い状態で間ま近ぢかまで迫せまる。

「出で来きる限りのご要よう望ぼうにはお応こたえします。実じつ技ぎの経験はありませんけど、知識だけなら充分に備そなえていると自じ負ふしています」

「う……」

　密みつ着ちやくするような形かたちでアイシャさんに見つめられ、僕は何も考えられなくなりそうになる。

　──そのとき、彼女のお腹に巻かれた包帯が、目に入った。

「あ、あの！」

　我に返った僕は、アイシャさんの両りよう肩かたに手を置き、無理やり自分から引ひき離はなす。

「そ、そんなことより、詳しい説明を聞かせてください！　追加の報酬はいらないから！」

　キョトンとする彼女と真正面から向むき合あい、はっきりと言った。

「いったい何が起きたんですか？　どうしてレオナは、急きゆうに暴れ出したんですか？」

「……」

　わずかな沈ちん黙もくの後、アイシャさんは口を開く。

「殺せてないからです」

「……えっ」

「ご主人様は確かに、生いく斗と様を殺そうとしました。ですが生いく斗と様は、実際には死んでません。殺せてないからこそ、ご主人様の衝動は収まらなかったのでしょう」

　軽く息を吐き、彼女は続ける。

「彩あや夢め咲ざき家の長い歴史の中では、『殺し損そこねたけど衝動が収まった』という例れいもあったようです。しかし、前例はなんの参考にもなりません。ご主人様は天てん賦ぷの才さいを持ったお方なのです。昨日の時じ点てんで『殺せなかった』という事実を、本能的に察さつ知ちして、そのことが今回の暴ぼう走そうにつながったのでしょう」
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「……つまり、なんだ」

　語られる言葉を自分の中で嚙みしめながら、思ったことをそのまま口にした。

「僕では役やくに立てない、ということか？」

「はい」

　あっさりとうなずかれ、声を詰つまらせる僕の前で、アイシャさんは表情を変えずに告げる。

「残ざん念ねんですが、契約はここまでです。衝動が収まらない以上は、生いく斗と様に無理をしていただくわけにはいきませんし、ご主人様も苦しいだけですので」

「い、いや、でも……」

　彼女の言葉に、僕は困惑するばかりだ。死なない人間を殺し続けるという、そのプランは、失しつ敗ぱいに終わったのかもしれない。

　でも、じゃあ、衝動を収めるためには……。

「──実際に、殺すんですか？」

　そのシンプルな問いに、アイシャさんの眉がかすかに揺れた。

「彩あや夢め咲ざき家がこれまでやってきたように、レオナも依頼を受けて、人を殺す？」

「……」

　さらなる問いかけに、彼女は沈黙で答える。

　否定の言葉は述べられない。

「ま、待て、待ってくれ、それはダメだ。だって、それは、レオナの意い思しに反はんすることだろう？　そういうことをしたくないから、僕を頼たよったんじゃないんですか？」

「他に解決策さくがない以上、致いたし方ありません」

「で、でもさ……」

　言葉を詰まらせながら、僕は必ひつ死しに思考を巡めぐらせ、──一つの可能性に気付いた。

「そ、そうだ！　よく考えたら、実際に人を殺したからって、衝動が収まるとは限らないよね？」

　ほとんど屁へ理り屈くつに近い理り論ろんだが、僕は勢いきおいに任せて続ける。

「だって、レオナはまだ、誰も殺したことがないんだから」

「……」

　けれど、そんな僕の言葉に、アイシャさんは無言で応えた。

　その反応に僕は眉をひそめ、──すぐに理解する。

「まさか、あるのか？」

　否定して欲しかったその問いにも、彼女は無言を貫くだけだ。

　重い空くう気きが流ながれる。

「……生いく斗と様には、伝えておくべきでしょうね」

　やがてアイシャさんは、静かに口を開く。

「先代様がご逝せい去きよされたことは、すでに話しましたね」

「ああ、うん」

「事故ではないのです」

「えっ」

　思わず声を漏らす僕の前で、彼女は表情を変えずに言った。

「ご主人様が、殺したのです」




　　　２




「厳げん密みつに言えば、事故なのかもしれません」

　縁無し眼鏡に指ゆびを当て、アイシャさんは言葉を紡ぐ。

「ご主人様が初めて殺人衝動を発症させたのは、今から一ヶ月前のことです。鮮あざやかなお手て前まえでした。近くで見ていた私でも、何が起きたのかすぐには理解できなかったほどの、神しん速そくとも呼ぶべき行動。何気ない親おや子この触ふれ合あいの中で、不意に衝動を発症させて、なんのためらいもなく先代様を手にかけられたのです」

　当とう時じのことを思い出したのか、彼女は軽く首を横に振った。

「先代様も優れた暗殺者でしたが、それ以上に、ご主人様の才能は圧倒的でした。抵てい抗こうする隙さえないまま、全ては一瞬のうちに終わったのですから。……私が駆け寄ったときには、もう手て遅おくれでした。いくつかの伝でん言ごんを口にすると、先代様は息を引ひき取とられ、そして現げん在ざいに至る、というわけです」

「……レオナは、そのときのことを、どう思ってるんだ？」

「覚えておられません。事ことを成なした後、すぐに気を失われ、目め覚ざめたときにはその日の記憶を全て失われていました。おそらく、脳のうに多大な負ふ荷かがかかり、『なかったこと』にしようという処理が働いたのでしょう。なので私は、先代様は不慮の事故に遭われた、と伝えています」

　彼女は僕を見つめ、静かな口調で告げる。

「念のために申しますが、このことは他た言ごん無む用ようにお願いします。もしもご主人様のお耳に入るようなことがあれば、私は生いく斗と様を徹底的に、容よう赦しやなく追おい詰つめます。あなたが不死者だとしても、社会的に死ぬことは覚悟しておいてください」

「──念を押さなくても、話さないよ」

　自覚もなく、衝動に支し配はいされて親を殺したんだ。そんな事実を伝えられるわけがない。

「そうだ、その先代様というのはレオナの母はは親おやのことなんですよね？　このタイミングで聞くことじゃないかもしれないけど、父ちち親おやは？　レオナのお父とうさんも、もしかして、もう？」

「ご主人様が物もの心ごころつく前に、亡なくなられたと聞いています」

　やっぱり、そうか。そのあたりのことも、あまり触れない方がいいんだろうな。

「……細こまやかなご配はい慮りよに感謝します。同時に、現状をご理解できたと受け止めます。生いく斗と様では、ご主人様を救えないということを」

　その一言に、僕は眉をひそめた。

「先代様をその手にかけられたとき、ご主人様はとても安らかなお顔をされていました。心の底そこから満たされたような、満足を得たと確かく信しんできるご様子です。……生いく斗と様を殺したときとは、まるで反応が違いました。それでもなんとかなるかも、という淡あわい期き待たいを抱いて、今回の計けい画かくを実じつ行こうしましたが、それも失敗に終わったようです」

　……どうやらアイシャさんの中では、すでに結けつ論ろんが出ているようだ。

　そしてその結論は、何を言われても覆くつがえすつもりがないように思える。

「生いく斗と様、今日のところはひとまずお開ひらきとさせてください。今こん後ごのことはまた後ご日じつ、改めて相そう談だんということでよろしいでしょうか？」

「──ああ、そうするよ」

　反論したりせず、僕はアイシャさんの前を通とおり過すぎる。

　そしてそのまま、彩あや夢め咲ざき家を後にした。







　帰き路ろにつく中、頭にはレオナのことだけが浮かんでいた。

　彼女は本当に、人を殺さなきゃならないのだろうか？　そうしないと、あの衝動に苦しめられ続ける？　成人するまで、ずっと？

　それはあまりにも、酷こくな話じゃないか？

　なんとかしてやりたいけど、でも、おそらく僕ではレオナを救えない。

　不死者である僕を殺しても、彼女は満足できないから。

　死ねないからこそ力になれない。そういうこともあるんだな。

　初めての経験に動どう揺ようしつつも、いつものように商店街へと足を向ける。何度も切きり刻きざまれたせいか、無む性しようにお腹が空いていた。

　馴染みの中ちゆう華か料りよう理り屋が視界に入ったので、そのまま店みせに入る。

「イクト！　こっちだ、こっち！」

「……おう」

　奥の方から茉まつ莉りが声をかけてきたので、彼女の隣となりの席に腰を下ろした。

「肉シューマイと野や菜さい炒いためをそれぞれ五ご人にん前まえ。あと、豚ぶた角かく煮に三人前と、チャーハン大おお盛もり四よ人前」

「はい、かしこまりました」

　店員さんに注文を告げ、大きく息を吐く。

「どうした、イクト。何か悩みでもあるのか？」

　すると茉まつ莉りが、携帯ゲーム機をいじりながら話しかけてきた。彼女の前には天てん津しん飯はんの飯めし抜きと野菜炒めのニンジン抜き、そしてレバニラ炒めのニラ抜きが並べられている。

「……悩んでいるというか、身の振り方を考えてるというか」

　言葉を濁しつつ、僕は背をのけ反らせ、両手で頭を抱える。

「──苦しんでる人がいるんだ。でも、その人が救われるためには、『僕が身を引くこと』が最さい善ぜんみたいなんだよ」

「ふむ」

「その人のことを想うなら、僕はこれ以上、関かかわるべきじゃない。そのことは理解できているはずなんだけど、どうしても胸むねの中なかがモヤモヤするというか……」

「そりゃあ、モヤモヤして当然だろう」

　と、僕の心しん情じようを、茉まつ莉りはバッサリ切きり捨すてた。

「だって、その人のことは、イクト自じ身しんが救いたいんだろ？」

「……僕自身、が？」

「生いく斗との願いは、その人が救われることじゃない。イクト自身がその人を救うこと、なんじゃないか？　その気持ちにウソをつこうとしてるから、モヤモヤするんだと思うぞ」

　──確かに、そうかもしれない。何もかも、茉まつ莉りの言う通りだ。

　ただレオナを救いたいだけじゃない。僕が、臥ふし宮みや生いく斗と自身が、救いたいんだ。

「でも、いいんだろうか？　それって僕のワガママだよな？　そのせいで周囲に迷惑をかけるのは、それはそれで、心こころ苦ぐるしいよ」
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「……んー、あたしは子どもだから、よく分からないけどさ」

　目の前の野菜炒めを頰ほお張ばりつつ、彼女は言った。

「イクトだって、世界の一いち部ぶだろ？　自分を殺す必要なんてないんじゃないか？」

　その言葉に、僕は目を見み開ひらく。

「なんにせよ、イクトはあたしのトモダチだ。周囲の迷惑とか、そういうのよりも、トモダチの味み方かたをしたいぞ」

「……ありがとう。少し、楽らくになったよ」

　気き休やすめのつもりなのかもしれないけど、おかげで肩が軽くなった。

　とはいえ、具体的にはどうすればいいんだろう。不死者ではレオナを満足させられない。その事実が変わったわけじゃない。僕にできること、僕だからこそできることが、何かあればいいんだけど……。

　と、そんなことを考えながら、ぼんやりと茉まつ莉りを見つめる。

　彼女は天津飯の飯抜きに手を付けながら、熱ねつ心しんに携帯ゲーム機をいじっていた。

　そういやゲームなんて、最近は全然遊あそんでない。

　小しよう学がく生せいの頃は結けつ構こう、色々とやってたんだよな。

　親は親なりに、僕のことを気き遣づかっていたんだろう。当時としては最さい新しんのゲーム機とソフトを買ってくれて、そのことが嬉うれしくて夢中になって遊び続けたりしたこともある。

　不死者になってからは生活が激げき変へんしたせいで、ゲームをする余よ裕ゆうなんてなかったけど、たまには息いき抜ぬきをするのも……。

「──そうだ、ゲームだ」

「お待たせしました」

　僕が衝動的に立ち上がるのと、注文したメニューが届いたのは、ほとんど同時だった。

「あ、はい。ありがとうございます」

　軽く頭を下げ、腰を下ろし、両手を合わせる。

「いただきます！」

　挨拶と共に、僕は目の前にある食べ物を一気に平たいらげた。ほとんどノドの奥に押おし込こめるような形になったが、その全てをすっかり胃いの中に納おさめて、再び両手を合わせる。

「ごちそうさまでした！」

　はっきりとした声で告げて、そのまますぐにお会計を済ませ、

「茉まつ莉り！」

　さっきまで座っていた場所に目を向け、言った。

「ありがとな！」

　茉まつ莉りは一瞬、目を丸くしたが、

「どういたしまして！」

　快かい活かつな笑みを浮かべて、手を振ってくれた。

　僕も手を振り返し、店を出る。そしてそのまま、脇わき目めも振らず駆け出した。

　向かうべき場所は決まっている。

　彩あや夢め咲ざき家だ。







「なんの御ご用ようでしょう？」

「レオナに会わせてくれ。大事な話がある」

　鉄てつ扉ぴを隔へだてて向むかい合あったアイシャさんに、シンプルな返事を投なげた。

「──既き知ちの仲とはいえ、午ご後ご十じゆう時じを過ぎた訪ほう問もんに、素す直なおに応おうじると思いますか？」

「思うよ」

「……」

　ほんのわずかな間、静寂が訪れる。

　しかしすぐに、目の前にある扉は、重い音を立てて開かれた。

　そのまま館やかたの中へ入り、広ひろ間まに通され、しばらく待っていると、

「生いく斗とさん？」

　か細ぼそい声と共に、レオナが現れる。

　彼女は黒くろを基き調ちようとした薄い寝ね間ま着きを身に付けていて、その姿に僕は思わず見み惚とれる。

　かわいい……。

　心の声が思わず口から出そうになるが、慌てて首を振り、無理やり邪じや念ねんを追おい払はらった。

「こんばんは。もう、身体は大丈夫？」

「は、はい。なんとか」

　レオナはゆっくりとこちらに近づいてくる。その足に枷かせは付けられていなかったが、両手には相あい変かわらず手錠がかけられていた。

「あの、驚かれましたよね？　突然、あんなことになって」

　あのときの出来事を思い出したのか、彼女はうつむき、悲かなしげな表情を浮かべている。

「やっぱり、怒おこってますよね？　きっと、ものすごく痛かったでしょうし……」

　どうやらレオナは、かなり落おち込こんでいるみたいだ。

　その気持ちは理解できる。理解できるつもりではいる。

　けれど、僕はそんな話をしたいわけじゃない。

「このままだと、生いく斗とさんにご迷惑をかけるだけだと思います。だから──」

「あのさ！」

　会話をぶった切ぎって、僕は言った。

「デスゲームを作らないか？」

「……へっ？」

「……はい？」

　その提案に、レオナも、側にいたアイシャさんも、同時に首を傾げる。

「もう一回かい言うよ。デスゲームを、作らないか？」

「は、はあ。デスゲーム、ですか」

「生いく斗と様、詳しい説明をお願いします」

　キョトンとするレオナと、問い詰めるようなアイシャさんに促うながされ、僕はうなずいた。

「彩あや夢め咲ざきレオナは、暗殺の天才だ。殺すことに関しては天賦の才能を持っている。そのことはもう疑いようがないよね？」

「は、はい。どうやら、そのようです。そのせいで、生いく斗とさんにも多大なご迷惑を──」

「その才能を、ゲームに昇しよう華かさせる！」

　再びレオナの言葉を遮さえぎり、力を込めて断だん言げんする。

「そうすれば、レオナは救われる、と思うんだ！」

　その勢いに気圧されたのか、二人は無言でこちらを見つめた。

「デスゲームという言葉自体は、聞いたことがあるんじゃないかな？　勝てば生いき残のこり、負ければ死ぬ。基き本ほん的にはそういうルールで進しん行こうするゲームなんだ。僕自身もあまり詳しく語れるだけの知識はないけれど、でも、ゲームはゲームだ。そのことに変わりはない」

「……とにもかくにも、命がけのゲーム、ということですね？」

　アイシャさんの問いを、無言で肯定する。

「で、レオナには、そのゲームを主しゆ催さいしてもらいたいんだ」

「しゅ、主催、ですか？」

「そう、主催者。言いい換かえれば、黒くろ幕まくだ。黒幕であるレオナがゲームを主しゆ導どうし、参さん加か者を死に導みちびく。それって、『レオナが殺してる』ということになるよね？」

「そ、そうですね。間かん接せつ的にかもしれませんが、わたしが殺していることになります」

「そして参加者は、この僕だ」

「……えっ？」

「レオナが主しゆ宰さいしたゲームに、僕が参加して、殺される。それで全てが上手くいくはずなんだ」

「……つまり、ご主人様がデスゲームの中で、生いく斗と様を殺せばいい、と？」

「そう。そういうことだよ」

「なんの説明にもなってません。そんなことをしても生いく斗と様は死なないし、死なない以上は、ご主人様は満足できません」

「その通り。ゲーム形けい式しきにしたところで、疑ぎ似じ殺人でしかないという事実が変わるわけじゃない。でも、そうじゃないんだ。大事なのは、ただ殺すだけじゃダメ、ということだから」

　軽く息を吐き、僕は言った。

「死なない人間を殺す。その上で、満足度を上げる。それが、この計画の肝きもだ」

「満足度を、上げる？」

「レオナは、単なる疑似的な殺人では満足できないのかもしれない。『殺したふり』は通つう用ようしないということだね。だったら、その殺し方を工く夫ふうしてみたらいいんじゃないかな？　ただ殺すだけじゃなく、頭を使つかって、どうやって殺せばいいのかを模も索さくするんだ」

　目を丸くするレオナの前で、僕は続ける。

「ゲームにはルールがあり、制せい限げんがあり、秩ちつ序じよがある。それはデスゲームでも同じだ。ルールがある殺人は、ただ殺すよりも難むずかしく、工夫をこらさなければならない。真しん剣けんに考えて、真剣に殺さなきゃいけないということ」

　こちらの話すことを、二人はじっと聞きき入いっていた。

「真剣になるということは、集中するということだ。嫌いや々いやな気持ちで殺している限り、集中なんてできない。思い出してみて欲しいんだけど、レオナは僕を殺すとき、どう思っていた？」

「ど、どうって？」

「義ぎ務むだとか、作さ業ぎようだとか、そういう気持ちはなかった？」

「あっ……」

　思おもい当あたることがあったのか、彼女は軽く声を漏らす。

「たぶん、それじゃダメなんだと思う。どれだけ才能があっても、いや、才能があるからこそ、もっと真剣になるべきなんだ。そうしないと、充分な満足は得られないよ」

「な、なるほど……」

「大事なのは、過か程ていだ。『殺した』という結果も大事だけど、どういう過程を経へて殺したのかが、満足度の上じよう昇しようにつながるし、満足度が上がったら、実際に殺さなくても衝動は収まる、と思う。それが、デスゲームを作るべき理由だよ」

　沈黙が訪れる。

　二人とも表情に変へん化かはなく、こちらの意図がどれだけ伝わったのかは分からない。

「あの……」

　やがて、レオナがゆっくりと口を開いた。

「こういうことを言ってもいいのかどうか分かりませんが……」

「なんでも言ってよ」

「で、では、率そつ直ちよくに述べます。すごく、楽たのしそうだと思いました」

　そう言って彼女は、まっすぐにこちらを見つめる。

「や、やっぱり、変、ですよね、こういう感覚って。でも、本当に楽しそうだなって思ったんです。工夫をこらして人を殺す。その過程を想そう像ぞうすると、ワクワクしたんです」

　レオナの表情は生いき生いきとしていて、僕は思わず口元を緩めた。

「変じゃないよ。それでいいんだ。ゲームって、楽しいものなんだから」

「えっ……」

「デスゲームだって、ゲームはゲームだ。だから楽しめばいい。同じように、殺人も楽しめばいいんだ」

「さ、殺人も、ですか？」

「レオナにとって、殺人は人生の一部だ。生まれたときから決まっていることで、その運うん命めいは変えようがない。だったら、その運命ごと楽しめばいいんじゃないか？　たとえどんな人でも、その人生を前まえ向むきに受け止めていいし、受け止める権利があるんだから」

「……」

　彼女は少しの間、視線を落としていたが、

「……生いく斗とさんは、暗殺者としてのわたしを認めてくれるんですね」

　そう言ってかすかな笑みを浮かべる。

「楽しんで人を殺してもいい。そんなことを言ってくれるだなんて、思ってもいませんでした」

「もちろん、倫りん理り的には間違ってると思う。でも、それで君が少しでも幸しあわせになれるのなら、僕はその手て伝つだいをしたいよ」

「──本当に、それで上手くいくのでしょうか？」

「分からない。けど、やってみる価か値ちはあると思う。少なくとも、実際に人を殺す前に、色々と試ためしておくべきじゃないか？　やれることはなんでもやっておいた方がいいよ」

「…………そう、ですね」

　深く悩んだ末に、彼女は顔を上げて、言った。

「生いく斗とさんの言う通りかもしれません。完璧な満足は得られなくても、ゲームを通して自分を慰なぐさめることで、衝動をやり過すごすことはできるのかも」

　自じ信しんなさげに話すレオナの瞳には、しかし、確かな意志が宿っている。

「分かりました、デスゲームを作ってみましょう。アイシャ、いいですよね？」

「いいも悪いもありません。私はご主人様の望む通りに動くだけです」

　その返事に、レオナは小さくうなずき、こちらを見つめた。

「それでは生いく斗とさん、よろしくお願いします」

「ああ、こちらこそ」

　こうして僕たちの、デスゲーム作りの日々が始まったんだ。




　　　３




　翌よく日じつからは、色いろんなことが変わった。

　たとえば、通学中ちゆうのこと。

「おはよう、生いく斗と！」

「おはよう」

　いつものように流る夏かと顔を合わせ、一緒に歩いていると、

「んがっ！」

　足に強烈な痛みが襲おそいかかり、思わず叫びを上げる。

　見ると、右みぎの靴くつから長く鋭するどい針はりが何本ぼんも突つき出だしていた。

　地面にはゴテゴテした装そう置ちが埋うめ込こまれていて、複ふく雑ざつな仕組みの『仕し掛かけ』が施されていたことが分かる。おそらく僕がこれを踏ふんだ瞬間に、遠えん隔かく操そう作さで発はつ動どうさせたんだろう。

　周囲に目を向けると、曲まがり角かどに隠れる人ひと影かげが見えたような気がした。

　再び視線を足あし元もとに戻すと、もうすでに傷はふさがっていて、痛みもない。致命的な箇所に傷を受けたことで、『リセット』がかかったんだと思う。たぶんだけど、大だい腿たい動どう脈みやくが切せつ断だんされた、というのが濃のう厚こうなところか。

「生いく斗と、大丈夫か？」

「ん？　平へい気き、平気」

　流る夏かに応えつつ、埋うまっていた罠わなを掘ほり出だして、道みちの隅っこに置く。

　これで他の人が被害に遭うこともないはずだ。

「じゃあ、行こうか」

「あ、ああ」

　流る夏かはキョトンとした様子を見せていたが、それ以上は追つい及きゆうせずに僕と並んで歩く。







　次つぎのサプライズは、授じゆ業ぎよう中ちゆうに起きた。

　特別なことなんて何もない、いつも通りの教きよう室しつで、ぼんやり先せん生せいの話を聞いていると、

「えっ」

　僕の机つくえの上に、開いていた窓の外から何かが投なげ込こまれ、思わず声を漏らす。

　目の前にあったのは、人を一人殺せそうなほどの爆ばく弾だんだ。

「！」

　反射的にそれを手に持ち、自分の身体で上から覆おおいかぶさる。

　瞬間、爆弾は炸さく裂れつ！

　肉が割さけ、骨が砕くだけ、血しぶきが飛び散る。

　その惨さん状じようを目まの当あたりにしたクラスメイトたちが、それぞれに驚きよう愕がくの表情を浮かべ、

「キャ────────ッ！」

　誰かが高い悲ひ鳴めいを上げた。

　しかし、それも刹那の出来事だ。次の瞬間、僕は元もと通どおりになり、何もかも『なかったこと』になっていたのだから。

　周囲への被害も何もなく、その急きゆう変へんっぷりにも、やはりクラスメイトのみんなは付いていけないのか、驚くばかりだ。

「ご、ごめんごめん。映えい画がの撮さつ影えいなんだ」

　僕は愛あい想そ笑わらいを浮かべ、何なに事ごともなかったかのように自分の席に戻る。

　しばらくの間、みんなはまじまじとこちらを見つめていたが、

「そっか、映画の撮影か」

「まあ、臥ふし宮みやのことだからな。こういうこともあるか」

「あんまり無む茶ちやすんなよ」

　そういった言葉を口にしつつ、着ちやく席せきしていった。

「ふう……」

　なんとか誤ご魔ま化かせたことに安あん堵どし、軽く息を吐く。僕が『不死身の生いく斗と』と呼ばれ、色んなところで活かつ動どうしていることは、クラスメイトもなんとなくは知っていることだし、今回もその一環だと思ってくれたのだろう。

　しかし、今のはとっさに動けたから良かったものの、少しでも反応が遅おくれていたら、周囲への被害は甚じん大だいなものなっていたはず。そんな『もしも』を想像すると寒さむ気けがしてくるけれど、でもまあそのあたりのことは、向こうも把握しているのだろう。

　その上で、仕掛けてきてるんだ。そこは安あん心しんしていいんだよな？

　窓の外からは誰かが逃にげ出だすような物もの音おとが聞こえたけど、僕はそれをスルーして、作り笑いを浮かべた。







　で、次に事件が起きたのが、昼ちゆう食しよく時。

　学がく食で注文した大盛牛ぎゆう丼どんの中に、毒どくが入っていたんだ。

「う、ぐっ！」

　どんぶりをかっ食らった直後に、白しろ目めをむいて僕は食しよく堂どうに倒れ伏す。

　おそらく即そつ効こう性のある毒だったのだろう。反射的に吐き出しそうになるが、寸前で思い留とまる。そんなことをすれば、きっと大おお騒さわぎになるから。

「ん、ぐ、ぅ～～～～～～っ！」

　こみ上あげてきた物を無理やりノドの奥に押おし戻もどすと、すぐさま異変は収まった。

「はあ……」

　気持ちを落ち着けた僕は、誰にも気付かれないようにため息をつく。厨房に視線を向けると、慌てて身体を隠す誰かの姿が見えたが、やはりそれ以上は追及しない。

　──ここまでは順じゆん調ちようか。

　散々な目に遭いつつも、僕は冷静にそんなことを思った。







　放課後には昨日と同じく、校門の前にアイシャさんが立っていた。

「こんにちは、生いく斗と様」

「……こんにちは」

　しれっと無む表ひよう情じようで挨拶されて、さすがに少し眉をひそめたが、まあ、こんなところで詳しいことを話し合うわけにもいかないか。

「それでは、行きましょうか」

　いつも通り、彼女がそう言ったとき、

「やあ、生いく斗と！　今からお帰かえりかい？」

　駆け寄ってきたその人物──月つき島しま流る夏かを見て、思わず目を丸くした。

「ふむ。この人が『あのメイドさん』かい？」

　彼女はさりげない口調のまま僕の側に近づき、間近からこちらを見上げる。

　……偶然、じゃないよな、きっと。

　今け朝さはあんな光景を目の当たりにしたし、教室での出来事も、あれだけの騒ぎになったんだから、当然、耳に入ってるだろうし。

「ああ。『あのメイドさん』だよ」

　下へ手たな言いい訳わけは通用しないと判断した僕は、その視線をアイシャさんに向ける。

「……はじめまして。アイシャと申します」

　アイシャさんは一瞬だけ僕たちを見み比くらべたが、何事もない様子で頭を下げた。

「月つき島しま流る夏か様、ですよね？　生いく斗と様のご学がく友ゆうだと把握しております」

「学友、か。まあ、そうだね。間違ってはないかな」

「でしたら話は早いでしょう。私は生いく斗と様に『お仕事』を依頼しています。その関係で、今日もこうしてお迎むかえに上がったというわけです」

「その『お仕事』って、どんなもの？」

「契約上じようの守しゆ秘ひ義務がありますので、詳しいことは話せません。どうかご理解していただけると助かります」

「なるほど、守秘義務。そう言われたらどうしようもないね」

　と、流る夏かはこちらに向くと、

「今いま更さらかもしれないけど、改めて言っておくよ」

　声を低くして、間近に迫った。

「生いく斗とがどこで何をしようが、生いく斗との自由さ。でもね。せっかく神様に助けてもらった命なんだから、大たい切せつにしようね？」

「あ、ああ。分かってるよ」

　しばしの間、彼女は僕を見つめていたが、

「……そっか。分かってるのならいいさ」

　やがてにっこりと笑みを浮かべて、スカートのポケットから何かを取り出す。

　それは、小さな水すい晶しようの欠片かけらだった。

「お守り代わりに持っておいてくれ。生いく斗との身に何か災わざわいが起きたとき、その水晶が代わりに受け止め、砕けてくれるはずだから。まあ、確実にというわけじゃなくて、運が良ければ、という程度の物だけど」

「──そっか。ありがとう」

　水晶の欠片を受け取ると、流る夏かはそっと僕から離れ、

「それじゃあ、えっと、アイシャさんだっけ？　生いく斗とのことをよろしく頼むよ」

「よろしく頼まれました」

　言うだけを言うと、軽く手を振って、校門の外へと消えていった。

「……流る夏かのことも知ってたんですね」

　あいつの姿が見えなくなってから、僕はつぶやく。まあでも、そりゃあそうか。僕のことを調べていたのなら、その周囲のことも、自然と耳に入るだろうし。

「それでは、参りましょうか」

　こちらの問いかけを完全に無む視しして、彼女はさっさと歩き出した。

「で、上手くいったんですか？」

　アイシャさんの後に続き、周囲に人ひと気けがないことを確認しながら、小こ声ごえで尋ねる。

「ええ、まあ」

　するとアイシャさんは、どこからかハンディカメラを取り出し、それを見て僕はうなずく。

　そう。今日の騒そう動どうは全て、僕たちにとっては『想そう定てい内ないの出来事』だったんだ。

　昨さく夜やの間に練ねった『計画』の内うちなんだから。

　──デスゲームを作る。それが、僕たちにとって当とう面めんの目もく標ひようだ。

　けれど、具体的には何をすればいいのかが分からない。当然だけど、僕はデスゲームを開かい催さいしたことなんてないし、それはレオナたちも同じだ。

　全てが手探さぐりな状況の中、僕たちはあれこれと話し合った結果、

『とりあえず人を殺せるようなトラップを作ってみよう』

　ということになったんだ。

　で、その手て始はじめとして、『臥ふし宮みや生いく斗とを対たい象しようにしたテストプレイ』が行おこなわれたわけだ。

　どんなトラップならどれだけの効こう果かがあるか。即死性や残ざん虐ぎやく性、デスゲームの中でどう活かつ用ようできるか等など々など。

　記き念ねんすべき初しよ日にちは、『ハプニング重じゆう視し』というコンセプト。『不ふ意い打うちをする』ということは事じ前ぜんに伝えられていたけど、その内容までは秘ひ密みつだったため、僕は見事に引っかかり、何度も死ぬような目に遭った、というわけだ。

　所ところ々どころで目にした人影は、アイシャさんだろう。彼女は今回の殺さつ害がいの実行者であり、その様子を撮影するのが役やく目めだった。

「メイド服のまま、周囲の人に気付かれずに行動するのは大変だったんじゃないですか？」

「ええ、まあ」

　アイシャさんはこちらに目も向けず、短く答える。そっけない返事だが、『問題はなかった』ということなのだろう。

　撮影を前ぜん提ていに動いているから、どうしても隙ができるはずなのに、僕は最さい後ごまで彼女の姿をはっきりと確認することはできなかった。事前に覚悟を決めていた僕でさえ、そうなんだから、他の人はそれ以上に難しかったのかもしれない。実際、今日は僕に関する話題は尽きなかったけど、『校こう内ないで不ふ審しんな人物を見かけた』という話は聞いてないし。

「有能メイドという肩かた書がきは伊だ達てじゃない、ということですね」

「ええ、まあ」

　尊敬の念を込めた言葉にも、やはり彼女は、あっさりと答えた。

「……アイシャさん？」

　不審に思った僕は、アイシャさんの顔を覗のぞき込こみ、……無言で目を見開く。

　彼女が、大きな鼻はなチョウチンを膨ふくらませていたからだ。

　ね、寝ねてる……。

　歩きながら、返事をしながら、目を開けながら、さらには鼻チョウチンを膨らませるという、ベッタベタなリアクションをしながらだ。

　驚愕する僕の前で、その鼻チョウチンは不意に割われて、

「はっ」

　同時に、アイシャさんの目に光が戻る。

　彼女は一瞬だけ呆ほうけた表情を見せたかと思うと、その視線をこちらに向け、

「……この人にも、人間らしい意外な一いち面めんがあるんだな、と思いましたか？」

「へっ？　あ、ああ、うん、はい」

「なるほど、狙い通りです。普ふ段だんとのギャップで動揺を誘さそい、生いく斗と様の心をつかんで、更なる協力を強しいる。その布ふ石せきはしっかり打うてたということですね」

「……それ、自分で全部説明したら意味ないと思うんですけど」

「生いく斗と様、もうすぐ到着します」

　こちらの突っ込みを無視して、アイシャさんはまるで何事もなかったかのようにそう告げる。

　あくまでも『本当は寝ていなかった』という立場を貫くつもりのようだが、でもまあ、僕はその姿勢を非ひ難なんするつもりなんてなかった。

　だって、今回の仕掛けは、全てアイシャさんが作ったのだから。

　昨日の時点からそういう予定だったし、これだけの準備をするのには時間も手て間まもかかったはず。おそらく徹てつ夜やで仕し上あげて、一いつ睡すいもしてないんだと思う。

　ギャップ、か……。

　顔を上げると、彩あや夢め咲ざき家のお屋敷が間近に近づいてくるところだった。

　僕は軽く首を振り、アイシャさんと共にその門もんをくぐる。







「こ、こんにちは、生いく斗とさん」

　いつものように広間で待っていると、レオナが軽い足あし取どりでこちらに駆けよってきた。

　彼女の手には、やはり手錠がかけられていたが、その表情は明るい。

「早速ですけど、色々と尋ねても、いいですか？」

「ああ、もちろん。『実じつ験けん』のことだよね？」

「は、はい、そうです！　どうでしたか？　痛みや苦しみなどは？」

「問題ない。すごく痛かったし、苦しかったよ」

　親おや指ゆびを立てて突き出すと、レオナは目を丸くし、すぐに笑みを浮かべた。

「そっか、良かった……。昨日からずっと、生いく斗とさんを殺す方ほう法ほうを考えてました。その内うちのいくつかは今日、アイシャに実行してもらいましたが、上手く作さ用ようしてくれたのなら嬉しいです」

　その笑顔があまりにもまぶしくて、思わず目をそらす。

　ああ、もう、かわいいなあ、ちくしょう！

　ついつい顔をほころばせそうになるが、僕は無理やり意識を引ひき戻もどし、現状を再さい確認する。

　──今回の『実験』において、レオナはトラップの内容を考えるのが担たん当とうだった。

　それもまあ当然だ。『殺したい』と思ってるのは彼女なんだから。

　加えて、彩あや夢め咲ざき家は暗殺一家だ。

　アイシャさんが言うには、

『殺すことに関する文献や資し料りようは、家の中にたくさん残されている』

　ということだったので、レオナはその資料を探しつつ、どう殺したいのか、どんなゲームにしたいのかを考えることが求められていたんだ。

「結果をご覧らんになりますか？」

「う、うん、お願い」

　アイシャさんに尋ねられ、差し出されたハンディカメラを、レオナは覗き込んだ。

　録ろく画がしていた映像が再さい生せいされ、その様子を、彼女はまじまじと眺める。

「……こ、これ、わたしのせいなんですよね」

　レオナは静かな口調で、そう問いかけた。

「わたしの提案したことが原げん因いんで、生いく斗とさんは苦しんでるんですよね？」

「──ああ、そうだよ」

　率直に答えると、彼女は視線を落とし、息を吐く。

「そのことを想像すると、なんだか、とっても……」

　そうして、チラリとこちらに目を向け、言った。

「とっても、ドキドキします……！」

　頰は赤らみ、その瞳の奥には明るい光が点っているように見える。

「こ、こんなこと思っちゃいけないって、頭では分かってるのに……、でも、生いく斗とさんが苦しんで、死ぬような目に遭っている様子を見ていると、心が晴はれる感じがします。そ、それが、今のわたしの、偽らざる気持ちです」

「うん、それでいいと思う。今はとにかく、自分の気持ちに正しよう直じきになることが大事だから」

　映像の中には出しゆつ血けつなどを含ふくめて、凄せい惨さんな光景が広がっているはず。

　その現場を目の当たりにした上での、この感かん想そう。

　それはすなわち、殺意が満たされているということだ。

　第一段階としてはまずまずの成せい果か、なのかもしれない。

「具体的には、どのあたりがドキドキした？」

「そう、ですね。生いく斗とさんが爆ばく発はつした瞬間は、特に心を動かされました。足元へのトラップも、びっくりポイントが高いですね。ただ、毒どく殺さつは少し地じ味みというか、見た目のインパクトが弱よわいように感じました」

「なるほど。どうやら分かりやすく派は手でに殺した方が、衝動を解消する効果が高そうだな……。トラップの考こう案あんは、このまま任せてもいいかな？」

「は、はい。幸いにも、家の中にはたくさん資料があるみたいですし、しっかりと利用させてもらおうかな、と思ってます」

　たどたどしい口調ながらも、彼女は晴れやかな顔を見せる。

「ち、地ち下かに行ってみたんですよ。今までは、なんとなく怖かったので、近づかなかったんですけど、お、思おもい切きって降おりてみました。そしたら、倉そう庫ことか書しよ庫ことか、色んな部屋があって、ワクワクしました。まだちゃんと、調べられてはいないんですが」

「そっか。まあ、そこは焦あせらなくても、レオナのペースでやっていけばいいよ」

「なるほど。無理は禁物、というやつですね」

「とりあえず、この調ちよう子しで続けてみようか。やれることを地じ道みちにやっていくしかないんだし」

「は、はい！　また明日も──、あっ」

　と、そのとき彼女は何かに気付いたように声を漏らし、身体を固まらせた。

「どうかしたの？」

「あ、あのですね、明日の前に、その、今日も『あれ』が、来ると思うんですよ」

『あれ』がなんなのかを、僕はすぐに察する。でもまあ、そこは覚悟の上だ。撮影した映像を見ただけで、衝動を完全に抑え切れるとは思っていない。

「分かってる。きっと、昨日と同じように、レオナは疲つかれ果はてるまで、僕を殺すことになると思う。大変かもしれないけど、しばらくは──」

「そ、それはいいんです！」

　僕の言葉を遮り、レオナは叫ぶ。

「わ、わたしよりも、殺される生いく斗とさんの方がずっと大変ですし……、ただ、その、そうじゃなくて……」

　指をモジモジさせ、視線を地面に落とし、彼女は言った。

「ほ、報酬の件けんが、うやむやになっていた、と思いまして……」

「──うっ」

　なるべく触れたくない問題だったけど、忘れてなかったか。

　報酬というのはもちろん、ワンタッチのことだ。

「昨日の分もそうですけど、『実験』で負ふ担たんが増ふえたことも考えると、報酬は上がって当然だと思うんです。となると、やっぱり、ワンタッチ以上の行為を追加するということに──」

「あ、あの！　考えたんだけど！」

　話がまずい方向に進みそうになるのを、僕は無理やり制せい止しした。

「その話は、ひとまず保ほ留りゆうにしないか？」

「保留、ですか？」

「もちろん報酬は欲しいんだけど、うーん、どう言えばいいんだろう。『貯ためておく』でいいのかな？　そうした方が、メリットがあるというか……」

　本当は問題を先さき延のばしにしたいだけだが、レオナを傷つけないためには伝え方を考える必要がある。

「は、はあ。どんなメリットでしょう？」

「え、えっと……、あの、その、そう！　満足したいからなんだ！」

「ま、満足、ですか？」

「一日に一回だけ触るより、後でまとめて、いっぱい触りたいんだよ！」

　頭に浮かんだことを、何も考えず一気にまくしたてる。

「……」

　すると、レオナの顔はみるみるうちに真まっ赤かになり、こちらから視線をそらした。

　その反応を見て、僕は自分の言葉をゆっくりと思おもい返かえし、

「あっ」

　とんでもないド変へん態たい発はつ言げんだったことに気付いた。

「あ、あの」

　思わず否定しそうになるが、でも、今更それも不ふ自し然ぜんだ。

「そ、そうなんだよ。そ、その方が、僕は満足できるんだ。だ、だって、健全な男の子だからね、はは、ははは……」

　乾かわいた笑いが、部屋の中に響ひびく。

「も、もちろん、レオナがそれで良ければ、なんだけどさ。無む理り強じいするつもりは──」

「か、構いません」

「えっ」

「あ、あ、後で、いっぱい、触ってください……！」

　──マジですか。

「話はまとまったようですね」

　と、アイシャさんが表情を変えずにこちらへ近づいてくる。

　彼女は僕の肩にそっと手を置くと、小さくうなずいた。

「お気持ちはよく分かります」

「絶対、分かってませんよね」

「ただし、期き限げんは決めておくべきでしょう」

　こちらの突っ込みを無視して、彼女は僕たち二人を交互に見る。

「無む期限での保留となると、それこそ話がうやむやになって、面倒なこじれ方をする可能性があります」

　なるほど、確かにそこは、きっちりと決めておいた方がいいだろうな。

「じゃあ、そうだな……。デスゲームが完かん成せいした時点で支払ってもらう、というのはどうかな？」

　今、僕たちは、デスゲームを作るために動いている。

　だとしたら、その完成を一ひと区く切ぎりとするのが、分かりやすいと思う。

「そう、ですね……。異い論ろんはありません。それでいきましょう」

　レオナの言葉に、アイシャさんも無言でうなずいた。

「よし、決まりだ。これからもよろしく」

「は、はい。……そ、それでは、その、早速なのですが」

　レオナはちらりと、窓の外に目を向ける。

　気が付けば空は暗くなっていて、まさに陽が沈もうとしているところだった。

「今日もわたしに、殺されてください」

「ああ、分かった」

「ご主人様」

　僕がうなずくのと同時に、アイシャさんはどこからか一本のノコギリを取り出し、レオナに手渡した。その物騒な一品ぴんに、僕は少しだけ眉をひそめたけど、すぐに理解する。

（分かりやすく派手に殺した方が、衝動を解消する効果が高いかもしれない）

　それが、今日一日の内に導みちびき出だした答えだ。

　ならば、ノコギリという凶きよう器きは最さい適てきだろう。

「レオナ、しっかりと想像するんだ。ただ殺すだけじゃなく、どう殺したいのかを」

「は、はい。──っ！」

　返事をした瞬間、彼女は身体をのけ反らせる。

「う、あっ、ん、んんんっ！」

　全身を震わせ、口からは苦悶の声が漏れる。その様子を見たアイシャさんが手て元もとのスイッチを押し、レオナの拘束が解かれた。

　自由になった彼女をまっすぐに見つめ、僕は叫ぶ。

「さあ、来い！」







「ふう……」

　行きつけのカレー屋さんで、いつもの席に腰かけるのと同時に、声を漏らした。

「チキンカレー特とく盛もり四よ人にん前まえ、コーンサラダ五人前」

「はい、かしこまりました」

　注文は滞とどこおりなく通り、店員さんは厨房へと消えていく。

「お疲つかれの様子だな！」

　賑にぎやかな店てん内ないをぼんやり眺めていると、不意に聞き覚えのある声がした。

「茉まつ莉り、来てたのか」

「ああ、来てたぞ」

　茉まつ莉りは少し離れた席にいたが、自分の注文した品を抱えて僕の隣へと詰つめ寄よってくる。彼女の手元にあるのは、ラッキョウと福ふく神じん漬づけと、トッピング用ようの半はん熟じゆくタマゴ。カレーそのものを注文した様子はなく、相変わらずな偏食っぷりに、僕は少しだけ苦く笑しようする。

「疲れてる割わりには、楽しそうだな。悩みは解決したのか？」

「……解決はしてない。けど、なんとかするよ」

　さっきまでのことを思い出し、僕は大きく息を吐いた。

　結局、レオナの殺人衝動は解消されなかったからだ。

　僕は昨日と同じように、いや、それ以上にひどい目に遭った。でもまあ、そこは想定内だったし、気に病やむところじゃない。問題は山やま積づみだけど、一つずつ消しよう化かしていくしかないんだ。

「──充じゆう実じつしてるってことだな」

　僕の表情をどう読よみ取とったのか、茉まつ莉りは自分なりに結論を出し、何度もうなずく。

「だったら、いいさ。イクトはイクトで、好きなようにやればいい。好きなようにやるイクトを見ているのが、あたしの楽しみでもあるんだからさ」

「……変わった趣しゆ味みだな」

「趣味ってほどでもないけどな！」

「変わってる、というところは否定しないんだな」

　そうこう話しているうちに、茉まつ莉りは食事を終えると、さっさと会計を済ませ、

「ごちそうさま！　イクト、また会おうな！」

　高らかに叫んでから、夜の街に消えていった。

　その後うしろ姿すがたを見送りつつ、僕は無言で親指を突き立てる。

　好きなようにやればいい、か。確かに、その意い見けんには同意だ。

　だとしたら、やるべきことは決まっている。

　今はただ、減りに減った、この腹を満たす。

「お待たせしました」

「いただきます！」

　注文した品が届くと、僕はすぐさま食事にありついた。

　明日もきっと、過か酷こくで苛か烈れつな一日になるのだろう。それはもう分かっている。

　だからこそ、食事は大事だ。

　心を殺さないために、好きな物を好きなだけ食べる。

　それが、不死者である僕にとっての、健康の秘ひ訣けつだ。




　──『こうなる前』は、どんな食しよく生せい活かつだったかな。




　不意にそんな考えが頭に浮かんだけれど、僕はすぐにそれを追い払い、口と手を動かし続けるのだった。










　　　──　　　──　　　──　　　──　　　──　　　──　　　──





雑記十─四よん






　アイシャを雇やとってから三年が経たった。

　当とう初しよは戸惑うことも多かったみたいだが、今ではすっかり彩あや夢め咲ざき家の一いち員いんだ。

　飲のみ込こみが早く、教えたことはすぐに吸きゆう収しゆうして、自分のものにする器用さがある。

　言葉もすぐに覚えたし、察しもいい。

　感情を表に出すのが苦にが手てみたいだけど、ここでの生活に不ふ満まんを覚えている様子はない。




　アイシャのおかげで、生活が楽になったのは確かだ。

　仕事で家を空けるときは、彼女にレオナの世せ話わを任せている。

　年の差がそれほど変わらないからか、話も合うようだし、レオナもよく懐なついている。

　まるで本当の姉妹しまいのようだ。




　穏やかな日々が続いている。

　ずっとこんな毎日が続いて欲しいが、でも、それは叶わぬ願いだ。

　彩あや夢め咲ざき家の仕事には、必ず死が伴ともなう。

　人を殺した代償は、いつかどこかで、巡り巡って自分に返ってくるはずだ。

　私の母や祖そ母ぼのように。

　当主の座を受け継いだ以上、その覚悟はできている。

　それでも今はただ、この時間を大切にしたい。

　娘たちと過ごす時間を。

























　　　──　　　──　　　──　　　──　　　──　　　──　　　──










　　　第三章







　　　１




　デスゲーム作りの日々は、その後も続いた。

　レオナが家の中を探たん索さくし、資料を探す。そこで見つけた物や感じたことを、アイシャさんに伝え、二人で相談する。その結果、『決けつ定てい』となったトラップをアイシャさんが作って、色んな場所に仕掛ける。

　全ては、僕を殺すために行われていることだ。

　当然、仕掛けられていること自体はこちらも承しよう知ちの上だけど、それでも一いち日にち中じゆう警戒し続けることなんてできないので、気を抜く瞬間はある。

　まさにそのときを狙ったかのように、様々なトラップが発動するんだ。

　そのたびに僕は無む残ざんな死を迎え、生いき返かえる。

　きっとアイシャさんは、僕の集中力が欠かける瞬間を完全に見み抜ぬいているのだろう。

　というわけで、日につ中ちゆうは僕をトラップで殺し、放課後はレオナの家に出で向むき、彼女に直接殺される。そんな毎日がしばらくの間、続いた。

　──けれど、やがてその日々は、緩やかな暗あん礁しように乗のり上あげる。

「うーん……」

　ある日の放課後、彩あや夢め咲ざき家の広間で、『本ほん日じつのトラップ』について話し合っているとき、

「なんだか、同じようなことばかりの繰り返しですね」

「ん、だね」

　レオナのその言葉に、僕はゆっくりとうなずいた。

　トラップの作さく成せい自体は、滞りなく進行している。

　ただ、その内容がマンネリというか、ワンパターンになりつつあるんだ。

　そしてその理由は、僕が不死者であることと密みつ接せつに関係している。

　たとえば、よくあるデスゲーム物の娯ご楽らく作さく品ひんだと、四し肢しを痛めつけたり、身体の一部を犠ぎ牲せいにするような仕掛けが登とう場じようしたりするけど、そういうのは僕に通用しない。手足の一本や二本ほんなくなったって、『リセット』されたら元通りになるのだから。

　もちろん、どんな傷でも治るというわけじゃない。当然だけど、死なない程度のダメージを受けたくらいだと、『リセット』は起きないんだ。だから、僕を傷つけることだけが目的なら、『そういうトラップ』も有ゆう効こうだとは思うけど、今はそのことを考こう慮りよする必要はないだろう。

　また、僕には薬くすりが効きかないので──正確には効いても『リセット』されるので、気き絶ぜつさせたり、動きを鈍にぶらせている間に何かをする、といったことも不可能だ。まあ、毒殺案あんは早い段階で排はい除じよされてるから、ここも深く考えなくていいことだけど。

　ともあれ、僕を殺す方法は限られている。そのことが、トラップのワンパターン化かにつながっていると言ってもいい。

　もう一つの問題は、『トラップを作ることだけ』しかできていない、というのもある。

　作つくり上あげた物を、どうやってゲームの中に落おとし込こめばいいのか。そのアイデアが、僕たちには欠けているんだ。

「とりあえず、次の段階に進んでみようか？」

「そ、そうですね。でも、どうすればいいんでしょう？」

「うーん、そうだな……。今までに作ったトラップを、続けて発動させてみる、とか？　たとえば、そう、スタートからゴールまでを設せつ定ていして、その間にトラップを敷しき詰つめるんだ。で、そこを僕が駆かけ抜ぬけ、ゴールまでたどり着けるかどうかを試してみる。そういうのはどう？」

「な、なるほど、それは楽しそうですね。では、早速やってみましょう。ひとまずこの大広間の中に仕掛けて、試してみましょうか」

　レオナの言葉を受けて、僕たちは手て早ばやく簡かん潔けつに、大広間の中に数々のトラップを仕掛けた。

　スタートとゴールを、それぞれ部屋の対たい角かくの場所に設定して、スタート地ち点てんには僕、ゴール地点にはレオナとアイシャさんが立つ。

「で、では、ゲームスタートです！」

　やがてレオナの合あい図ずと共に、デスゲーム（仮）は始まった。

　……が、しかし、その試みは全まつたく上手くいかない。

　僕が大広間の中を歩き、特とく定ていの場所を踏んだり触れたりすると、トラップは発動する。その一ひとつ一ひとつはどれも殺さつ傷しよう性の高い物ばかりだが、でもそれだけだ。

　連れん続ぞく性がない、とでも言えばいいのだろうか。殺すための装置を、ただ並べているだけで、はっきり言ってしまえば、つまらないんだ。

　何度も殺されつつ、ゴールへとたどり着いた僕は、レオナたちに尋ねる。

「えーっと……、ま、満足できた？」

　二人は同時に首を横に振り、小さく息を吐いた。

「じゃ、じゃあ、何が悪かったんだろう？」

　その問いにも、彼女たちは首をひねるばかりだ。

　でも、それも仕方のないことかもしれない。だってレオナは、ずっと隔かく離りされた状態で日々を過ごしてきたんだ。きっと、ゲームを遊ぶ機会なんてなかったのだろうし、『ゲームとは、どういうものか』を知る機会、考える機会も少なかったはず。

　アイシャさんも有能なメイドだが、彼女の仕事はあくまでもサポートだ。自主的に考えたり、行動したりするのは、『ご主人様』であるレオナの役目なんだ。

　大事なのは『レオナがどうしたいのか』であり、彼女に明確なビジョンが見えてない以上、行いき詰づまるのは必ひつ然ぜんだったのかもしれない。

　と、そうこうしているうちに、窓の外から入る光が暗くなる。

「ご主人様」

「ん」

　アイシャさんが手渡したのは、二本のアイスピックだ。

「生いく斗とさん、今日の作業はここまでです」

　得物を両手に持ち、レオナは寂し気な表情を浮かべる。

　今日もまた陽が落ちて、殺人衝動が訪れるということだ。

「分かった。続きはまた明日にしよう」

　覚悟を決めて、彼女と真正面から向き合う。

「さあ、いつでもいいぞ！」

　僕が叫んだのとほぼ同時に、陽が沈み、アイシャさんが拘束を解くためのスイッチを押した。







「うーん……」

　近所のラーメン屋で夕食を迎えながら、僕は小さくうなった。

　本日のメニューは、豚とん骨こつ醬しよう油ゆラーメン特盛のトッピング全部のせ。普段からよく頼む一品で、調子次第では二杯目、三杯ばい目に突とつ入にゆうすることもあるんだけど、今日はなかなか箸が進まず、もそもそと麵めんをすするばかり。

「やあ、イクト！」

　そんな僕の元へ、茉まつ莉りが駆け寄ってきた。その両手にはトッピングメニューである煮にタマゴと白しら髪がネギの小こ皿ざらがあり、どうやらいつも通り、ラーメンそのものは注文していない様子だ。

「あたしも今から晩ばん飯めしなんだ！　一緒に食おうぜ！」

　隣の空いていた席に座る茉まつ莉りへ、僕は無言でうなずき、目の前のラーメンに視線を戻した。

　食事を進めつつも、頭に浮かぶのはさっきまでの出来事だ。デスゲーム作りは明あきらかに停てい滞たいしている。どうにかして先へと進めたいけれど、何をどうすればいいのやら。

「悩んでるのか？」

　そんな僕に、茉まつ莉りが声をかけてくる。

「なんのことだ？」

「なんだか、いつものイクトと違うからな。考かんがえ事ごとでもしてるんじゃないかなって思ったんだ」

「……すまん、気を遣わせちゃったかな。でも、大丈夫だよ」

「そっか、それならいいんだけど。でもまあ、悩み事ごとがあるなら、いつでも言ってくれよな。あたしとイクトの仲なんだし、遠えん慮りよは無用だよ」

「ああ、ありがとうな」

　答えつつ、食事を再開する。

　悩んでる、か。確かに、茉まつ莉りの指摘は間違ってなかった。これから先、どうすればいいのかという、明確なビジョンが見えてこない。

　デスゲームを作るための知識が、圧倒的に足たりてないんだ。

　できれば専せん門もん家の意見が欲しいところだけど、でも、専門家ってなんだ？

　デスゲームの専門家？　そんなのが存在するとしても、その人を探さなきゃいけない？

「……いや、そうじゃない」

　誰に聞かせるでもなく、僕はつぶやきを漏らす。

　そう。デスゲームにこだわる必要はない。現時点での問題は、『つまらないこと』なんだから。

　作り上げたトラップを、ゲームとして昇華できないせいで、行き詰づまっている。

　ならば、大事なのはデスゲームではなく、ゲームそのものだ。

　ゲームの専門家や得とく意いな人、趣味で遊んでいる人がいれば、僕たちの抱えている問題は解決するのかもしれない。

　もちろん僕だって、かつて夢中になってゲームを遊んでいた時じ期きはある。しかしそれも今は昔の話だ。できれば現げん役えきでやり込んでいる人がいい。食事中ちゆうでさえぶっ通しで遊び続けているような、そんなゲーム漬づけな日々を送ってる人が……。

「イクト、まだ何か悩んでるのか？」

　──って、いた！　いたよ、身み近ぢかにいた！

「……いや、待て待て、落ち着け」

　少し冷静になろう。まずは深しん呼こ吸きゆうだ。

　僕は静かに呼こ吸きゆうを整え、茉まつ莉りへと目を向けた。

「あのさ、茉まつ莉り。たとえばの話なんだけど、この近くに、あるお金かね持もちの家があったとしよう」

「うん、お金持ちな」

「そのお金持ちは、暇を持もて余あましていたんだ。だから、お金を使ってゲームを作ろうと思ったんだよ。お屋敷全ぜん体たいに仕掛けを施すような、大だい規き模ぼなゲームだ」

「ふむ、それはなかなか面おも白しろそうだな」

「それでさ、相談というか、あくまでもたとえばの話なんだけど……。たとえば茉まつ莉りが、そのゲームを作るのに協力してくれって頼まれたら、どうする？」

「即答でオッケーだぞ！」

　考えた様子もなく、彼女はあっさり答えた。

「そんなに楽しそうなこと、断る理由がないよ！」

「……そう、だよな。お前まえはそういう奴だ」

　その無む邪じや気きな反応に、僕は覚悟を決める。

「じゃあ、改めて聞くよ。今のは、たとえ話ばなしじゃないんだ。その上での提案なんだけど……」







「──というわけなんだ」

　翌日、彩あや夢め咲ざき家でレオナと対面したときに、僕は昨夜の出来事を彼女に伝えた。

　突然の申し出に、レオナもアイシャさんも、複雑な表情でこちらを見つめている。

　まあでも、警戒するのも無理はないか。

「当あたり前まえだけど、彩あや夢め咲ざき家が暗殺一家だということも、僕が不死者であることも、茉まつ莉りには伝えてないよ。暇を持て余したお金持ちにアドバイスして欲しい。提案したのはそれだけだ。あいつ、いっつもゲームを遊んでるからさ、その知識と経験は相そう当とうなものだろうし、協力してもらえれば、きっと役に立つと思うんだ」

「……リスクがある、ということは理解されているのですね？」

「ああ、もちろん」

　暗殺を生なり業わいとしている彩あや夢め咲ざき家にとって、他た者しやを家に招くということは、それ自じ体たいが危険な行為なんだと思う。僕と違って、茉まつ莉りは『あっち側がわ』の人間だ。もしも真しん実じつを知られたりしたら、彩あや夢め咲ざき家は社会的に窮きゆう地ちに立たされる可能性もあるわけで。

「そこは最さい大だい限げんに注ちゆう意いを払うよ。あいつには絶対にバレないようにする。当然、レオナたちにも全ぜん力りよくで協力してもらうつもりだけど」

「……半はん分ぶん正せい解かい、というところですね」

　と、こちらの言葉に、なぜだかアイシャさんは小さく息を吐いた。

「リスクがあるのは我々ではなく──」

「アイシャ」

　彼女はその続きを言おうとして、しかしそれを、レオナが制止する。

「協力していただきましょう。生いく斗とさんの大事な方なのですから、信頼していいと思います」

　そう言ってレオナは、にっこりと微ほほ笑えむ。

　けれど、その表情はかすかに強張っていて、

「あ、あのさ！」

　それを見た僕は、反射的に口を開いた。

「レオナが嫌いやなら、この話は無しだよ！　茉まつ莉りにも『断られるかもしれない』って伝えてるし、あいつが傷ついたりすることはない。そこは気にしなくてもいいよ」

　はっきり聞こえる声で伝えたつもりだけど、彼女は無言のまま、手錠のかかった両手をモジモジさせている。

「生いく斗と様、ぶしつけな質問ですが」

　そのとき、アイシャさんが何気ない口調で、僕に尋ねた。

「茉まつ莉り様とは、お付き合いされているのでしょうか？」

「……は？」

「つまり、男だん女じよの仲なのかと尋ねています。大事なことなので、誤魔化さずに答えてください」

「……は？」

　その唐とう突とつすぎる問いかけに、続けて同じ声が漏れる。

「──いや、いやいやいや、それはない。ただの友とも達だちだよ」

「……そっか」

　困惑しつつも事実をそのまま伝えると、レオナは小さく息を漏らし、顔を上げる。

　その顔にはニコニコとした笑みが浮かんでいて、

「なるほど、分かりました」

　その表情を眺めていたアイシャさんは、ゆっくりと縁無し眼鏡を押し上げた。

「では生いく斗と様、茉まつ莉り様にはよろしくお伝えください。明日からはさらに忙いそがしくなりそうです」

「……オッケーってことかな？」

「それ以外に何がありますか？」

「いや、ないと思うけど」

　なんだかよく分からないが、話は順調に進んでるってことだよな？

「えっと、それじゃあ、その前に、本日の『お願い』です」

　レオナの言葉を受け、窓の外に目を向ける。どうやら話はなし込こんでいるうちに、かなりの時間が経っていたようだ。

　間もなく陽が沈み、──殺人衝動の瞬間が訪れる。

　アイシャさんはどこからかチェーンソーを取り出し、レオナに手渡した。

　覚悟を決めた僕は、大きく息を吐き、気き合あいの声を上げる。

「いつでもいいぞ！」




　　　２




　翌日、僕は茉まつ莉りと共に彩あや夢め咲ざき家を訪れていた。

「おおっ！　ほんとに大おお金がね持もちだな！」

　お屋敷を眺める茉まつ莉りは目を輝かせ、そんな僕たちを、アイシャさんが門もん前ぜんで出で迎むかえてくれた。

「ようこそいらっしゃいました」

「イクト、この人が『お仕事』の相手か？」

「ん、まあな」

「そっか。じゃあ、失礼な態たい度どはよくないな。よろしくお願いします！」

　そう言って茉まつ莉りは素早く頭を下げ、アイシャさんも大きくうなずく。

「さっそくですが、ご協力お願いできますか？」

「うん、いいぞ！」

　こうして、デスゲーム作りは新たな局きよく面めんを迎えたんだ。

「──まずは報酬の話を片かた付づけておきましょう」

　お屋敷の中を歩きながら、アイシャさんは茉まつ莉りに声をかける。

「報酬ってなんだ？」

「協力していただく代わりに、なんらかのお礼れいをしたいと思っています。茉まつ莉り様は、何か欲しい物などはありますか？」

「そっか、『お仕事』だもんな。ちょっと今は思おもい浮うかばないけど、何か考えておくよ」

「分かりました。では、決まりましたら、いつでもおっしゃってください」

　そんな話をしているうちに、僕たちは大広間へと招かれる。

　その部屋の中央では、レオナが静かに佇たたずんでいた。

「こ、こんにちは、生いく斗とさん。そ、それと、初めまして、茉まつ莉りさん」

「こんにちは！　今日はよろしくな！」

　レオナの両手には、いつものように手錠がかけられていたけど、茉まつ莉りはそのことを気にした様子もなく、さくさくと歩を進めた。

　近づいてくる茉まつ莉りを前に、レオナは一歩後ずさるが、

「よ、よろしく、お願い、しましゅ！」

　軽く嚙みながら、うなずく。

「う、うう、恥ずかしい……」

　彼女は頰を赤らめつつ、ゆっくりと顔を上げ、

「──えっ」

　そしてその表情に、驚きの色を浮かべた。

「うん？　どうかしたのか？」

　茉まつ莉りは首を傾げ、同じようにレオナを見つめ返す。

「あっ、いえ、あの……、どこかで会ったことがあるような気がして……」

「どこかで？」

「い、いえ、その！」

　間近に顔を寄せられると、レオナはさらに後ずさり、激はげしく首を横に振る。

「ご、ごめんなさい、そんなことないですよね！　今のは忘れてください！」

「……時雨しぐれ茉まつ莉り様」

　そんな二人の間に、アイシャさんが割って入った。

「手て短みじかに話します。実は、ご主人様は少しよう々しよう病びよう弱じやくでいらっしゃいまして、あまり長い時間はお相手をできません。ですので、できれば陽が沈む前に『お仕事』を済ませておきたいのですが」

　彼女はほんの一瞬、こちらに視線を向け、その意図を汲くみ取とった僕は、ゆっくりとうなずく。

　殺人衝動が発症する瞬間を、茉まつ莉りに見られるわけにはいかない。

「アイシャさんの言ってることは本当だ。なるべく簡潔に話を進めてくれると助かる」

「そっか、分かった。じゃあ単刀直入に聞こうか。イクトたちは、どういうゲームを作りたいんだ？　お屋敷全体を使うってことは、体たい感かん型がたアクションゲームか？」

「そうですね。サプライズ多めの、アクション増まし増しです」

　アイシャさんは答えつつ、縁無し眼鏡を押し上げる。

「はっきり言いましょう。我々はデスゲームを作ろうとしています。もちろん実際に人を殺すわけではありません。デスゲームを模もしたアトラクション、とでも言えばいいのでしょうか」

　まるで表情を変えずに、彼女は茉まつ莉りに視線を向けた。

「茉まつ莉り様は、いわゆる『デスゲーム物』を遊んだことはありますか？」

「ああ、もちろん！」

「では、教えていただけますか？　デスゲームの本ほん質しつを」

「ふむふむ、デスゲームの本質か、難しいな。デスゲームと言っても色々あるしな。でもまあ基本というか、押さえるべきことは決まってるよ」

　そう言って茉まつ莉りは、親指を立てる。

「参加者は、ゲームに勝てば生き残れる。これが大だい前ぜん提ていだね」

「勝てば生き残れる、ですか」

「うん。条件を満たせば勝ち、満たせなければ負ける。そのルールは絶対に破やぶっちゃいけないんだ。クリアできないゲームは、ゲームとして成なり立たたないからね」

「なるほど。ただ殺したいだけなら、ゲームにする必要もありませんしね」

「そう。言い換えれば、殺されたら絶対に死ななきゃいけない、というのも、大事なことだね」

　と、彼女はその親指を、ゆっくりと下したに向ける。

「殺したはずなのに実は生きていた、という展てん開かいもよくあるけどさ、それは生せい存ぞんの条件を満たしているからだよ。満たしてないのなら、絶対に死ななきゃいけない。『ご都つ合ごう主しゆ義ぎなゲーム』だと受け止められる可能性が高くなるからね」

「確かに……。たとえば、メンテナンス不ぶ足そくでトラップが作さ動どうしなかった、そのせいで死ななかった、なんてことにでもなれば、参加者は楽しめないでしょうね」

「参加者が何か特別な力を持っているゲームもあるし、その力で整せい備び不ふ良りようを無理やり引ひき出だす、なんてことはあるけどね。それはそれで、条件を満たしているからいいんだよ。参加者が人間じゃなくってもいい。動どう物ぶつだとかロボットだとか、そういうのも全然ありだよ。大事なのは、どんな参加者だろうと殺せなきゃダメってことさ。それが二つ目の大前提」

「……」

　茉まつ莉りの言葉を聞きながら、僕はぼんやりと考える。

　不死者という『設定』は、生存の条件を満たしていることになるのか。

　あるいは、殺されても死なないんだから、『ご都合主義なゲーム』ってことになるのか。

　もしかしたら僕たちは、大きな矛む盾じゆんを抱えたゲームを開催しようとしているのかもしれない。

「……なるほど、とても参考になりました」

　アイシャさんは茉まつ莉りに深く頭を下げてから、さらに口を開く。

「では、もっと具体的な話に移うつりましょう。お屋敷を案内しますので、どこにどんなトラップを仕掛ければいいのかを、詳しく教えていただけると助かります」

「おお、いいぞ！　詳しく教える！」

「ありがとうございます。それではご主人様、私が茉まつ莉り様を案内している間、生いく斗と様の相手をお願いしてもよろしいでしょうか？」

「へっ？　あ、ああ、うん。よろしいです」

　たどたどしい口調でレオナは答え、その様子を見たアイシャさんは一礼してから背を向け、茉まつ莉りと共に歩いていく。

　広間の扉に向かいながら、しかし彼女はその視線を、チラリと僕に向けた。

　それはほんの一瞬のことだったけど、僕は無言で、その背中を見送る。

　アイシャさんの意思は明めい白はくだ。すなわち、この間あいだにレオナを遠ざけろ、と言ってるんだ。

　何かの拍ひよう子しに殺人衝動が発症する可能性、そしてその現場を茉まつ莉りに見られる可能性を、潰つぶしておきたいのだろう。

　実際にはその可能性は低いのかもしれないけど、でも、ゼロじゃない以上は配慮すべき問題で、そしてそのプランには僕も同意だ。

「レオナ」

　僕は彼女に、アイシャさんが伝えたかっただろうことを話した。

「な、なるほど。だったら、どこかに隠れておいた方が良さそうですね」

　何度かうなずきつつ、彼女は視線を落とし、

「あっ」

　小さく声を漏らして、ゆっくりとこちらを見上げる。

「あ、あの、じゃあ……、わ、わたしの部屋に、来ますか？」

「えっ」

「わたしの部屋って、施せ錠じようがなかなか厳げん重じゆうなので、茉まつ莉りさんもうっかり入ってくることはできないと思うんです」

「そ、そうなんだ」

「アイシャだって、わざわざわたしの部屋には近づこうとしないでしょうし……、二人っきりで過ごせると思います」

　レオナの部屋で、二人っきり──。

「わ、分かった！」

　襲いかかる緊張を無理やり振ふり払はらい、うなずく。

　そう、これは言ってみれば、緊急避ひ難なんだ。それ以上でも、それ以い下かでもない。

「じゃ、じゃあ、案内、してくれるかな？」

「は、はい！」

　そうしてレオナに導かれるまま、僕は大広間を後にした。







「こ、ここです」

　部屋の前まで案内された僕は、思わず息を吞む。

　重じゆう厚こうな金きん属ぞくの塊かたまりが、目の前にそびえ立たっていたからだ。

　ちょっとやそっとでは壊れそうにない、見るからに分ぶ厚あつい扉。ノブの部分に目を向けると、外から鍵かぎをかけられるようになっていることも分かる。

「やっぱり、変ですよね」

　と、こちらに視線を向けて、レオナが眉をひそめた。

「自分でも言っておいてなんですけど、厳重すぎる、と思います。母は『お前を守まもるため』と言ってましたし、過か保ほ護ごな親だと、当時は思ってました。けど、そうじゃないんですよね」

　軽く首を振って、彼女は顔を上げる。

「これは、隔離するための物なんです。『万まんが一いち』が起きたとき、閉とじ込こめておけるように」

　そう言ってから、しかしすぐに、我に返った様子でうつむいた。

「ご、ごめんなさい！　なんだか、おかしな感じになってしまいましたね。さ、さあ、どうぞ、入ってください」

「あ、ああ、うん」

　ドアノブに手をかけた彼女の後に続き、部屋に入る。

　その先の光景を見て、またもや息を吞んだ。

　扉の重厚さとは正せい反はん対たいな、やわらかい空気が伝わってきたからだ。

　室内は全体的にピンクに彩いろどられた色しき調ちようで占しめられていて、部屋の片かた隅すみにはふかふかのベッドがあり、その側には小さな机と椅子が置かれていた。

（女の子の部屋だ……）

　心の中ではそんなことを思いつつ、落ち着きなく視線をさまよわせる。

「あ、あんまり見られると、は、恥ずかしいです……」

「あっ、ご、ごめん！」

　うつむくレオナに言われて、僕は慌てて直ちよく立りつ不ふ動どうの姿勢を取った。

「い、いえ、あの、こちらこそ、ごめんなさい！　え、えっと、なんにもない部屋ですけど、どうぞ、くつろいでください」

「う、うん」

　お互いに顔を赤くしながら、僕はぎこちない仕し草ぐさで部屋の中を歩き、ベッドの端はしにゆっくり腰かける。同じようにレオナもベッドへと近づき、僕から少し離れた位い置ちに腰を下ろした。

　気まずい空気のまま、僕たちは室内を見回す。

「……ま、間違いじゃないんです」

　沈黙を破ったのは、レオナだった。

「アイシャが言った、『病弱』っていう、あれです。ずっとそう言われて育ってきましたから」

　彼女は軽く首を振り、視線を床に落とす。

「生まれつき身体が弱いから、なんの準備もなく外に出たら、命にかかわるって……。だから、外がい出しゆつした機会がほとんどないんです。でも、やっぱりそれも、結局はウソだったんですよね。実際には、わたしを隔離するための言い訳でしかなかったわけで……」

「……」

　自虐気味に語られたその言葉を、僕は心の中で嚙みしめる。

　きっと彼女は戸惑ってるんだと思う。生活が急に変わって、これまでの人生をどう受け止めていいのか、計はかりかねてるんだ。

「あ、あのさ」

　そんなレオナに向かって、僕は思わず口を開いた。

「外出した機会は、ほとんどないんだよね？」

「えっ、あ、ああ、はい、そうです」

「それって、言い換えれば、『その機会はゼロじゃなかった』ということだよね？」

「……それは、はい、その通りです。母と一緒に外出した記憶は、確かにあります」

「そのときのことを、詳しく知りたいな」

「へっ？　え、えっと、そ、それは、お仕事に役やく立だてるため、ですか？」

「仕事は関係ない。僕はただ、君のことを、もっとよく知りたいんだ」

　彼女の問いに、僕は心に浮かんだことをそのまま口にした。

「えっ」

「あっ」

　次の瞬間、レオナは顔を赤らめ、同時に僕自身も、自分の発言の意味に気付く。

　急きゆう激げきに頰が熱くなってくるのを感じるが、構わず僕は言った。

「レオナのこと、もっともっと、教えて欲しい！」

　全部、本心から出た言葉なんだ。恥じる必要なんてない！

　しばらくの間、レオナはうつむいていたが、

「……うっすらと、ですけど」

　やがて、ゆっくりと言葉を紡いだ。

「小さい頃、母と一緒に、旅りよ行こうをした記憶があります。はっきりとは覚えてませんけど……、そうですね、あれは、とても遠くて、とても寒さむいところでした」

　天てん井じようを見上げ、彼女はかつての思おもい出でを口にする。

「そこでどんなことをしたのかも、ちゃんと覚えてません。というより、理解できなかった、と言った方がいいのかもしれません。母も、現げん地ちの方も、なんだかよく分からないやり取とりをしていたというか、聞き覚えのない言葉を話していたというか……。だから、もしかしたら、そこは外がい国こくだったのかも」

　頭の中を整せい理りしつつ、レオナはこちらへ目を向けた。

「アイシャと出会ったのも、確かそのときだったと思います。詳しいことは、やっぱり覚えてませんけど、アイシャも家に来ることになって、そうして、三人での生活が始まったんです」

「──そうなんだ」

　彼女の言葉をしっかり受け止めつつ、僕はすぐに答える。

「実はさ、僕も以い前ぜん、外国に行ったことがあるんだよ」

「えっ」

「両親が冒険家だってことは、前にも言ったよね？　その仕事に、ほとんど無理やりつき合あわされて、海かい外がいまで行ったんだ。子どもの頃にさ」

　一気にまくし立たててから、さらに続ける。

「まあ、僕自身の思い出はどうでもいいよ。言いたいのは、海外に行くのは手間がかかるし、なんとなくできるわけじゃないってことさ。つまりレオナのお母かあさんは、明確な意志を持って、君を海外旅行に連つれていったってこと」

「……」

「親子で海外旅行をした記憶がある。その事実そのものが、お母さんに愛あいされていたという、証しよう拠こになるんじゃないかな？」

　家族のことに口くち出だしするのもどうかと思うけど、レオナの抱えている悩みや苦しみを、少しでも減らしたかった。

「……わたしも」

　彼女は少しの間、床に視線を落としていたが、やがて、ゆっくりと顔を上げる。

「わたしも、生いく斗とさんのこと、もっと知りたいです」

「えっ？　ぼ、僕のこと？」

「はい。わたしだけ話をするのは、あの、その、そう、不ふ公こう平へいです。だから、ご家族で海外に行った話、詳しく聞かせてください」

「ん……。レオナが望むのなら、構わないけど」

　軽くセキ払いをして、僕は記憶の糸いとを手た繰ぐり寄よせる。

「確かそこも、寒いところだったと思う。レオナと同じように、現地の人が話していることは、僕もさっぱり分からなくてさ。……でも、そうだ。言葉が通つうじる人にも、出会った気がする」

　語るうちに頭の中が鮮せん明めいになっていき、僕はさらに続けた。

「僕と同じか、少し年下くらいの子がいたんだ。で、その子と一緒に、少しだけ遊んだ記憶があるよ。具体的なことはあんまり覚えてないけど、おままごとみたいなことをしたり、両親の真ま似ねをして、冒険ごっこ？　みたいなことをしたり……。そういう思い出がある」

「……寒いところで、言葉が通じる、同じ年くらいの子ども、ですか」

　僕の話を聞いていたレオナは、何度かうなずきつつ、こちらを見上げる。

「そういえばわたしも、ぼんやりとですけど、誰かと遊んだりしたような気がします」

「えっ」

「冒険ごっこ、というのはよく分かりませんし、生いく斗とさんの話に引ひっ張ぱられて、記憶が混こん乱らんしているだけかもしれません」

「う、うん」

「でも、だから、もしかしたらですけど……。もしかしたらわたしたちは、遠い国くにで出会っていた。そういう可能性もあるんですね」

　照れた笑みを浮かべるレオナを、僕はまっすぐに見つめる。

　その可能性は、きっと、とてつもなく低いのだろう。

　けれど、そうであって欲しいという願いは、一緒なんだとも思ったんだ。

「だとしたら、運命の再会だね」

　だから僕の口からは、そんな言葉が漏れていた。

「──そういうもの、かもしれません」

　レオナも僕を見つめ返し、お互いの視線が絡からみ合あう。

「生いく斗とさん……」

　不意に彼女は僕の名を呼び、その両目をそっと閉じた。

　突然のことに、僕の心臓は跳ね上がり、頭の中が真っ白になる。

　混乱する僕の前で、レオナは両手をそっとこちらに伸ばした。

「レ、レオナ……」

　僕も彼女の名を呼び、その手に触れようとして、

「──」

　しかしレオナは無言のまま、伸ばした腕で、僕の首元をつかむ。

　その両りよう腕うでには、即座に力が込められ、

「！」

　僕は言葉を発はつする暇もなく、ノドを絞しめ付つけられた。

『急所』を正確に押さえたレオナの指先は、僕から言葉と意識を奪う。

　急激に視界が暗くなり、脳裏には『死』の一いち文も字じが浮うかび上あがった。

　けれど、次の瞬間には意識が『リセット』され、

「──ぐっ！」

　かと思ったら、またすぐに闇へ落ちる。

　そんなやり取りを、何度繰り返しただろうか。

　生せい死しを行いき来きする中、頭に浮かぶのは一つの言葉だ。

　殺人衝動。それ以外には考えられない。

「……レ」

　混こん濁だくする頭を無理やり働かせつつ、僕は全身を強ごう引いんに動かす。

　そしてそのまま、震える両手を彼女の背中に回まわし、

「レオ、ナ……」

　ゆっくりと、抱きしめた。

「──っ！」

　次の瞬間、彼女は目を見開き、手に込めていた力を緩める。

「……い、生いく斗と、さん？」

　朦もう朧ろうとする意識の中、レオナは僕の名を口にすると、自分の腕に目をやり、

「あ、ああ、あ……」

　次第にその顔が青ざめていく。

「だ、大丈夫、大丈夫だから……」

　声をかけると、彼女は瞳に大粒の涙を浮かべた。

「ご、ごめんなさい、ごめんなさい……！」

　言葉と共に、レオナの全身から力が抜ける。

　覆いかぶさってくる彼女を抱きとめ、ゆっくりとベッドの上に寝かせた。

　どうやら気を失ったらしく、レオナは目を閉じたまま動かない。

　そんな彼女を、僕はただ黙って見み守まもった。




　　　３




「ご主人様、いらっしゃいますか？」

　ノックと共に声が聞こえてきたので、僕は立ち上がり、ドアの側まで歩み寄る。

「アイシャさんですか？」

「……はい。お一人ですか？」

「いや、レオナもいるよ。今はちょっと、眠ねむってるみたいだけど」

「……やっちゃいましたか？」

「……やっちゃったって、何をですか？」

「何って、ナニをです」

　くだらないやり取りをしていると、背はい後ごで物音がして、

「──アイシャ？」

　振り返ると、起き上がろうとするレオナの姿が見えた。

　彼女はぼんやりとしたまま部屋の中を見み渡わたし、

「ひゃうっ！」

　僕に視線を向けた途と端たん、高い声を漏らす。

「い、生いく斗とさん、どうして、ここに……」

　レオナはあたふたとした様子で立ち上がり、

「あ、そ、そういえば、そうですね、確か、二人で一緒に……」

　次第に頭の中が整理されてきたのか、その表情に平へい静せいさが戻ってきた。

「……アイシャ、入ってきていいですよ」

　レオナの言葉とほぼ同時に、ドアの鍵が開けられ、アイシャさんが姿を現す。

　僕たちを無言で見回すと、彼女は縁無し眼鏡を軽く押し上げ、空いた手で親指を立てた。

「おめでとうございます」

「い、いやいや、何もおめでたくないから！」

　慌てて首を横に振ると、アイシャさんは大きく目を見開く。

「まさか、本当に何もなかったのですか？」

「な、何もなかったわけじゃないけど、そうじゃなくて！　そ、そうだ、茉まつ莉りは？　あいつは今、どうしているんだ？」

「……ちっ」

　と、彼女は僕に軽く舌打ちしてから、小さくうなずいた。

「お帰りになりました。『腹減ったから、いつものカツ丼屋で食ってる』とのことです」

「それは、僕への伝言ってことでいいんですか？」

「はい。『食い終わったらさっさと帰る』ともおっしゃっていました」

　そっか。待ってるってわけじゃないのなら、それほど気にしなくてもいいか。

「もちろん、デスゲームを作る上での、設せつ計けいや材ざい料りように関する詳細は、ちゃんと教えていただきましたので、その点はご心配なく」

「……あいつの仕事は、終わったってことですか？」

「はい。茉まつ莉り様が我々に関わることは、もうないでしょう」

　その言葉を聞いて、僕は胸をなで下ろす。

「分かりました。じゃあ、さっそくですけど、次の段階に移りましょう」

　アイシャさんの言葉通りなら、デスゲームを作る準備は整ったことになる。あとはそれを実行するだけ。そう考えていいんだよな？

「……ですが、実は、一つだけ問題が浮ふ上じようしました」

　と、まるで僕の心を読よんだかのように、アイシャさんはレオナに視線を移す。

「茉まつ莉り様の指示通りにゲームを作る場ば合あい、いくつかの希き少しような材料が必要となるのです。しかし現在、彩あや夢め咲ざき家にはその材料が揃そろっていません。ですので、その買かい出だしに行こうと思っているのですが、おそらく半はん日にちはかかるでしょう。その間あいだ、家を空けることになりそうなのですが、構わないでしょうか？」

「……それは、明日の話ですか？」

「はい」

　アイシャさんの言葉に、レオナはわずかに顔をうつむかせる。

「ご懸け念ねんは理解できます。ですので、これはあくまでも個こ人じん的な提案なのですけど、その日は生いく斗と様に、ご主人様のお相手をしていただきたいのです」

「──はっ？」

　唐突な申し出に、僕は高い声を漏らした。

「え、えっと、僕が、レオナの相手をする？」

「はい。確か明日は、生いく斗と様の通われている高校の創そう立りつ記き念ねん日びでしたよね？」

「ん、ああ、まあ、そうですけど。そんなことまで調べてたんですか」

「つまり、お暇ひまということですよね？」

「え、あ、はい」

「では、私が留る守すにしている間、ご主人様のお暇ひま潰つぶししに付き合っていただけると助かります」

「い、いや、ちょ、ちょっと待ってください！」

　アイシャさんが留守の間、僕とレオナは二人っきりで過ごすことになるんだよな？

「何か問題でも？」

　こちらの心を覗き込むかのように、アイシャさんは首を傾げる。

「当然、追加の報酬は用意します。いかがでしょうか？」

　──追加の報酬をもらえる上に、レオナと半日を過ごせる。

　その提案は、ものすごく魅力的だ。

　けれど、僕は首を横に振り、大きく息を吐いた。

「レオナは、それでいい？」

　振り返ると、レオナはベッドに腰かけたまま、何かを考えるように頭をひねっていた。

　そう。大切なのは、僕自身の気持ちじゃない。

　こちらの言葉が届いたのかどうか、彼女は顔を上げると、

「──きます」

　しっかりと立ち上がって、言った。

「わたしが、買かい物ものに行きます！」

「……ご主人様が？」

　レオナの言葉に、真っ先に反応したのはアイシャさんだった。

「お心こころ遣づかいは非常にありがたいです。ですが、揃えるべき物もまた非常に多く、その、お荷に物もつを持もち運はこぶのに困こん難なんが生しようじる可能性が高いので……」

「言葉を選ばなくても分かってます。荷物の問題じゃない、ということも。わたしが外出すること自体が問題なのでしょう？」

　レオナの問いに、アイシャさんは無言で応じる。

「それは分かってます。でも、前に進みたいんです」

　そう言って彼女は、こちらに顔を向けた。

「わたしはずっと家の中で過ごしてきましたし、学校にも通ったことがないです。『普通の人生』を送ってないという自覚はあるつもりです。……けど、勉強は母とアイシャが、ずっと教えてくれたんですよね。おかげで、人ひと並なみの知識と知ち恵えはあると自負しています」

　軽く首を振り、レオナはさらに口を開く。

「生いく斗とさんに言われてから考えてみたんですけど、わたしを本当に隔離したいだけなら、勉強を教えようとはしなかったはずですし、『病弱だから』なんて言い訳もしなかったでしょう。でも、そうじゃないということは、本当は、わたしの知らない何かがあるということですよね。知らないことを、知りたい。それが、今の素直な気持ちです」

「ご主人様……」

「それに、これはわたし自じ身しんの問題です。だから、自分で解決したいんです。手伝ってもらうこと自体は助かりますけど、アイシャに任せっきりにするのは良くないと思うんです」

　彼女の目には、固い決けつ意いの色が浮かんでいた。

　その表情を見て、アイシャさんは頭を下げる。

「分かりました。全てはご主人様の仰おおせのままに」

「……ありがとう」

　レオナは微笑み、その顔をこちらへ向ける。

「い、生いく斗とさん。あ、あの、その……」

　ためらいつつも、彼女は覚悟を決めた表情で、言った。

「つ、付き合ってください！」

　その突然の『お願い』に、僕の心臓は跳ね上がり、

「は、はい！」

　考える間もなく、即答する。

「あっ、え、あの、で、では、よろしく、お願いします」

　そんな僕を見て、レオナは照れた表情を浮かべるのだった。










　　　──　　　──　　　──　　　──　　　──　　　──　　　──





雑記六ろく─八はち






　不意に、あの日のことを思い出した。

　あの人と出会った、あの日のことを。




　出会ったのは、仕事中──、つまり、暗殺を実行していたときだ。

　ターゲットを殺した、まさにその瞬間を、たまたま通りかかったあの人に目もく撃げきされたのだ。

　人ひと通どおりの少ない、裏うら道みちでの出来事。

　油断がなかったとは言いい切きれないが、気け配はいを感じなかったことも確かだ。

　ともあれ、現場を見られた以上は殺すしかない。

　私はすぐさま、あの人のノド元に刃やいばを突き付け、

「つ、付き合ってください！」

　その瞬間に言われたのが、そんな言葉だった。

　予よ想そうもできなかったその一言に、私の頭の中は真っ白になり、

「……はい」

　動きを止め、そう答えていた。

　我ながら、どうかしてる。今でもそう思う。

　でも、感情は理屈じゃないのだろう。

　後こう悔かいはない。




　娘が生まれたのは、それから一年後のことだ。

























　　　──　　　──　　　──　　　──　　　──　　　──　　　──
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「ま、待ちました？」

「えっ、あ、い、いや！　今、来たところ、だよ？」

　顔を合わせた瞬間、僕とレオナはぎこちなく挨拶を交わした。

　時じ刻こくはお昼ひる前。場所は近所の駅えき前広ひろ場ば。

「え、えっと、その、平気だった？　ここに来るまでの間とか」

　多くの人が行いき交かう中で、僕はなるべく平静さを装よそおう。

「は、はい。アイシャも、ちゃんと見ていてくれましたから」

　そう言って彼女は、後ろに控ひかえる人物へ目を向けた。

　アイシャさんは無言でうなずき、僕も静かにうなずき返す。そしてそのまま、レオナに視線を戻した。

　彼女は今、全身を覆うようなローブを身にまとっていて、その長なが袖そでの隙間からは、キラリと光ひかる何かが見える。

「ご心配なく。ご主人様の『拘束具ぐ』は完璧に仕上がってます。ついうっかり、何かが起きるということはありません」

　──拘束具。

　その言葉が示す通り、レオナの両手両足には、今この時点でもなお、金属製せいの鎖が装そう着ちやくされている。

『こんなこともあろうか』と思って、アイシャさんが以前から用意していた代しろ物ものである。

　ゆっくりした動どう作さをする分には何も問題がないけれど、急に動くとシートベルトみたいに、『ブレーキ』がかかり、無理やり動作を止められる、という仕し様ようらしい。

　拘束具は衣服の中に隠れているから、ぱっと見て怪しいところはない。しかし、当とうの本ほん人にんはキョロキョロと視線を動かし、落ち着かない様子だ。

　ただ、それも仕方のないことなのかもしれない。レオナがこうして外出する機会なんて、これまでほとんどなかったのだから。

「では、後のことはよろしくお願いします」

　そんな彼女を見つめつつ、アイシャさんは縁無し眼鏡を軽く押し上げ、僕に一礼した。

「ええ。予定通りに、ということですね。レオナも、それでいいかな？」

「ひゃえっ！」

　尋ねると、彼女は高い声を漏らし、何度も首を縦に振る。

「は、はい！　予定通りに！」

「それでは、また」

　僕たちを交こう互ごに見てから、アイシャさんは背を向け、そのまま振り返ることなく人ひと込ごみの中に消えていった。

「え、えっと……」

　アイシャさんの後ろ姿を見送りつつ、レオナは懐から小さなメモ帳ちようを取り出す。そこには、これから買かい揃そろえるべき物が書かれていた。

「で、では生いく斗とさん、改めてお願いします」

　と、彼女はこちらに目を向け、

「つ、付き合ってください！」

「ああ、付き合うよ」

　その言葉に、僕は笑顔で答えた。

　レオナの言う『付き合ってください』とは、当然ながら『買い物に付き合ってください』だ。

　決して男女の深い仲だとか、そういう、あれではない。そんなものは会話の前ぜん後ごから簡かん単たんに判断できるんだから、勘違いする奴なんていない。考える間もなく即答して、すぐその意味に気付いて悶もん絶ぜつする奴なんていない。いるはずがない。
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「……よし！　じゃあ、行こうか！」

　頭を振り、昨日の記憶を無理やり消けし去さる。

「は、はい。そ、それでは、道みち案あん内ないをお願いします」

　そう言ってレオナは、メモ帳に書かれていたお店の名前を口にした。

　僕はうなずき、二人は並んで歩き出す。

　──ここまでは予定通り。昨日、みんなで話し合った通りの進行だ。

　アイシャさんと別べつ行動を取るのは、『効こう率りつがいい』という結論になったからだ。必要な物を手て分わけして買い揃えれば、用よう事じは早く済むし、陽が落ちるまでに帰宅できる可能性も高まる。

　すなわち、殺人衝動が起きる前までに。

　アイシャさんはそう提案し、レオナも了りよう承しようしたため、今に至る、というわけだ。

　そう。ここまでは予定通り。予定通りではあるんだけど──。

　並んで歩きながら、僕は昨日の夜のことを思い出していた。







「生いく斗と様」

　翌日の予定を決め、『日課』も終えた後、アイシャさんに付つき添そわれたまま門の外まで出たところで、彼女に声をかけられる。

「あなたには伝えておきます。ご主人様への提案に、ウソはありません。ですが、伏せていることはあります」

「伏せていること？」

「効率の良さだけじゃない、ということです。実は、私が担当する『お買い物』は、少しだけリスクのある代物でして」

　そこまで言われて、彼女が何を言いたいのかを察する。

「やばい取とり引ひき、ですか」

「交渉が難しい、とでも言っておきましょうか。慎しん重ちようで、なおかつ大だい胆たんな判断が求められることは間違いありません。そういった刺激の強い現場を、ご主人様には見られたくないのです。外の世界を知らないご主人様に」

　危険にさらしたくない、ということか。その意見には賛さん成せいだ。

「ご主人様の『お買い物』は安あん全ぜんで簡単な物ばかりですので、生いく斗と様は全力でそのフォローに努つとめてください。一方、私にはいくらかの危険が伴っていますので、もしかしたら、予定した時間には再会できない可能性があります。そのときは、あなたがご主人様を彩あや夢め咲ざき家まで連つれ帰かえってください。無理やりにでも構いません。お願いできますか？」

「断る理由なんてないよ」

「……ありがとうございます」

　即答すると、アイシャさんは小さく息を吐き、口元を緩めた。

「では、明日はその手て筈はずでお願いします」

「あ、あの！」

　背を向けようとする彼女へ、僕は声をかける。

「えっと……、さっき、レオナの部屋で、衝動が起きたんだ」

　その言葉に、アイシャさんは眉をひそめた。

「いつもの『あれ』とは違ちがって、前まえ触ぶれもなくいきなりでした。『そういうこともあるのかな』とは思おもったんですけど、一いち応おう、報ほう告こくだけはしておきます」

　彼女はわずかに顔をうつむかせたが、すぐにこちらへ向き直る。

「……突とつ発ぱつ的な事態に鼓動が高まり、体たい調ちようが変化したせいで、衝動が暴走したということは考えられますね」

「な、なるほど。そういうこともあるんですか」

「だとしたら、生いく斗と様が原因です。どうにかしてください」

「はっ？」

　不意打ち気味な物もの言いいに、僕は戸惑った。

「ど、どうにかって？」

「押おし倒たおすくらいのことはしやがれ、と言ってるのです」

「えっ、あっ、はい？」

「いつまでヘタレているつもりですか。高校生男だん子しなんて、欲望の塊ではないのですか？」

　な、なんか、めちゃくちゃ言われてるぞ……。

「あ、あの、アイシャさんは、レオナと僕をどうしたいんですか？」

　勢いに気圧されつつも、僕は無理やり言葉を紡いだ。

「もしかして、その、くっつけたいんですか？　まさか、そんなわけ──」

「まさにその通りです」

　冗じよう談だんめかした問いに対して、アイシャさんは真ま顔がおで答える。

　その様子はきわめて真しん摯しで、僕は思わず口をつぐんだ。

「……他者との触れ合いを絶たたれていたご主人様に、幸せをつかんでもらいたい。私の願いは、それだけです。もちろん、男女の交まじわりだけが幸せではないでしょう。けれども、シンプルで分かりやすい答えであることは確かです」

　率直なその発言を、僕はまっすぐに見つめ返して、受け止める。

「無理強いはしません。余計なお世話はしますが、結局のところは、ご主人様たちのお心次第です。……ですが、もしも生いく斗と様が、ご主人様のことを憎にくからず思っておられるのなら、少しは前向きに考えてみてください」

　ゆっくりと言葉を述べてから、アイシャさんは頭を下げた。

「ともあれ、明日はよろしくお願いします。おやすみなさいませ」

「……おやすみ」

　僕は短くそれだけを言って、彼女に背を向ける。

　背後からは門の閉しまる音が聞こえたけど、そのまま振り返らずに、彩あや夢め咲ざき家を後にした。
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　というわけで、僕たちは今、とあるアクセサリーショップの前までたどり着いていた。

　街まち中なかの合あい間まにひっそり佇む、小さなお店。その外がい観かんは少しばかり独どく特とくで、具体的にはドクロやトゲトゲがたくさん飾かざられている、いかにも怪しげな雰囲気が漂ただよっていたりする。

　とはいえ、それはあくまでも雰囲気だ。『そういう売うり』のお店というだけであって、実際に『やばい商しよう品ひん』を売っていたりするわけじゃない。本当に『訳わけあり』なお店は、『訳あり』だと気付かせないような、工夫と気遣いをしているものなんだし。

「え、えっと……」

　しかし、レオナはただひたすら、緊張した面おも持もちでそのお店を見つめていた。

　でも、それも当然か。ずっと家の中にいた彼女にとっては、外の世界での出来事は、初めて尽くしなんだから。

「こ、ここ、ですよね？」

　レオナはキョロキョロと周囲を見渡しつつ、手元のメモにも視線を落とす。

「うん、お店の名前も合ってるよ」

「そう、ですよね。で、では、入りましょう。き、気を付けてくださいね。希少な材料を扱あつかっているお店、ということですから」

「ああ、分かってる」

　かすかな笑みを浮かべると、安心したのか、レオナは首を縦に振り、

「あっ、あの、その、お、お願いします」

　言葉を濁しつつ、僕の背後に回った。

「ん……」

　その反応に、僕は胸を痛める。レオナが警戒したり、萎い縮しゆくしたりするのは分かるんだけど、実際にはそんな必要なんてないんだ。買うべき物や、向かうべき場所が、全てアイシャさんの指し定てい通りである以上、ここは確実に『安全なお店』なのだから。

　レオナの知らないところで、動いている出来事がある。そのことを彼女に伝えられないのは心苦しい。

「……よし！」

　それでも僕は、頭を振って余計な思考を吹き飛ばした。

　今、こうして、レオナと一緒に過ごせていること自体は確かなんだ。だったら、その事実を前向きに受け止めるべきなんだろう。

　とにかく楽しむ。その決意と共に、扉に手をかけ、

「じゃあ、入ろうか！」

　お店の中に足を踏み入れた。

「げっ」

　──次の瞬間、ノドの奥から変な声が漏れる。

　見み知しった顔が、目の前にあったからだ。

「やあ、生いく斗と！　奇き遇ぐうだね！」

　店内の商品を熱心に眺めていた彼女──月つき島しま流る夏かは、僕を見た途端、口元に朗らかな笑みを浮かべた。

「どうしたんだい、こんな所ところに」

　流る夏かはよどみない歩ほ調ちようでこちらに近づいてくると、僕の背後にいたレオナを見て、その足を止める。

「ふむ、君は？」

「ひゅあえっ？　えっと、そ、その……」

　視線をさまよわせつつ、顔を真っ赤にするレオナの前に、

「あ、あの！」

　僕は無理やり割って入った。

「こ、この子は、僕のビジネスパートナーなんだ。そうだよね、レオナ？」

「えっ……？　あっ、は、はい！　そうです！　その通りです！」

　下手なウソをついても、流る夏かには怪しまれるだけかもしれない。だったら素直に答えるべきだろう。ただし、肝かん心じんな部分は伏せたままで、だ。

「ふむ、ビジネスパートナー、ね」

「あ、彩あや夢め咲ざきレオナと申します。生いく斗とさんには、いつもお世話になってます。も、もしかして、あなたが月つき島しま流る夏かさん、ですか？」

「ほう、私のことを知ってるのかい？」

「は、はい。アイシャから聞いてます」

「アイシャというのは、もしかして『あのメイドさん』のことかな？　じゃあ、君は『お仕事の依頼主ぬし』といったところか」

「え、えっと、そう思っていただいて構いません」

「ここに来たのも、『お仕事の一環』なのかな？」

「そ、そうです。ちょっと、買わなければいけない物がありまして」

「ふむふむ、何を買うんだい？　私で良ければ、少しはアドバイスできると思うんだが」

「あ、はい、あの、これです」

　言われるがまま、レオナは手に持っていたメモを流る夏かに見せる。

「ソロモンのタリスマンに、グノーシスの護ご符ふ、バフォメットのチャリスか。で、他には……。ふむ、なるほどね。参考までに聞かせて欲しいんだけど、これは何に使うんだい？」

「えっと、これは──」

「か、飾かざり付つけだよ！」

　つられて返事をしそうになったレオナを遮り、僕はまたもや割わり込こんだ。

「レオナの家って、結構、大きいお屋敷なんだけどさ、そこに神秘的な雰囲気をプラスしようと思ってさ。そうだよね、レオナ？」

「──あっ、はい！　そ、そうでした！　そうなんです！」

「……そっか。それじゃあ飾り付けに向いてそうな物を、一緒に探してみよう。案内するよ」

　こちらの言葉をすんなり受け止めたのか、流る夏かは口元に笑みを浮かべ、商品棚たなに顔を向けた。

　どうやら危険な事態は避けられたようだ。

　僕とレオナは視線を交わし、ほんの少しだけうなずき合い、流る夏かの後に続いた。







「ありがとうございました！　またお越こしください！」

　笑顔で頭を下げる店員さんに、僕たちも会え釈しやくしてから、店を出る。

「流る夏かさん、助かりました」

「お役に立てたのなら幸いだよ」

　流る夏かのアドバイスを受け、僕たちは無事に指定された物を買い揃えることができた。レオナにとっては未知の世界で、聞いてもよく分からないような単語が次つぎ々つぎに飛とび出だしたりもしたんだけど、分からないなりにその説明を熱心に聞いていたようだ。その反応が嬉しかったのか、流る夏かもずっと軽快な口調で、会話はかなり弾はずんでいた。

　どうやら二人は気が合うらしく、そのことがなんだか、僕も嬉しい。

　ともあれ、ミッションは成功だ。一ひと安あん心しんした僕は、軽く伸びをして、

「あっ」

　そのとき、レオナのお腹が鳴なり、同時に彼女の口から声が漏れた。

「え、えっと、その、今朝は緊張して、あまり食べられなくて、だから、その……」

　顔を赤くするレオナを見て、僕はとっさに自分のお腹に手を当てる。

「ご、ごめん、今のは僕だよ！　お腹空いちゃってさ！」

「えっ」

　レオナは一瞬だけ驚いた表情を見せたが、

「……ありがとうございます」

　小さな声でつぶやき、ますます顔を赤くさせた。

「ベッタベタだけど、まあ、いいんじゃないか」

　僕たちのやり取りを見ていた流る夏かが、口元にニヤニヤした笑みを浮かべる。

「な、何がだよ」

「まあまあ、そういうのはいいから。それより、お腹が空いてるのなら、どこかで食べていかないか？　生いく斗とたちの都合が良ければ、だけど」

「……ん、そうだな」

　昼食を摂とること自体は問題ない。アイシャさんと合ごう流りゆうするのは、もう少すこし経ってからの予定だし、それに『外がい食しよくする』というのも、今日のスケジュールの中に入ってはいた。

　ただ、これ以上流る夏かと一緒にいると、ボロが出そうで怖いんだよな……。

　ためらいつつ、レオナに視線を送ると、

「は、はい！　是ぜ非ひ、ご一緒させてください！」

　意外にも彼女は、力ちから強づよくうなずく。

「オッケー。じゃあ、どこに行こうか。何か食べたい物はあるかい？」

「え、えっと、はい、その……」

　レオナは言葉を濁らせつつも、顔を上げ、真剣な眼まな差ざしで、言った。

「わ、わたし、『ファミレス』という所に行ってみたいんです！」

「……ふむ。レオナ君はファミレスに行ったことがないんだね。じゃあ、決まりだ。生いく斗とも、それで構わないだろ？」

「ああ、もちろん」

　予定通りなんだから、悩む必要なんてない。

　もしかしたら流る夏かは、『箱はこ入いり娘むすめが庶しよ民みんの味あじを体験したい』とでも思っているのかもしれない。

　でも、そうじゃないんだ。暗殺者としての宿しゆく命めいを背せ負おわされたレオナは、そもそも外食する機会すら、これまでになかったかもしれないわけで、そんな彼女にとってファミレスに行くという『普通の出来事』は、とても貴き重ちような瞬間なんだよな。

「ファミレスに行こう！」

　強い意志を込めて叫ぶと、二人は笑顔でうなずいてくれた。
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　そんなわけで、僕たちは近所のファミレスにたどり着いていた。

　有ゆう名めいチェーン店てんの、どこにでもあるような一店てん舗ぽなんだけど、

「ふわあ……」

　レオナは目を輝かせ、その外がい装そうを眺めていた。

　そんな彼女と共に、僕と流る夏かは入にゆう店てんし、店員に案内されるまま歩き進む。

　レオナが満足してくれるのなら、それでいい。胸の内に宿るのは、その想いだけだった。

「よう、イクト！　偶然だな！」

　……しかしその思おも惑わくは、思わぬ形で吹き飛ばされる。

　僕の食い友──時雨しぐれ茉まつ莉りがいたからだ。

「おお、レオナもいるのか！　こっちだ、こっち！」

　彼女は四人用の席に一人でふんぞり返かえり、僕たちを手て招まねきしている。

　同どう席せきしろ、ということか。

「ふむ。この子は生いく斗とたちの知り合いかい？」

「ん、そうなんだけど……、どうしようか？」

「私は構わないよ」

「え、あ、はい、わ、わたしも」

　二人がうなずいてくれたので、僕は店員さんに言って、茉まつ莉りと同席させてもらうことにした。

　流る夏かが茉まつ莉りの隣に、その向むかい側がわに僕とレオナが並んで座る。

「さあ、頼め、頼め！」

　手渡されたメニュー表を横よこ目めに、僕は茉まつ莉りを見つめた。

「昼ひる間まに会うのは珍めずらしいな。今日、学校はどうしたんだ？」

　プライベートなところにはあまり触れたくなかったけど、さすがに聞かずにはいられない。

「えっとな、『ソーリツキネンビ』ってやつで、お休やすみなんだ！」

「創立記念日？　茉まつ莉りのところもか？」

「イクトも、なのか？　偶然って重なるものなんだな！」

　にこやかに笑う茉まつ莉りの手元には、山やま盛もりのポテトフライが三皿ほど並べられていた。

　相変わらずだな、と胸の内でつぶやきつつ、レオナの前にメニュー表を広げる。

「ここに載のってる中から、食べたい物を選ぶんだよ。決まったら、教えてくれる？」

「は、はい！」

　言われるがまま、レオナはメニュー表をまじまじと見つめ、必死に視線をさまよわせる。

　そんな彼女を、流る夏かは静かに見つめていたが、

「懐かしいな」

　不意に口を開き、こちらへ顔を向けた。

「このお店、何度か来たことがあるよね？」

「ん、そうだな」

　僕と流る夏かの家はずっと前から付き合いがあるし、家族ぐるみで外食をする機会もあった。

　その一環として、このファミレスに来たこともあるんだ。

「最近は生いく斗とのご両親も忙しいみたいだし、少しばかり疎そ遠えんになったと思っていたけど、でも、生いく斗ととはこうしてまたお昼を食べることができたんだ。そのことが、なんだか嬉しくてね」

「そっか。でもまあ、確かに、懐かしいよな」

　両親だけじゃない。僕自身も、あの頃とは大きく変わってしまった。

　だからこそ、それ以前の思い出は大切にしたい。

　流る夏かを見ると、彼女はその長い前髪の奥から、こちらを見つめ返しているような気がした。

　二人の間で、一瞬だけ視線が絡み合う。

「そういえばイクト、昨日はどうしたんだ？」

「えっ」

　そのとき茉まつ莉りに声をかけられ、僕は慌てて思考を整理させる。

「えっと……、ああ、すまん、昨日の夜のことか。一応お店には寄ったんだけどな。すれ違ちがいになったみたいだな」

「そっか。謝ることでもないぞ、気にするな」

　笑顔で言われて、僕は少しばかり申し訳ない気持ちになった。

　会う約やく束そくをしたわけじゃない。でも、茉まつ莉りは僕のことを少しは待っていてくれたんだろうな。

　謝ることでもない、と言われたので、僕は軽く首を振り、

「ありがとう」

　それだけを口にした。

　その言葉が予想外がいだったのか、茉まつ莉りはわずかに目を丸くしたが、

「お、お礼を言われることでもないぞ！」

　大きな声と共に、手元のポテトフライを口に運はこぶ。

「わ、わたし、決めました！」

　まさにその瞬間、メニュー表とにらめっこしていたレオナが叫んだ。

「こ、この、ミックスフライランチを、食べてみたいです！」

　ミックスフライランチ。ヒレカツとエビフライ、そしてクリームコロッケがセットになった、ランチメニューとしては定てい番ばんの一品だ。

「あ、あの、色んな種しゆ類るいの食べ物が並べられていて、なんだか賑やかだなと思いまして」

　照れた笑いを浮かべるレオナを見て、僕の心には穏やかな気持ちが広がっていく。初めてのファミレスで、定番のメニューを頼む。そんな『当たり前』を体験できたことに、こっちまで小さな達たつ成せい感を覚えていたから。

「じゃあ、僕はハンバーグステーキセットを頼もうかな」

　さっきは『お腹が空いた』と言ったものの、今日はまだ死んでないし、実際にはそれほどでもない。一いち人にん前まえで大丈夫だろう。

「では、私は生なまハムのシーザーサラダにしよう」

　注文を終えてからしばらくすると、それぞれに頼んだ物が運ばれてくる。

「か、かわいい……」

　ミックスフライランチを目の当たりにしたレオナは、頰を紅潮させて興奮した様子だ。

　彼女はゆっくりとした動作でナイフとフォークを動かし、エビフライを口の中に入れ、

「た、楽しい……」

　目をつむったまま、満まん面めんに笑みを浮かべた。

　そしてそのままレオナは、マイペースで食事を進めていく。

　そんな彼女を、僕たちは穏やかな目で見守りつつ、自分たちの頼んだ物も平らげ、やがて、全ぜん員いんが食べ終わった。会話らしい会話もなかったけど、みんな楽しそうに食事をしていた、と思う。少なくとも僕は、そう感じたんだ。

「ごちそうさまでした」

　一礼してから、僕はみんなを見回した。

「他に頼みたい物、ある？　レオナは？」

「い、いえ、もう、大丈夫です」

　尋ねると、彼女は少し照れた表情でそう答える。おそらく、思っていた以上にボリュームがあったせいで、お腹がいっぱいになったのだろう。

　普段はもっと小しよう食しよくなんだろうなとか、こういう経験も大切な思い出になるんだろうなとか、一人で納得して、無性に微笑ましい気持ちになる。

「私もお腹いっぱいだ」

「あたしもだ！」

「そっか。それじゃあ、そろそろ出ようか」

　和なごやかな空気の中、僕はゆっくりと立ち上がる。

「そうだ！」

　そのとき、不意に茉まつ莉りがレオナの方を向いて、言った。

「報酬の話なんだけど、決まったぞ！」

　──報酬。その単語に、僕とレオナの表情が強張る。

「ゲームが完成したら、遊ばせてくれ！」

「……ゲームってなんだい？」

　茉まつ莉りの言葉に、真っ先に反応したのは流る夏かだ。

「えっとな、でっかいゲームを作ってるんだ。あたしはそれに協力する代わりに、何か報酬をもらえるってことになってるんだよ」

「ふむふむ、なかなか興味深い話だね。もしかしてだけど、さっき買った品しな物ものも、そのゲーム作りに役立てるためなのかい？」

「えっと……」

　さりげない口調だが、表情は笑ってない。下手に誤魔化しても、きっと見抜かれるだろう。

　レオナに目を向けると、彼女は足元に視線を落おとしたまま、全身を硬直させていた。

　この様子だと、口くち裏うらを合わせるのも難しいか。

「……そうだよ。ゲーム用の飾りつけなんだ」

　観かん念ねんした僕は、小さく息を吐いてから告げる。

「ゲームのことを説明したら、話がややこしくなると思ってさ、黙ってたんだ。そこは信じてくれるか？」

「ふむ、そうだな。信じよう。信じる代わりに、提案だ」

　あっさりと言ってから、流る夏かは口元に笑みを浮かべた。

「私も協力させてくれないか？」

「……はっ？」

「飾りつけに協力させてくれと言ってるんだ。ただの雰囲気作りだったなら、これ以上、口をはさむつもりはなかったんだけど、明確な目的があって、あれを使うのなら、話は別だ。アドバイスしたこちらにも責任があるし、最後まで関わっていたいんだ」

　そう言って流る夏かはポケットの中から、いくつかのアクセサリを取り出す。

「この手のアイテムの扱いには慣れてるって、生いく斗とは知ってるだろう？　役に立てると思うよ」

　ジャラジャラした音と共に、テーブルの上にはアクセサリが置かれ、

「ん、なんだかキラキラした物がいっぱいだな」

　それを見た茉まつ莉りが、かすかに顔をしかめた。

　まぶしかったのか、彼女は何度か目をこすったが、すぐに明るい表情を浮かべる。

「でも、きれいだな！　こういうのがあると、ゲームも盛もり上あがりそうだぞ！」

「……こんなのはコレクションの一部さ」

　茉まつ莉りの反応に、流る夏かは笑顔で応え、こちらへ振ふり向むいた。

「私の部屋には、もっと本ほん格かく的なアイテムがたくさんある。もしも協力させてもらえるのなら、そのうちのいくつかを譲ゆずってもいいよ。そうすれば、ゲームとやらはもっと楽しくなるんじゃないかい？」

　だから協力させろ、ということか。

　流る夏かは僕に、決けつ断だんを迫っている。けれど、それは僕の役目じゃないんだ。

「レオナ、どうする？」

　名を呼び、視線を向ける。

「えっ」

　その瞬間、僕は目を見開いた。レオナが、荒あらい息を吐いていたからだ。

　彼女は顔をうつむかせたまま、身体を小刻みに震わせている。

　ただ緊張してるだけには見えない。もしかして、突然の事態でパニックに陥おちいってる？

「レオナ？」

「……」

　もう一度呼びかけると、レオナはゆっくりと手を動かし、側にあったフォークを持つ。

　そして、

「──！」

　流る夏かに向かって、まっすぐに突き出した。

　その腕は、目で追い切れるかどうかの素早さで繰くり出だされ、

「っ！」

　しかしレオナの腕は、流る夏かの眼前でその動きを止める。

　拘束具が、彼女を無理やり止めたんだ。

　その瞬間、僕の頭の中が熱く燃もえ上あがる。

「あ、あの！」

　反射的にレオナの前に腕を差し出し、彼女を流る夏かから離れさせた。

「レオナは、ちょっと病弱なんだ！　だから、その、疲れてて……！」

　思考が乱みだれに乱れている。何をどう判断すべきか分からず、目の前が真っ白になりそうで、

「う、あ、う……」

　しかし、すぐ側からレオナの苦しそうな声が聞こえてきたとき、我に返った。

「流る夏か！」

　幼馴染の名を呼び、ポケットから財さい布ふを取り出し、

「ごめん、後は頼む！」

　大きな声と共に、その財布をテーブルに置き、レオナを抱きかかえる。

「じゃあ、また！」

　そのまま僕は、彼女を抱いてお店を飛とび出でた。

　考えがまとまらないまま、ひたすら走り続ける。周囲の人は僕たちに好奇の視線を送ってくるが、そんなものを気にしている余裕なんてない。

　──いや、違う。そもそも、視線にさらされてちゃダメなんだ！

　顔を上げ、進む先に細ほそい脇わき道みちがあるのを見つけると、僕は迷わずそこに滑すべり込こむ。

　そうして人ひと気けのない路ろ地じ裏の片隅に駆かけ込こむと、彼女をゆっくり下ろした。周囲に目を向けるが、誰もいない。流る夏かたちも追ってきてないようだし、おそらくここなら大丈夫だろう。

「はあ……、はあ……！」

「レオナ」

　レオナは苦しそうに息を吐いていたが、呼びかけると目を開けて、こちらを見つめた。

「い、生いく斗と、さん……、わ、わたし……」

「安心して、何も心配することはないから」

「は、はい……」

[image: ]

　彼女は全身を小刻みに震わせ、拳こぶしを固く握りしめている。

　その右手には、ファミレスから持ってきたフォークが握られていた。

「そっか、それを使って、殺したかったんだね？　じゃあ、今こん度どこそ上手くやろう。拘束具に邪じや魔まされないように、ゆっくりと、慎重に」

「ん……、あ……、は、はい……！」

　レオナはうなずき、震える右手をこちらに向ける。本当なら衝動に任せたまま殺したいはずだろうに、その本能を抑おさえ付つけて、自分自身を制御しようとしている。

　その身に迫る苦く悩のうを思うと、胸が締め付けられてくるが、

「いいよ、その調子だ。ゆっくり、ゆっくりでいいんだ」

　その思いを口には出さず、僕は彼女を鼓こ舞ぶし続ける。

「い、生いく斗と、さん……！」

　そして、緩やかに迫ってきたフォークが、僕の胸元に突き立てられた。

「そう、それでいいんだ。そのまま、ゆっくり」

「は、はい……！」

　レオナは僕から目をそらさず、少しずつ右みぎ腕うでを近づけてくる。

「そうだ、そのまま、そのまま、ん……」

　やがて胸にフォークが刺さり、じんわりとした痛みが広がっていくが、僕は逃にげずに笑みを浮かべた。

「焦っちゃダメ、だよ……。そう、その調子で、ん、ぐ、あ、ああ……」

　緩やかに、フォークが肉を突つき破やぶり、骨の隙間を通り、奥へと突つき進すすんでくる。

「生いく斗とさん、生いく斗とさん……！」

　悲痛な表情を浮かべたまま、レオナは震える腕をねじった。

「う、んあっ……！」

　反射的に身をよじりたい気持ちを、無理やり抑おさえ込こむ。

　僕は死なない。死なないんだから、逃げる必要なんてない。

　これまでに何度も唱となえてきたことを、改めて心の中で思い浮かべた。

「ん、あ、あああああああっ！」

　叫びと共に、レオナはフォークを力強くねじり、さらに僕の中へと押し込む。

　──刹那、視界が暗転した。

　けれどそれも一瞬のことで、僕の意識はすぐさま覚醒する。

「お、え、あ……」

　かと思った瞬間、再び激痛が襲いかかり、命の灯ひが消えかけ、その直後に蘇よみがえる。

「そ、そう……、そ、それ、で、いい……」

　その繰り返しの中、僕は無理やり言葉を紡いだ。

　そうして、どれくらいの時じ間かんが経っただろうか。

「はあ、う、ん……、くぅ、あ……」

　レオナは荒い息を吐きつつも、次第にその呼吸が整っていく。

「も、もう……、大丈夫、だと、思います……」

　軽く頭を振り、彼女はゆっくりと僕から離れた。

「ふう……、ふう……、う、ん……」

　レオナはまだ呼吸を乱していたが、なんとか気持ちを落ち着けようとしている。

「本当に、大丈夫？　もう何なん回かいか『処しよ置ち』をしておいた方がいいんじゃないか？」

「い、いえ、息さえ整えば、平気です。──それより、ごめんなさい。せっかく流る夏かさんたちと、楽しく食事をしていたのに、台だい無なしにしちゃいましたね」

「ん、ああ、いや、そこは気にしなくていいよ。一いち番ばん大事なのは、レオナのことだからさ」

「えっ？」

「あっ」

　さりげなく答えてから、とんでもなく恥ずかしいセリフだったと気付く。

　二人の間で、気まずい沈黙が訪れた。

「……あの」

　やがて、レオナが意を決した様子で顔を上げる。

「ど、どうして生いく斗とさんは、ここまでしてくれるんですか？」

「へっ？」

「お仕事だからというのは分かります。でも、ただそれだけなんですか？　それだけで、ここまでできるものなんですか？」

「ん、それは……」

　戸惑いつつも、僕はどうにか言葉を紡ぐ。

「えっと、レオナは人を殺したくないと思ってるんだよね？　その思いに応えたいんだ。僕を殺し続けている限り、君は誰も殺さずに済むはず」

「は、はい」

「レオナに、人を殺して欲しくない。それが、僕の……」

　──そうじゃない。

　本当に言いたいのは、そういうことじゃないだろ？

　レオナのフォークが流る夏かに迫ったとき、心を乱されたのは間違いない。

　でも、そのとき浮かんだのは危機感なんてものじゃなかった。

　そう、あれは……。

「嫉しつ妬とだ」

　その一言を口にして、ようやく僕は、自分自身の気持ちをはっきり理解した。

　最初は一目惚れだった。レオナの力になりたいと、そう思っているのも確かだ。

　けれど、それだけじゃない。

　献けん身しんや忠ちゆう誠せいなんて言葉とは程遠い、わがままな独どく占せん欲よくが、心の中にはあったんだ。

「僕はレオナに、僕以外の人を殺して欲しくないんだ」

「……生いく斗とさん以外の人を？」

「ああ。君が殺すのは、僕だけにして欲しい。それが、根っこにある想いだよ」

　歪ゆがんでいるとは思う。誰にも理解されないという自覚もある。

　それでも、

「僕は、レオナにとっての、特別でありたいんだ」

　率直な気持ちを、はっきり言葉にした。

　レオナは一瞬、目を見開いたが、

「……わたしも」

　顔を背けず、ゆっくりと言葉を紡ぐ。

「わたしも、生いく斗とさんだけを殺したいです」

「レオナ……」

「もう、さっきみたいなことはしません。どんな衝動が襲ってきても、決して他の人には殺意を向けないと誓います。だから、生いく斗とさん……」

　彼女はゆっくりと手を差し出し、言った。

「これからも、わたしに全力で殺されてください」

「……最初から、そのつもりだよ」

　僕たちは固い握手を交わし、同時に照れた笑いを浮かべるのだった。







　持ってきたフォークを返へん却きやくするためファミレスに戻ると、すでに流る夏かたちの姿はなかった。

　店員さんに話を聞くと、もう帰ったとのことだ。代だい金きんも支払われたらしく、大きなトラブルに発はつ展てんしなかったことに胸をなで下ろす。店員さんは笑顔で応じてくれたけど、それでも僕とレオナは迷惑をかけたことを謝罪し、フォークもちゃんと返してからお店を後にした。

　その後、駅前の広場まで戻ってきた僕たちは、約束の時間にアイシャさんと合流し、

「──と、いうわけなんだ」

　さっきまでの出来事を、包つつみ隠かくさず話した。

「なるほど、茉まつ莉り様に続いて流る夏か様も、ですか。なかなか面倒な事態になってますね」

　事情を把握した彼女は、表情を変えずに縁無し眼鏡を軽く押し上げる。

「いえ、失礼しました。一いつ介かいのメイドごときが自身の感想を述べるべきではありません。大事なのは、ご主人様の決断です」

　アイシャさんは首を横に振り、レオナへ目を向けた。

「……わたしは」

　レオナは一瞬、考える素そ振ぶりを見せたが、

「わたしは、流る夏かさんたちにも協力してもらいたいです」

　そう言って、顔を上げる。

「茉まつ莉りさんには、報酬を支払うと約束しました。流る夏かさんにも、お買い物を手伝ってもらった恩おんがあります。彩あや夢め咲ざき家の当主としては、そのどちらにも応えるべきでしょう」

　言葉を紡ぎつつも、彼女は首を横に振った。

「……ううん、違いますね。そんなのはただの建たて前まえです。そういうことじゃないんです。流る夏かさんと茉まつ莉りさんは、ほんのわずかな時間とはいえ、共ともに楽しい時間を過ごした仲です。だから、約束や恩など関係なく、その願いには応えたいんです」

　その瞳には、確かな想いが宿っていて、

「──この数すう時間で、ずいぶんたくましくなられましたね」

　アイシャさんはそれだけを言って、小さくうなずいた。

「分かりました。では、その方向で進めましょう。ともあれ、お二人ともご無事で何よりです。お買い物も済まされたとのことですので、一応、買い漏らしがないかどうかを確認させていただけますか？」

「あ、うん、これです」

　アイシャさんはレオナから紙かみ袋ぶくろを受け取り、その中身を見つめる。

「はい、問題ありません。ありがとうございました」

「アイシャも、ありがとう。苦く労ろうをかけたわね」

「……はて。どういう意味でしょう？」

「だって、大変なお買い物だったんでしょ？」

「──気付いていらしたのですね」

「ふふっ、なんのことかしら？」

「いえ、お気遣いありがとうございます。こちらの買い物も無事、完了してます」

　二人の間でいくつかの会話が交わされた後、レオナがゆっくりと、僕に顔を向けた。

「彩あや夢め咲ざき家へ戻りましょう」

「ああ、そうだな。やるべきことは盛もりだくさんだ」

「はい！」

　笑顔を見せると、彼女も微笑み、アイシャさんと並んで歩き出す。

　──その二人に続きつつ、頭に浮かぶのは、ファミレスでの出来事だ。

　すなわち、レオナが流る夏かにフォークを突き立てようとした、あの瞬間のこと。

　殺人衝動が暴走したのは、これで二度目で、しかも二日連続だ。

　アイシャさんいわく、『臥ふし宮みや生いく斗との影響』ということなんだけど、でも本当にそれだけなのか？

　何か別の条件があるのかもしれない。

　たとえば、昨日との共きよう通つう点が、今日一日のうちにあったんじゃないか？

　そんなことを考えながら、僕はレオナたちの後を追いかけた。

　杞き憂ゆうに過ぎないことを、心の底から願いながら。










　　　──　　　──　　　──　　　──　　　──　　　──　　　──





雑記七─二






　娘と二人で海外へ出かけた。

　仕事で遠とお出でをする際、今まではあの人に世話を任せていたけど、これからはそうもいかない。

　悩んだ末での決断。不安は大きかったけれど、現地の宿しゆく泊はく先で日に本ほん人じんの家族と出会えたのは幸いだった。

　少し話をして、信頼できる人たちだと確信。娘の世話をお願いしてみると、あっさり了承してくれた。




　仕事自体は大して難しくなかった。金と欲のために、五人も殺しているクズだったが、それ以上でもそれ以下でもない、ただのクズだ。

　寝ね込こみを襲い、あっさりと任にん務む完了。

　予定と違ったのは、そいつの家に子どもがいたこと。

　標ひよう的てきを仕し留とめた直後、地下から物音が聞こえたから、確かめてみると、そこには一人の女の子がいた。

　娘がいるという情じよう報ほうは聞いてなかったが、不測の事態なんてものはいくらでもある。

　そもそも、実じつ子しかどうかも不明だ。その子の格好はあまりにもみすぼらしく、まともな食事さえ与あたえられてない様子だったから。

　殺してもよかった。子どもとはいえ目撃者である以上、『処理』すべき対象だったことは確かだ。

　けれど、気の迷いか、同どう情じようか。あるいはそのどちらもか。

　うつろな目でこちらを見つめる彼女へ、私は言ったんだ。

「来るか？」と。

　その簡潔な問いに、その子は無言でうなずいた。

「名前は？」

　さらに尋ねると、彼女はかすれる声で、自身の名を伝える。

　それ以い上じようの問もん答どうは必要なかった。







　　　──　　　──　　　──　　　──　　　──　　　──　　　──
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「やあ、こんばんは」

　すっかり陽が暮くれた頃に流る夏かの家へ寄ると、彼女は玄げん関かんの前で僕を出迎えてくれた。

「ごめんな、昼間はあんな別わかれ方になっちゃって」

「気にしなくていいよ。緊急事態だったんだろう？」

　端たん的てきに話を切きり出だすと、彼女は手に持った物を僕に手渡してくる。

　それは、ファミレスに置いてきた財布だった。

「奢おごってやってもよかったんだけどね。そこはきっちりしておいた方がいいと思って、生いく斗ととレオナ君の分だけ使わせてもらったよ。レシートも入れてるから、確認しておいてくれ」

「ああ、ありがとう」

　答えながら、そのままポケットに仕し舞まい込こむ。

「それで、用よう件けんは？」

「うん、えっと、さっきまで、その……、『お仕事』だったから、こんな時間になっちゃったんだけどさ、レオナからの伝言があるんだ。流る夏かに、飾り付けを手伝って欲しいんだって」

「ふむ、そういうことか。こちらとしては、もちろん大だい歓かん迎げいだ」

「そうか、それは助かる。じゃあ早速なんだけど、明日からでも構わないか？」

「生いく斗とと一緒に、レオナ君の家に行けばいいのかい？」

「そうだな。放課後に校門の辺りで待っててくれるか？　明日もきっと、アイシャさんが迎えに来るはずだから、そこで合流しよう」

「分かった。それじゃあまた明日、かな？」

「うん。また明日」

　伝えるべきことを伝え終えると、僕は軽く手を振り、背を向ける。

　しかしすぐに振り返り、流る夏かを見つめた。

「どうしたんだい？」

「──嫌なら、断ってもいいんだぞ」

　その一言に、流る夏かは少しだけ肩を震わせたが、しかしすぐ、首を横に振った。

「断る理由なんてないさ。自分の趣味を披ひ露ろうできる、またとない機会だからね」

「……そっか。じゃあ、明日からよろしくな」

「ああ。また明日」

「うん」

　簡潔に言葉を交わし、僕は今度こそ振り返らずに月つき島しま家を後にする。

　そうして、そのまま近所の商店街へ向かって歩き出した。

　さて、次は茉まつ莉りか。あいつにも、報酬の件を伝えないとな。

　茉まつ莉りが立たち寄よってそうな食べ物屋さんを目め指ざして、僕は足を動かした。







　それから数すう日じつ、デスゲーム作りは順調に進んでいた。

「……ここはペンタグラムのタリスマンを重じゆう点てん的てきに置くべきか。となるとこっちにはシリウスのサンダイアルをいくつか。で、そっちにはルーンストーンを敷き詰めるというのもありか」

　ブツブツとつぶやく流る夏かの側で、僕とアイシャさんも自みずからの作業に専せん念ねんしている。

　屋おく内ないのあちこちには、もうすでになんらかの装置や、機械らしきものがいくつも配はい置ちされていて、あとはちょっとしたひと手間を加えれば、開催できるという段階までになってるんだ。

　けれどもちろん、『デスゲームを作ってる』なんてことを知られるわけにはいかない。

　その点をどうクリアすべきか、僕たちは話し合い、たどり着いた結論が、

『偽にせ物もののゲームを仮か設せつする』

　というものだった。

　ゲームのギミックやデザイン、全体的なコンセプト等はそのまま進めるけども、『死ぬ要よう素そ』だけはひとまず排除。安全面めんに配慮し、『誰もが普通に楽しめそうなゲーム』を完成させる。

　そしてそのゲームを茉まつ莉りに遊んでもらった後、改めて作つくり直なおす。

　余計な手間はかかるけど、リスク回かい避ひのためには必要な遠とお回まわりだと思う。そしてその計画は、今のところ成功しているようだった。

「ところで、このゲームをお披ひ露ろ目めをするときには、私も『その場』に立たち会あえるのかい？」

「もちろんです。開催当とう日じつにご招しよう待たいさせていただきますので、心ゆくまで楽しんでください」

「ありがとう。ワクワクしてきたよ」

　実際、流る夏かはアイシャさんと軽快に話し合ってるし、不審に思ってる気配はない。茉まつ莉りもあの日以来、彩あや夢め咲ざき家には来てないけど、この様子だと当日は楽しんでもらえるはずだ。

　そんなわけで、作業は大おお詰づめを迎えつつあるわけだけど、実はこの段階においても、僕自身はゲームの詳細を知らないでいるんだ。

　どこにどんな仕掛けがあり、どう攻こう略りやくすればいいのかなんて、さっぱり分かってない。

　ただ、それも当然と言えば当然だ。本当の本ほん番ばんで、デスゲームを体験することになるのは、この僕なんだから。

　参加者である僕が『答え』を知っていたら、ゲームとして成り立たない。そんな事態を避けるため、僕はゲーム作りの『根っこ』の部分には極きよく力りよく関わらないようにしている。そのことは、レオナやアイシャさんとも話し合った上での結論なんだ。

　……でも、そうなると僕の役目は必然的に、単純な力ちから仕し事ごとがメインになるわけだけど、完成を間近に控えた今、そんな単純作業もほとんどなくなってくるわけで。

「よし、終わり」

　よく分からないたくさんの配はい線せんが絡からんだ、分厚い金属で覆われた装置を運んで、指定された場所に置いたところで、一ひと息いきつく。予定通りなら、これで僕のやらなきゃいけないことはなくなったはずだ。あとは、本当に細かい飾り付けを済ませれば、ゲームは完成する。

　軽い達成感と共に、手の空いた現状が落ち着かなくて、ぼんやり周囲を眺めた。流る夏かは楽しそうに持じ参さんしたアクセサリ類るいを飾り付けている。アイシャさんも最さい終しゆう調ちよう整せい段階に入っているのか、自分の作業に没ぼつ頭とうしていた。

「生いく斗とさん」

　そんな中、レオナが僕に話しかけてきた。

「もう、やるべきことは残ってませんか？」

「ん、そうだね。後は二人を見守るだけだよ」

「そう、ですか。できれば、わたしも何か力になれるといいんですけど……」

　そう言って彼女は視線を落とし、自分の手足を見つめる。身体を拘束せざるを得ない彼女は、簡単な雑ざつ務むを手伝うことすらできない。そのことを心苦しく思っているんだろう。

「リーダーの仕事は、『決断すること』なんだ。それ以外のことは、僕たちに任せておいてよ」

「は、はい、それは分かっています。分かっているんですが……」

　ここ数日の間、レオナはずっと、浮かない表情を見せていた。

　責任感や義務感、その他ほか、様々な想いが彼女の胸の中では渦うず巻まいているのかもしれない。

「……じゃあさ。レオナは、やっておきたいことって、ある？」

「えっ？　やっておきたいこと、ですか？」

「ゲームが完成した後に、何かやり残したことがあったりしたら、後悔するんじゃないかなって思ったんだ。だから、そういう不安は、今のうちに取とり除のぞいておいた方がいいよね？」

「やり残したこと……、やり残したこと……。──そうだ！」

　と、レオナは不意に顔を上げ、アイシャさんに目を向ける。

「あの、わたし、ちょっと気分が悪くなったので、休んでいてもいいですか？」

「許きよ可かを求める必要はありません。ご主人様は、ただ命めいじるだけです」

「そう、ですよね……。では、わたしは少し休みます。その際、生いく斗とさんにも看かん病びようを頼みます」

「はい、理解しました」

「では、後のことはよろしくお願いします」

「かしこまりました」

「……大丈夫かい？」

　と、二人の会話を聞いていた流る夏かが、簡潔に問いかけた。

「ん、ああ、こっちは問題ない」

　僕が代わりに答えると、彼女は口元に笑みを浮かべる。

「分かった。あと少すこしで完成だから、それまでのんびりしててくれ」

「そうか。楽しみにしてる」

　そうして、僕とレオナは大広間を後にし、ゆっくりと廊ろう下かを歩く。

「えっと、一応、確認なんだけど、本当に気分が悪くなったのかな？」

「……ううん。ちょっと、ウソついちゃいました」

　尋ねると、彼女はいたずらっぽい笑みを浮かべた。

「むしろ、体調は良りよう好こうです。あの衝動も、安あん定ていしてますし」

　確かにファミレスでの一いつ件けん以来、レオナの殺人衝動は暴走していない。

　今まで通り、陽が暮れたら発症して、僕を殺すだけだ。

「そっか、それならいいんだけど。じゃあ、どうして？」

「生いく斗とさんに言われて、気付いたんです。やり残したことがあるって」

　軽くためらいつつ、レオナはこちらをまっすぐに見つめ、

「探たん検けんを、してみたいなと思いまして」

「探検？」

「ご存知のように、彩あや夢め咲ざき家は暗殺を生なり業わいとした一族で、このお屋敷には、『そのこと』に関する道どう具ぐや資料がたくさんあるんです。これまでもその資料などを活用してきたわけですが、もしかしたら、もっと役に立つ何かがあるかもしれないんですよね。だから探検をして、その何かを見つけられたらいいな、と」

「……なるほど、その可能性はあるかもしれないな」

「もちろん、闇やみ雲くもに探すわけじゃありません。実は、母から『入ってはいけない』と言われていた場所が、いくつかあるんです」

「入ってはいけない場所？」

「当時は『子どもには危あぶないから』としか教えられてませんでしたし、その言葉を信じていました。でも、そうじゃないのでしょう。おそらく『家か業ぎようを隠したかったから』というのが本当のところなんだと思います。だとすればそこには暗殺に関する何かが、それも、とんでもない何かが、きっとあるはずです」

　確かに、一いち理りある。いや、それどころか、十じゆつ中ちゆう八はつ九く、『そうだ』と思える証しよう言げんだ。

「……入ってはいけないと言われた以上、その言いつけを守るべきなのかもしれません。でも、それじゃダメなんですよね。言われるがままじゃダメなんです」

「レオナ……」

「それに、今のわたしは彩あや夢め咲ざき家の当主です。わたしがこの家の主人なんです。知らないことを知らないままでいるのは、無む責せき任にんですし、知る責任があります」

　静かに、ゆっくりと話す彼女の瞳には、確かな覚悟が宿っている。

　その様子を見つめながら、僕は晴れやかな気持ちになっていた。

　出会った頃に比くらべたら、レオナはかなり積極的になったと思う。ここ数日の経験が、彼女にとってプラスに働いているのかもしれない。

　彩あや夢め咲ざきレオナは、先へ進もうとしている。だとしたら、僕はそれを、前向きに支えたい。

「……ただ、その」

　と、次の瞬間、その表情がかすかに強張り、足元に視線を落とした。

「あの、やっぱり、そういう場所に一人で入るのは怖くて……、だから、生いく斗とさんにも一緒に、来てもらいたいな、と思いまして」

　緊張を隠そうとしない彼女に、僕は強くうなずく。

「分かった、一緒に行こう。案内してくれる？」

「は、はい！」

　レオナは大きくうなずき、照れた笑いを浮かべるのだった。
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「ここです」

　レオナと並んでしばらく歩いた後、彼女は不意に、一つの扉の前で立ち止まった。

「禁きん止しされていた場所は他にもいくつかありますけど、この部屋だけは、絶対に入ってはいけないと、厳重に言われてました。なので、まずはここを探検してみるべきでしょう」

　扉自体はそっけない作りで、特別さは感じられないけど、レオナが『ここ』だと言ってるんだから間違いないのだろう。

「当主となった日に、アイシャからマスターキーを預あずかってます。これでどの部屋の扉も開くはずです」

　そう言って彼女は懐から一本の鍵を取り出し、軽く息を吸ってから、鍵かぎ穴あなに差さし込こんだ。

　すると軽い金属音おんと共に鍵は開けられ、僕たちは一瞬、顔を見み合あわせる。

「当たり、みたいだね」

「そう、みたいですね。で、では、入ります」

「いや、待って。僕が先に入るよ」

「えっ？」

「僕は、ほら、死なないからさ。何かあっても、大丈夫だから」

「……分かりました。では、お願いします」

　レオナは素直に首を縦に振り、一歩後ろへ下がった。

「よし。じゃあ、開けるよ」

　ドアノブに手をかけ、ゆっくりと回し、扉を押おし開あける。

　室内には真まっ暗くらな闇が広がっていたが、思い切って足を踏み入れてみた。しかし、人を殺すようなトラップが発動する、なんてことはない。

　その静かな空くう間かんの中、壁に手を当て、適当にまさぐっていると、ちょっとした突とつ起き物ぶつが手に当たる。そこに力を込めると、乾いた音ともに光が点った。

　どうやら明あかりのスイッチだったようだ。視界が広がり、飛び込んできたのは、殺人に使えそうな道具の数々──なんてこともない。

　その部屋にあったのは、いくつかの本ほん棚だなと、質しつ素そな机のみ。

　書しよ斎さいとして使われていた部屋、だろうか。

　本棚に並べられている書しよ籍せきを眺めてみると、様々な単語が目に入る。

　人体、薬やく物ぶつ、金属、爆発物、刃物や銃じゆう器き等々……。

「暗殺に関する資料、ですよね」

　同じように本棚を見ていたレオナが、小さくつぶやいた。

「こういう書しよ物もつを、わたしに読まれたくなかった、ということでしょうか？」

「うん、そうかもしれない」

「だとしたら、目を通しておくべきですね。デスゲーム作りに応おう用ようできる知識が手に入るかもしれませんし」

　すでに覚悟は決まっているのか、レオナは返事も待たず本棚に手を伸ばす。僕も無言で近くにある本を手に取り、その内容をチェックしていった。

　……そうして、しばらくは読どく書しよに耽っていたんだけど、

「うーん」

　特に有ゆう益えきな情報が見つからず、思わず声を漏らす。

　ここにある書物は、暗殺に利用できそうな物ばかりだ。それは間違いない。

　だけど、その中の一冊さつずつを読む限りでは単なる資料でしかなく、それをどう活用すべきか、素人しろうとである僕には分かりっこない。

「そっちは、何か見つかった？」

　軽く頭を振り、レオナに顔を向けた。

　が、そこにいると思っていた彼女の姿はない。

　室内を見渡すと、レオナは本棚ではなく、質素な机の前に座すわり込こんでいた。

「レオナ？」

　背後から彼女の側に近づく。

　レオナの手の中にあるのは、一冊のノートだった。

　よく見ると、机の引き出しが開かれている。その中に仕し舞まわれていたノート、ということか。

「それも、暗殺に関する資料？」

「……違います」

　レオナは首を横に振り、こちらへ顔を向けた。

「これは、母の覚おぼえ書がきです」

「覚え書き？」

「母の体験したことを、書かき記しるしたノートです。資料というより、日につ記きですね」

「じゃあ、役には立たない？」

「ううん、そんなことありません。だってここには、母の想いが残されているのですから」

　そう言ってレオナは、開いたページを僕に見せてくる。

　視界に飛び込んできたのは、そこに書かれている文ぶん章しようだ。





『──当主の座を引き継いだ以上、固く誓う。

　殺す相手を選ぼう。絶対に営利目的での殺しはしない。

　偽善だという自覚はある。でも、私自身はそうしたい。

　娘の[image: さんてん][image: さんてん]、レオナのためにも』






「……お金のために人を殺している、と思っていました。でも、そうじゃなかったんですね」

　こちらを見つめたまま、彼女は晴れやかな表情を作る。

「殺人を生なり業わいにしていたという事実は変わらないのでしょう。でも、その仕事に誇ほこりを持っていた、持とうとしていたことも、また確かなんです。それだけで充分です」

　顔を上げ、レオナは天井を見つめた。

「ゲーム作りには関係ないことかもしれません。でも、わたしの心は救われました」

　その言葉に、僕の胸にも温あたたかい気持ちが広がっていく。

「お母さんと、分かり合えたんだね」

「そう、だと思いたいです。このノートを最後まで読んでみないと、断だん定ていはできませんが」

　返事をしながら、レオナは一いつ心しん不ふ乱らんにページをめくる。

　今まで知らされてなかったことを、知ることができる。その喜びを、彼女は心から堪能している。そんな体験をすることができたんだから、ここに来た意味は充分にあったと思う。

「──えっ」

　と、そのときレオナは小さな声を漏らした。

「どうしたの？」

「……いえ、なんでもありません」

　彼女はノートを見つめたまま、かすかに指を震わせている。

「…………あの、すみませんが、先に大広間へ戻っていてくれませんか？」

　わずかな沈黙の後、レオナはそんな言葉を口にした。

「先にって……、レオナは？」

「わたしも、すぐに戻ります」

　短く答えつつ、その視線はノートに向けられたままだ。

　……もしかして、一人で読みたいのかな？

　プライベートな内容が書かれているものだろうし、僕が側にいると気が散るのかもしれない。

　何気なく、そのノートに目を向ける。チラリと飛び込んできたのは、『雑記十じゆう六ろく─九きゆう』という文字だ。

　──いや、覗のぞき見みは良くないな。

「分かった。アイシャさんたちの手伝いをしてくるよ」

　軽く頭を振り、そう告げる。

　レオナを一人だけにするのは少し不安だったけど、その意思は尊そん重ちようしたい。

　ノートから目を離そうとしない彼女と別れ、僕は大広間へと戻った。







「おかえりなさいませ」

　扉を開けた瞬間、アイシャさんがこちらに向かって頭を下げる。

　しかし僕一人だということに気付くと、軽く首を傾げた。

「ご主人様は？」

「えっと……。ちょっと、一人になりたいみたいで……」

　書斎らしき部屋に入ったことを、話していいのかどうか分からず、具体的な発言を避ける。

「でも、すぐに戻るって言ってたから、心配することはないと思いますけど」

「そう、ですか。分かりました」

　不審に思った様子もなく、アイシャさんは軽くうなずいた。

　その後、僕は雑ざつ用ようや飾り付けの手伝いに専念し、そうしてしばらく経った頃、再び大広間の扉が開かれる。

　見ると、レオナが無言のまま入いり口ぐちに立ち尽くしていた。

　その表情は虚うつろで、僕は思わず駆け寄る。

「何かあった？」

　しかしレオナは答えず、その視線はアイシャさんへと向けられた。

「……ごめんなさい。わたし、本当に気分が悪くなったので、休ませてもらいます」

　そう言って彼女は踵を返し、たどたどしい足取りで大広間を後にする。

「レオナ？」

　背後から呼びかけるが返事はなく、

「生いく斗と様」

　そんな僕の、さらに後ろから、アイシャさんが声をかけてきた。

「今日はこれでお開きとさせていただきます。よろしいですね？」

　有う無むを言わさぬ問いかけに、思わず彼女を見つめる。

　アイシャさんの表情は、普段と変わらないように思えた。けれど、その瞳はかすかに揺らいでいて、ただならぬ雰囲気に気圧された僕は、ゆっくりと首を縦に振る。

「で、でも、あの、『お仕事』は？」

　窓の外に目を向けると、そろそろ陽が沈みそうな空そら模も様ようだった。このまま僕が帰ってしまうと、レオナの殺人衝動を解消できない。

「そこは、なんとか対たい処しよします。ですので、どうかご心配なく」

「いや、でも──」

「流る夏か様も」

　僕の言葉を遮り、彼女は流る夏かに目を向けた。

「どうかお引き取り願います。続きは明日ということで、構いませんか？」

「うん、もちろん。お大事にと伝えてくれ」

「はい。お気遣いありがとうございます」

　流る夏かは手持ちのアクセサリを自分のカバンに仕舞い込んで、軽快な足取りで僕の元へ近づく。

「生いく斗と、帰ろう」

　……これ以上食くい下さがっても、迷惑をかけるだけか。

「レオナのこと、頼みます」

「頼まれるまでもありません」

　もう一度アイシャさんを見ると、彼女はいつも以上に無感情な様子でこちらを見つめ返す。

　しかしそれも一瞬のこと。アイシャさんはレオナを追って、早はや足あしで廊下を駆けていった。

　そうして、僕たちは彩あや夢め咲ざき家を後にする。

　帰かえり道みちでも、会話らしい会話は交わさなかった。

　僕はレオナのことが気がかりだったし、そのことを流る夏かも察してくれたんだと思う。

　それでも、そのときの僕は、まだ楽らつ観かん的に考えていた。

　明日になれば、また元気な姿を見せてくれると信じていたんだ。
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　──けれど、それから三みつ日か間かん、僕はレオナに会えなかった。

　流る夏かと一緒に飾り付けの手伝いをする日々が続いたが、その際にも彼女の姿はどこにもなく、アイシャさんに尋ねても「体調が優れない」という返へん答とうがあるだけ。

　それ以上のことは何も話してくれず、せめてお見み舞まいをさせて欲しいと頼んでも、ただ首を横に振るのみ。そうして、陽が落ちる前には解かい散さんとなる。そんな毎日。

　そうして、僕の気持ちを置おき去ざりにしたまま、ゲーム作りは終しゆう焉えんを迎える。

「お疲つかれ様さまでした」

　全ての作業を終えたその日、アイシャさんは僕たちに向かって労ねぎらいの言葉をかけてくれた。

「これでゲームは完成です。後は明日の開催を待つだけとなりました。お二人とも、ここまでの助じよ力りよくに感謝しています。本当にありがとうございました」

　ゲームは完成、か。正確にはこの後、『本番』に向けて改かい装そうする必要があるけど、流る夏かたちにお披露目するのは、『この状態』ってことだよな。

「流る夏か様、明日のご予定は？」

「特にない。放課後ならいつでも構わないよ」

「分かりました。では、これまで通りの時間に訪たずねてください。……生いく斗と様には、茉まつ莉り様へのお声がけをお願いできますか？」

「……ああ、後で伝えておくよ」

「では、また明日お会いしましょう。お休みなさいませ」

　頭を下げる彼女を、僕は黙って見つめる。

　言いたいことはたくさんある。でも、これ以上は踏み込めない。

　結局のところ、僕は他人なんだ。

　レオナのことを一番よく分かってるのは、アイシャさんのはずで、

「信じていいんですよね？」

　だから短く、それだけを尋ねた。

「言われるまでもありません」

「……分かりました。よろしくお願いします」

　そう言って深く頭を下げ、流る夏かと共に彩あや夢め咲ざき家を後にする。

「心配かい？」

　帰路の途中で、不意に流る夏かは声を漏らした。

「ん、まあな。でも、アイシャさんが付いてるんだ。きっと大丈夫だよ」

　なんといっても、彼女は有能メイドなんだ。

　レオナと会わせてくれないのにも、それ相応の理由があると考えるべきだろう。

「──私は生いく斗との方が心配だよ」

「へっ」

　流る夏かはさらにつぶやき、僕は思わず彼女の顔を見つめる。

　しかしその瞳は前髪で覆われていて、表情がよく分からなかった。

「何か言った？」

「いや、なんでもないよ。ただの独ひとり言ごとさ」

　と、彼女は早足で僕の前に出て、ゆっくりと振り返る。

「何度言ったか分からないけど、改めて言うよ。生いく斗との身体は、生いく斗とだけの物じゃない。神様からの贈おくり物ものなんだ。そのことを忘れちゃいけないよ」

「……ああ、分かってるよ」

「そうか、それならいいんだ」

　口元に笑みを浮かべ、流る夏かは大きくうなずいた。

「それじゃあ、私は先に帰らせてもらうよ。明日のための準備が、色々と残ってるからね」

「えっ、おい」

「おやすみ、生いく斗と」

　返事も待たず、彼女は背を向け、薄暗くなってきた道を早足で歩いていく。

　追いかけようと思えばできたけど、流る夏かはそれを望んでいないような気がして、僕は黙ってその後ろ姿を見送る。

「……茉まつ莉りを探すか」

　誰に聞かせるでもなくつぶやき、僕は近所の商店街へ向かって歩き出した。







　そんなわけで翌日の放課後、僕たち三人は彩あや夢め咲ざき家の大広間に集まっていた。

「ふおおおおおおおっ！　これは、すごいな！」

　茉まつ莉りは笑顔で周囲を眺め回し、その瞳を輝かせている。

「やるじゃないか！　まさか、ここまで全力なゲームに仕上がるとは、思ってなかったぞ！」

　興奮する彼女の隣では、流る夏かが満足げな様子で佇んでいる。

「軽く手伝っただけとはいえ、自分が関わった物を褒められるのは悪くないね」

「そうか、ルカも手伝ってたのか！　それはすごいな！」

「本当にすごいのは、生いく斗とたちだよ」

「ん……、僕は何もしてないよ。このゲームの主催者は、レオナなんだから」

　答えつつ、周囲を眺める。確かに見渡す限り、大広間は様々なギミックが設せつ置ちされていた。物もの々ものしい仕掛けの数々が煌びやかな装飾に彩られていて、ド派手なゲームが開催されるだろうことを予よ期きさせてくれる。

　気になるのは、レオナたちの姿が見み当あたらないことだ。

　アイシャさんは僕たちをここへ案内した後、「準備があるから」と言ってどこかに行ってしまったんだ。

　主催者であるレオナにも、まだ会えないでいる。彼女たちがいないと、ゲームは始まらない。

　そのことを、流る夏かと茉まつ莉りは理解しているんだろうか。

「お待たせしました」

　と、そのとき、聞き覚えのある声が室内に響ひびき渡わたった。

　同時に、明かりが消えて、大広間の中央にスポットライトが当たり、僕たちは一いつ斉せいに視線を向ける。

　光の先にいたのは、アイシャさんだ。

「ただいまより、ゲーム大たい会かいを開催します。参加者の皆みな様さまは中央へお集まりになってください」

「……えっと、もう始まってる？」

「そうみたいだね」

　僕たちは顔を見合わせ、言われるがまま部屋の中央へと歩み寄る。

　するとアイシャさんは軽く頭を下げて、口を開いた。

「時雨しぐれ茉まつ莉り様、月つき島しま流る夏か様、そして臥ふし宮みや生いく斗と様。このたびのご参加に心からの感謝を申もうし上あげます。これより主催者様から、開催のお言葉がありますので、どうかご静せい聴ちようをお願いします」

　──主催者。

　その単語に、僕は気持ちを引き締める。

「それでは登場していただきましょう。彩あや夢め咲ざきレオナ様です！」

　言葉と共に、アイシャさんは両手を高く掲げた。

　その瞬間、今度はさらに奥の方へスポットライトが当たり、僕たちはすぐさまそちらへ顔を向ける。

　視線の先にあったのは、大きな鳥とりかごだ。

　いつの間にそんな物が置かれたのかは分からない。けれど、とにかくその鳥かごの中には、一人の人物が座り込んでいる。

　両手両足を拘束され、さらには首くび輪わまで付けられたその人は、僕がよく知る女の子だ。

「レオナ！」

　彼女の名を叫んだ瞬間、レオナはゆっくりと顔を上げ、

「……ゲームを」

　たどたどしい口調で、言った。

「デスゲームを、始めます」

　次の瞬間、足元で高い音が鳴り、

「はっ？」

　目を向けた瞬間、驚きの声を上げる。

　僕の足元にあった床だけが開き、真っ暗な空間が広がっていたからだ。

　思考を巡らせる前に、身体は床ゆか下したに吸すい込こまれ、

「──っ！」

　叫ぶ余裕すらなく、闇の中へと消えた。










　　　──　　　──　　　──　　　──　　　──　　　──　　　──





雑記七─五






　海外で出会ったあの家族のことを、今でも思い出す。

　娘が世話になったからというのもあるが、それ以上に、仲睦むつまじい様子がまぶしかったから。

　レオナと年の近い男の子がいる、三人家族。みんな明るく、健すこやかで、傍はたから見る限りではまさに理り想そうの家族という感じだったが、でも、その夫ふう婦ふが言うには『親失しつ格かく』なのだそうだ。

　子どものことより、どうしても仕事を優先してしまう、とのこと。

　そういう生いき方かたしかできないんだ、と。

　その詳しい事情までは聞けなかったが、でもまあ、自覚があるのなら大丈夫だろう。

　この世界には親としての自覚どころか、我が子を獣けもの同どう然ぜんに扱う奴らだっている。

　きっとあの人たちは、ああいう連れん中ちゆうと同じ道を歩かない。




　夫婦の懸念を余よ所そに、男の子は無邪気で、元気いっぱいだった。

　レオナとも仲良くなったみたいで、お別れのときはどちらも目に涙を浮かべていたのが印いん象しように残っている。

　……もしもまた、いつかどこかで、再び出会ったとき、二人はお互いのことを覚えているだろうか。

　さっぱり忘れているのかもしれない。そもそも出会う機会すら訪れないかもしれない。

　それでも、もしも再会できたらそのときは、きっと仲良くなれる。

　そんな根こん拠きよのない未来が、なんとなく頭に浮かぶ。

　これは予よ感かんというよりも、願いだ。

　親として、一人の人間として、この子たちの幸せを願わずにはいられない。

　幸せになっていいはずだ。



















　　　──　　　──　　　──　　　──　　　──　　　──　　　──
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「んがっ！」

　固い床に身体を打うち付つけた瞬間、全身に激痛が走った。

　頭の中が真っ白になるが、その痛みを無視して強引に起き上がる。

　ここは、どこだ？　周囲を見渡しても、薄暗いせいでよく分からない。耳を澄すませてみても、大きな物音は聞こえない。

　ただ、落ちてきたってことは、地下なんだよな？　あの大広間の下に、こんな場所があったのか？　もしかしてここも、ゲームの一環で作った？

　数々の疑問に、思考を巡らせていると、

『事態は把握できましたか？』

　不意に言葉が届き、すぐ近くで光が点る。

　目の前にあるのは、三台だいのモニターだ。そのうちの中央の物が作動し、レオナの顔を大きく映うつし出だしていた。

「あ、あの、いったい、どうなってるんだ？」

『ルールを説明します』

　困惑する僕と目を合わせようともせず、彼女は口を開いた。

『一度しか言わないので、よく聞いてください。あなたにはこれから、ゲームに参加してもらいます。そのゲームをクリアできれば、人ひと質じちは解かい放ほうされます』

　その言葉と共に、左さ右ゆうのモニターも点てん灯とうする。

「な、なんだよ、これは……」

　それを見た僕は、思わず声を漏らした。

　全身を鎖で拘束された、流る夏かと茉まつ莉りが映っていたからだ。

『お二人は今、密みつ封ぷうされた特とく殊しゆな棺かん桶おけに閉じ込められています。この棺桶を開けるためには、特別な鍵が必要で、鍵を手に入れるためには、いくつかの試し練れんをクリアしなければなりません。以上を踏まえた上で、改めて申し上げます』

　軽く息を吸ってから、レオナは言った。

『これはドッキリではありません。あなたがクリア条件を満たせなければ、人質の命は失われます。死ぬということです。そのことを充分に理解して、行動してください』

　言い終わると同時に、レオナの姿は消え、その両りよう隣どなりの映像には異変が起きる。

　棺桶の上じよう部ぶから、水みずが流ながれ出だしたんだ。

「ん……」

「あ……？」

　今まで気を失っていたのか、その水に反応して流る夏かと茉まつ莉りは目を覚まし、

「え、あ、何……？」

「つ、冷つめたい！」

　すぐさま驚きの声を上げた。

「ど、どうなってるんだ？」

「う、動けない！　なんなんだ！　なんなんだ、これ！」

　困惑する二人を見て、僕の頭に電でん撃げきが走る。

　くっそ、マジか！

　フェイクでもなんでもない、本当のデスゲームが始まってるじゃないか！

　しかも、流る夏かたちを巻き込んで！

　なぜこんなことになったのか、さっぱり理解できないけど、でも、やるしかない。

　レオナは試練をクリアしろと言った。僕がここに落とされたのも、その一環ということなのだろう。ならば、この場所にはなんらかの手がかりがあるはずだ。

　モニターにはパニックに陥る流る夏かたちが映っているが、でもそこに流ながれ出でている水は微び量りようだ。

　棺桶の中を満たすには、まだ時間がかかるはず。急いそぐ必要はあるけど、焦ってはいけない。

　──そのとき、頭ず上じようでほのかな光が灯ともり、反射的に見上げる。

　天井から小さな豆まめ電でん球きゆうが吊つるされていた。おそらく、遠隔操作でスイッチが入るようになっていたのだろう。

　視線を戻し、状況を確かめる。装飾も何もない、質素な個こ室しつ。その中央に、不ぶ気き味みな装置が設置されていた。テーブルの上に細ほそ長ながい透とう明めいな筒つつがあり、その内うち側がわがいくつもの刃物で覆われているんだ。

　刃物を潜くぐり抜ぬけた先には、小さな鍵が置かれている。あれを取るしかない、ということか。

　近づいて見てみると、腕の一本くらい通りそうな太さではある。

　その筒の中に、僕はためらわずに右腕を突っ込んだ。

　刹那、刃が回かい転てんし始め、激しく暴あばれ狂くるって僕の腕を切きり裂さく。

「ぐ、あああっ！」

　襲い来る痛みに耐えながら、構わずねじ込こみ、奥にあった鍵をつかみ取とると、

「ん、あ、ああ、ああああああああっ！」

　無理やり腕を引ひき抜ぬいた。

「う、ぐ……」

　血まみれになった手を眺める。『リセット』されないということは、死ぬほどの傷じゃないということ。そのことを確認してから、明るくなった部屋を改めて見渡してみた。

　すると、その片隅に簡かん素そなドアがあることに気付く。

　ふらつく足取りで近づき、解かい錠じようする。無む傷きずの左ひだり手てでノブを回すと、勢いよくドアを開けた。

　視界に飛び込んできたのは、狭せまい廊下と、その行いき止どまりにある何かの銅どう像ぞうだ。

　なんだろう？　その姿を確かめるために、一歩踏ふみ出だし、

「っ！」

　刹那、足元に衝撃が走り、その場で膝ひざをついた。

　顔をしかめながらも、事態を把握する。右みぎ足あしに、大きなトラバサミが食くい込こんでいたんだ。

　……あの銅像は、この罠から目を逸そらすために置かれていたってことか。

「う、上手く、作られてる、じゃない、かああああっ！」

　両手でトラバサミをつかむと、僕はそれを無理やり引きはがした。痛みからは解放されたが、右足首は血に塗れ、まともに歩けるかどうか分からない。

　が、それでもやはり、『リセット』はかからなかった。

　だったらこのまま進むしかない。立ち上がり、さらに一歩を踏み出し、

「うお、あっ！」

　その床下から何本もの針が突き出し、左ひだり足あしに突つき刺ささった。

「ま、またか……！」

　同じような手を続けて食らう自分にげんなりしてくるが、気き落おちしてる場合じゃない。

　針から足を引き抜き、今度は右足を、慎重に前へ置く。

　よし、何も起きない。

　僕は安堵のため息をつき、さらに前ぜん進しんしようとして、

「──づあっ！」

　左ひだり腕うでに鋭い痛みが襲った。

　見ると、二にの腕うでにボウガンの矢やが、深く突き刺さっている。

「こ、今度はそっちか……」

　視し点てんの誘ゆう導どうが上手い。ちゃんと考えて作られた仕掛けなんだと実感させられる。

　とはいえ、ダメージ自体はそれほどでもない。両腕両足に傷を受けてはいるが、『リセット』がかかるほどじゃないんだから。

「こんなものじゃ、僕は殺せないぞ！」

　気持ちを奮ふるい立たたせるため、ありったけの声で叫ぶ。

　──次の瞬間、背後から衝撃が襲い掛かり、うつ伏ぶせに倒された。

　おそらく、後ろの方にあったなんらかのトラップが、何かの拍子に作動したのだろう。

　その詳細を確かめる余裕もないまま、僕は顔を上げ、──思わず目を見開く。

　天井が、落ちてきたからだ。

「っ！」

　避ける暇なんてなく、僕の全身は一瞬で押し潰された。

　肉と骨と内ない臓ぞうの、同時にひしゃげる音が耳に届く。

　まさに即死としか言いようがない衝撃を受け、今度こそ僕には『リセット』がかかった。

　しかし『なかったこと』にされると同時に、天井だった物がそのまま再び僕を押し潰して、またもや即座に殺される。

「ん、べ、ぐ、あっ……」

　リセット、即死、リセット、即死、リセット、即死……。

　その繰り返しから逃れられないまま、僕は死に続けた。

『分かりましたか？』

　そのとき、どこかから声が鳴なり響ひびく。

『もしかしたら生いく斗とさんは、こう思われていたかもしれません。「死ななければ、デスゲームなんてクリアできる」と』

　……図ず星ぼしだ。

『不死者である生いく斗とさんなら、そう考えるのも当然でしょう。けど、これが現げん実じつです。あなたでは、このデスゲームをクリアできないんです』

　レオナの淡々とした口調の中には、確かな自信がにじみ出でていて、しかしそれも当然だなと、一人で納得したりする。

　身動きを取れなくしたまま、殺し続ける。『臥ふし宮みや生いく斗と対たい策さく』としてはベストな答えだと思う。

　不死者としての性せい能のうや特とく性せいを、ちゃんと理解しているからこそできた対策であり、僕を実験台にしてゲーム作りを進めていた、その成果が出ていると言ってもいい。

『警けい告こくです。これ以上ゲームの続ぞつ行こうを望むのなら、本当にあなたの親しい人を殺します。それが嫌なら、今すぐリタイアを宣せん言げんしてください』

　死に続ける僕の頭上から、さらなるアナウンスが響き渡る。

『そして、二に度どとわたしに関わらないと誓ってください。そうすれば、流る夏かさんと茉まつ莉りさんを解放します』

　……相変わらず、レオナの意図は分からない。

　なぜこんなことをしたのか、何を考えているのか、僕にはさっぱりだ。

　でも、彼女の言う通りにすれば、二人が助かるということは信じられる。その約束は、絶対に守ってくれるはずだ。

　けれど、じゃあ、レオナは？

　僕がリタイアして、レオナと関わらなくなったら、彼女はどうなる？

『衝動のことなら、ご心配なく。あの日以来、なんとか制御できるようになったのです』

　──制御できるようになった？

『生いく斗とさんのお力を借りなくても、どうにかなるということです。ですので、お仕事の契約は打うち切きりとさせていただきます』

　耳を疑うような話だが、でも、それが本当なら、確かに僕が関わる必要はない。とはいえ、いきなりそんなことを言われても、すぐには受け止められない。死に続けている真まっ最さい中ちゆうに、気持ちの整理なんてできるわけがない。

「レ、レオナ……」

　思考がまとまらず、ただ彼女の名前だけをつぶやく。そこから先は何も口にできず、静寂が廊下に広がった。

『……』

　すると、頭上から息を吸うような音が聞こえ、

『ええい、早く決断しないか！』

　激しい口調が鳴り響く。

『貴様に選せん択たくの余地などない！　それを理解できぬほど、愚おろかではないはずだ！』

　激げき情じようにあふれたその叫びに、胸が痛む。

　固く目を閉じる僕の頭上から、レオナはとどめを刺すかのように、言った。




『分かったのなら、今すぐリタイアしりょい！』




　──しりょい？

『……あ』

　一瞬の沈黙の後、彼女はかすかに声を漏らし、やがて沈黙する。

　……そういうことか。

　今の反応で、全てを理解した。

　レオナは、ウソをついている。出会ったときと同じように、演えん技ぎをしてるんだ。

　だとしたら、やるべきことは一つだ。

「だい、じょうぶ……！」

　はっきりと声に出し、レオナに向けて言った。

「僕は、このゲームを、クリア、してみせる……！」

　本心を偽っていると分かった以上、彼女の提案を素直に聞くわけにはいかない。

『だ、だめです、生いく斗とさん！　リタイアしてください！』

　あたふたと慌てる声が聞こえてくるが、僕はあえて無視して、全身に力を込めた。

「ん、ぐ、うっ！」

　のしかかる重さは変わらず、僕を押し潰そうとする。死の瞬間は何度も襲いかかり、意識は白しろ黒くろを繰り返すばかり。絶望的な状況であることは間違いない。

　でも、だからどうした。

　死なない身体になってから三年、僕は色んな局面に出くわしてきたんだ。

　この程度のことは、ピンチでもなんでもない！

「うぐ、があっ！」

　限げん界かいまで力を振ふり絞しぼっても、『これ』をどうにかすることなんてできないのだろう。

　ならば、限界を超えればいい。そのやり方かたを、僕は知っている。

「う、お、おおおおっ！」

　人間の身体には、自分の力を自じ動どう的てきにセーブする機き能のうが備わっている。無理して身体を壊すと、死ぬかもしれないから、脳がリミッターをかけるんだ。

　言い換えれば、死なないと分かっていれば、リミッターはかからないということでもある。

　どれだけ無茶なことをしても、絶対に死なない。その事実を何度も体験し、全身に刻きざみ込こんだ結果、僕はリミットのオンオフを、自分で切きり替かえられるようになったんだ。

「──っ！」

　身体中の筋きん肉にくと神経がちぎれ、食いしばった歯が折れる。目からは血けつ涙るいがこぼれ、脳の回かい路ろも次々と焼やき切きれる。

　その強烈な負荷を受けて『リセット』がかかる、まさにその瞬間、

「んんんんああああああああっ！」

　無理やり、根こん性じようで、『スイッチ』を入れた。

　刹那、全身に力がみなぎり、天井だった物を一気に持もち上あげる。

「ああああああああっ！」

　そしてそのまま前へと滑り込み、圧あつ殺さつを回避。

　標的を失った『それ』は、背後で盛大な音を響かせるが、僕は振り返らずに駆け出す。

　──突然の出来事に困惑していたし、レオナの真しん意いも分からなかったから、迷いもあった。

　でも、今は違う。絶対にクリアすると決めた以上、全力を出す！

　一歩進むごとに、足元では何かが作動するが、その仕掛けを食らうよりも先に、僕は前へと駆けていった。

　背後からは爆発音に破は裂れつ音、その他諸々の派手な音が聞こえてくる。自分の家でここまでするのか、と妙に感心しつつも、僕は足を動かし続け、やがて銅像の前までたどり着く。

　勢いのまま像ぞうの頭に触れると、かすかな手ごたえ。そのままひねってみると、顔の部分が横に向き、同時に、足元から鈍い音が響いた。

　続けて銅像は土ど台だいごと、僕を乗せたままゆっくり上昇していく。さらには頭上でも音が鳴り、見上げると、天井が真まっ二ぷたつに開こうとしていた。

　視線誘導のためだけに、置かれていたわけじゃないってことか。

　ともあれ、地下エリアはこれで脱だつ出しゆつ完了。気持ちを集中させるため、僕は小さく息を吐く。

　その瞬間、真正面から何本もの矢が降ふり注そそぎ、

「っと！」

　反射的に身を屈めてそれを避けた。

　まったく、少しも油断できないな……。

　気持ちを張はり詰つめたまま、銅像と共に地ち上じようへたどり着き、その動きが止まる前に転がり出る。

　顔を上げ、周囲を見渡すと、目の前にはいかにもメカメカしい光景が広がっていた。

　電気ノコギリにギロチンの振ふり子こ、巨大バーナーにトゲだらけの床と、殺す気満まん々まんな仕掛けが部屋中にあふれている。

　部屋の向むこう側がわの壁には大きなレバーが設置されていて、強い存在感を示していた。あれを引けってことなんだろうけど、そこにたどり着くためには、この数々のトラップを潜り抜けなければならない。でもここから見る限り、そんな『隙』はないように思える。

　ノコギリもギロチンも、動く速はやさが尋じん常じようじゃないし、バーナーが放つ炎ほのおも苛烈だ。どうあがいてもどこかのタイミングで、何かのトラップを食らうことになる。即死クラスのトラップを。

　それでいい。それでこそ、臥ふし宮みや生いく斗と用ようのデスゲームだ。

「行くぞ！」

　気合いの声を上げ、僕は駆け出した。

　途端、いくつものトラップが襲いかかってくるけど、それら全てを避けることなく、全力で走り続ける。トラップがここまで密みつ集しゆうしている以上、避けてもムダだ。

　だからこそ、まっすぐに進む。

　電気ノコギリが両腕を切断し、ギロチンが頭を割る。バーナーが胴体を焼やき、トゲだらけの床が足を貫く。僕の五ご体たいは即座にバラバラになるが、瞬時に『リセット』がかかり、

「おおおおおおっ！」

　勢いのまま、レバーの側まで転ころがり込こんだ。

　そしてすぐに立ち上がり、レバーに手をかけて、勢いよく下ろす。次の瞬間、目の前の壁がゆっくりと割れて、新たな道が開かれる。

　光が差すその方向へ、僕はさらに駆け出した。




　　　２




　そこから先も、過酷なゲームは続いた。

　灼しやく熱ねつの部屋に極ごつ寒かんの部屋、電気やレーザーや、爆発まみれの場面等々。

　どれもが必殺な瞬間の連続だったけど、僕はそれを全力で攻略し続けた。

　その中には、茉まつ莉りのアドバイスを受けて作られた物や、流る夏かの飾り付けが施された物もあったと思う。本当ならもっと時間をかけて、それらの仕掛けを堪能するべきだったんだろう。

　けれどもう、その願いは叶わない。僕はただ、無む心しんになってひたすら前へと進んだ。

　そんな状況の中でも、頭に浮かぶのはレオナのことだ。

　なぜ彼女が、こんなことをしたのか。

　予定が変わったのは確かだ。じゃあ、いったい何が原因で？

　僕はここ数日の、レオナの言げん動どうを思い浮かべ、……一つの結論にたどり着く。

　彼女への想いを胸に、なおも駆け続け、いくつものトラップを乗のり越こえ、

「よし」

　目の前の扉を開いた。

　試練の先に待ち受けていたのは、見み慣なれた大広間だ。

　視界に飛び込んでくるのは、立たせるように置かれた二ふたつの棺桶。

　そして、その真正面に佇む一人の女性だ。

「アイシャさん」

　名を呼ぶと、彼女は右手を掲げる。その手の中には、小さなスイッチらしき物があった。

「これを押せば、棺桶のロックは解かい除じよされます」

　なるほど、『鍵』というのは、あのスイッチのことか。

　よく見ると、棺桶の周囲にはいくつもの管くだや、何かの装置らしき物が備え付けられている。

　メーターのような物もあり、その数すう値ちはどちらも『87％』と表ひよう示じされていた。

　あの中に、流る夏かと茉まつ莉りが閉じ込められている。そしてきっと、残された時間はあとわずか。

「スイッチを渡わたしてください」

　短くそれだけを言って、僕は右手を前に出す。

　しかしアイシャさんは、表情を変えずにこちらを見つめたまま、

「どうぞ、ご自由に」

　あろうことか、そのスイッチを、自分の胸の谷間に差し込んだ。

　……いや、分かってる。彼女の意図は明白だ。

　欲しければ、力ずくで奪えってことだ。

　もちろん、それがどれほど困難なことかも理解している。出会ったときに負っていた傷も、すでに完かん治ちしているだろう。普段の僕なら、アイシャさんに勝てる可能性はゼロに近い。

　けれど、今の僕は、普段とは違う。そしてそのことを、彼女なら察しているはず。

「関係ありません」

　こちらの心を読んだかのように、アイシャさんは言った。

「私はただ、ご主人様をお守りするだけです」

「……分かりました」

　彼女の言葉に、僕はうなずく。これ以い上じようの会話は必要ない。

　神経を研とぎ澄すませ、全身に力を溜め、

「──えあっ！」

　一気に爆発させる。

　アイシャさんとの間ま合あいを一瞬で詰めると、僕は右腕を突き出した。

　胸の間にあるスイッチへ手を伸ばし、

「──」

　次の瞬間、彼女の身体は流れるように翻ひるがえり、その手をかわす。

　そして勢いのままこちらの右腕をつかむと、僕の動きを利用して、床に引ひき倒たおそうとした。

　無理に抵抗すれば、余計なダメージを食らう。

　だから僕は、あえて自分から身体を倒し、

「うおおおおっ！」

　アイシャさんの動きをさらに逆利用して、自身を半はん回転させた。

　驚きのためか、身体を強張らせた彼女は、背中から床に叩き付けられる。

「か、はっ！」

　肺の中にある息を吐き出し、アイシャさんは苦悶の表情を浮かべた。

　そんな彼女の鳩尾みぞおちへ、僕は全力で右みぎ肘ひじを振り下ろす。

「っ！」

　声も漏らさず、アイシャさんは大きく目を見開き、やがて、全身を弛し緩かんさせて倒れ伏した。

「──すみません」

　自然とそんな言葉が漏れるが、躊ちゆう躇ちよしている余裕はない。動かなくなった彼女の胸元に手を伸ばし、今度こそスイッチを手に入れると、棺桶に向け、備え付けられているボタンを押した。

　刹那、いくつもの電でん子し音が鳴り響き、『90％』まで上がっていたメーターは動きを止める。

　続いて鈍い音が聞こえ、二つの棺桶が同時に開いて、大量の水があふれ出だした。

　中にいた、二人の姿があらわになる。その全身は太い鎖で縛しばられていたが、開かい放ほうと連れん動どうして、拘束が一気に解かれ、勢いよく倒れ出た。

「茉まつ莉り！　流る夏か！」

　名を呼び、僕はすぐさま駆け寄る。

　茉まつ莉りはぐったりとしているが、呼吸は規き則そく正ただしく、危険な様子はない。

「ゴホッ、ガハッ！」

　一方、流る夏かは何度もセキ込こみ、その呼吸は激しく乱れていた。

「る、流る夏か……」

「へ、平気さ……。ちょっと、水を、飲のんじゃっただけ、だよ……」

　ゆっくりと身体を起こし、彼女は苦にが笑わらいを浮かべる。

　その反応を見て、僕は大きく息を吐いた。

　三年前の出来事が、頭をよぎる。あのとき、僕は何もできなかった。

　でも……。

「流る夏かのこと、今度は守れたのかな？」

「……答える必要があるかい？」

　質問に質問で返され、僕もかすかに笑みを浮かべ、首を横に振った。

「それより、生いく斗とにはまだ、やることが残ってるだろう？」

　そう言って流る夏かは立ち上がり、息を整え、僕の胸に拳を当てる。

「早く行きなよ」

「……茉まつ莉りの介かい抱ほうを頼む」

「うん」

　言葉を交わすと、僕はゆっくりと歩を進めた。

　向かう先にいるのは、一人の少女だ。

「──さすがは『不死身の生いく斗と』ですね」

　鳥かごの中に入った彼女は、こちらに目を向け、口を開く。

「不死者でさえ殺せるようにと、限界まで殺意を高めたゲームを作ったつもりでしたが、それでも止められませんでした。クリアおめでとうございます。あなたの勝ちです」

「……そうか」

「ですが、これで分かったでしょう？　わたしは、あなたの友ゆう人じんを殺そうとするような人間です。暗殺一家の当主であり、呪われた血を受け継ぐ人間なんです。そんな人とは、もう、関わるべきではありません。お二人を連れて、さっさとこの家を出ていってください。そして二度と近づかないでください」

　レオナは突つき放はなす言い方をして、かすかな笑みさえ浮かべる。

　確かに、彼女の言う通りだ。レオナたちが、二人を危険な目に遭わせたことは間違いない。

　だけど、僕には分かっている。レオナの態度が、演技であることも。

「嫌だ」

　だから、はっきりと、そう答えた。

「どうしてですか？　わたしは流る夏かさんたちを殺そうと──」

「本気で殺すつもりなら、もっと他にやり方があったはずだ。殺人衝動を解消したいだけなら、デスゲームの人質に利用する必要なんてない。ただ普通に、殺せばいいんだから」

　返事も待たずに、僕は続ける。

「同じことはアイシャさんにも言える。彼女は僕の前に立ちふさがったけど、本当に妨ぼう害がいするつもりなら、わざわざスイッチを見せたり、説明したりする必要もなかったんだ。もしも僕が、あのスイッチを奪えなかったら、アイシャさん自身がギリギリのタイミングで押して、二人を解放する。そういう予定だったんじゃないのか？」

「そ、それは……」

「つまり、このデスゲームは、誰かを殺すことが目的じゃなかったってことだ。本当の目的は、僕を脅おどして彩あや夢め咲ざき家との関係を絶つこと。そうだよね？」

「……」

　レオナは無言でうつむく。反論はない、ということだろう。

　もちろん、どうしてそんなことをしたのかという疑問は残る。

　しかしそれも、僕の中では答えが出ていた。

「あのノート、だろ？」

　その問いに、彼女は肩を震わせる。

「レオナ自身に関する、何か重じゆう要ようなことが書かれてたんじゃないのか？　だからこんなことをした。それ以外に思い当たることがないんだ」

「……」

　レオナは沈黙を貫いていたが、やがて懐から何かを取り出す。

　やはり、と言うべきだろうか。それは、書斎で見つけた、あのノートだった。

「……わたし、悪い子なんです」

　ゆっくりとした口調で、彼女は声を漏らす。

「殺人衝動を解消するために、不死者である生いく斗とさんを利用するつもりでした。信頼できる方だと思っていたのは本当ですが、打だ算さんや計けい算さんがあったことも事実です」

「ん、まあ、最初からそういう話だったからね」

「はい。ですから、ビジネスだと割り切って接せつしていたつもりでした。……でも、いつの間にかその気持ちが少しずつ変わってきて、やがて、いつまでもこの関係を続けたくなったんです」

　レオナのその言葉に、僕の鼓動が高たか鳴なった。

「あ、あの、それって──」

「けれど、あの日」

　こちらの声を遮り、彼女は続ける。

「書斎でこのノートを見つけて、ここに書かれていることを目にして、前向きな気持ちなんて吹き飛びました」

　そう言ってレオナは、手に持ったノートをカゴの隙間から差し出してきた。

「読んでいい？」

　うなずいたのを見て、僕はそれを受け取り、ゆっくりと開く。

　あのとき、レオナが読んでいたのは、確か『雑記十六─九』と書かれていたところだ。

　僕はページをめくり、目当ての文字を見つけたそのとき、

「前向きな気持ちになんてなれるはずがありません」

　彼女は震える声で、言った。

「だって、わたし、自分の両親を殺してるんです」










　　　──　　　──　　　──　　　──　　　──　　　──　　　──





雑記十六─九






　死し期きが近い、という予感が頭をよぎったとき、あの日のことを思い出した。

　あれからもう、十年が経つ。あの人は悪あく人にんではなかったが、善ぜん人にんでもなかった。

　強いて言うなら、変へん人じんだ。倫理よりも、好奇心や私し欲よくを優先する人。

　だからこそ、自分の命を奪った娘への、最さい期ごの言葉が、「天才だ」だったのだろう。

　正しよう気きじゃない。親おやバカにも程ほどがある。その言葉に共きよう感かんした私も、だけど。




　あの日の出来事を、レオナは覚えていない。

　覚えていたとしても、自分のしたことを正確には理解できていないだろう。

　あれ以来、暇があれば一族にまつわる資料を読よみ漁あさっているが、長い歴史の中でも、物心がつく前に衝動を発症させた例はないみたいだ。

　レオナに稀有な才能があることは間違いない。

　当主としては喜ぶべきことだし、その才能を伸ばすべきなのかもしれない。

　だけど、私にはその事実に向き合う自信がなかった。




　あの日以来、娘を外出させていない。

　一度だけ、仕事の都合で一緒に海外へ出かけたけど、でもそれだけだ。

　親失格だと思う。娘をどう育てればいいのか、いまだに分からない。

　家の事情も伝えてない。できれば何も知らないままでいて欲しいと願っている。

　けれど、それは甘あまい夢だ。どれだけ隠そうとも『そのとき』が来たら、あの子は自分の身に宿るものと、直ちよく面めんすることになる。

　そのとき、真っ先に殺されるのは私だ。そういう確信はある。

　この書斎にも『入るな』と厳きびしく言いつけてあるけど、いつかは知られるだろう。

　何かあったときのことは、全てアイシャに任せてある。




　もうすぐレオナの誕たん生じよう日びだ。

　もしもその日を無事に迎えることができたなら、そのときは、全てを打うち明あけよう。




　　　──　　　──　　　──　　　──　　　──　　　──　　　──










　　　第七章







　　　１




「──わたしには父ちちの記憶がありません。物心つく前に死んだ、とは聞かされてましたけど、その詳しい事情までは教えてもらえませんでした。でも、それも当然ですよね。わたし自身が殺したのですから。そんなこと、言えるはずがありません」

　ぽつぽつと、小さな声で、レオナは告げる。

「それだけじゃありません。このノートをアイシャに見せて問い詰めたら、白状してくれました。母を殺したのもわたしだって」

　それは、僕も知っている。けど、そうか。父親も、なのか。

「生いく斗とさんと一緒なら、前向きに生きていける。そう思っていました。でも、わたしは自分の両親さえ殺すような人間なんです。いつかきっと、生いく斗とさんとの約束も破って、誰かを殺してしまう。では、そうならないためにはどうすればいいのか。これ以上、他人と関わらなければいいんです」

　彼女は顔を上げ、自虐気味に笑う。

「だからアイシャと話し合って、今回のゲームを決けつ行こうしました。生いく斗とさんに嫌われてしまえば、作さく戦せんは成功。でも、やはり上手くいかないものですね。急な予定変更だったので、娯楽性に気を配くばる余裕もありませんでしたし」

「……殺人衝動は？　あの日からずっと、解消できてないんだよね？」

「それは……、はい、大丈夫です。わたしが我が慢まんすればいいだけのことですから」

　と、レオナはわずかに身をよじらせた。その両腕にはいくつもの擦さつ過か傷しようがあり、見ているだけで痛いた々いたしさを感じる。もしかしたらそれは、腕だけじゃないのかもしれない。

「とにかく、生いく斗とさんとの契約は、これで打ち切りです。色々とご迷惑をおかけしましたが、もう、わたしには関わらないでください」

「──嫌だって言っただろ」

　平静を装うような彼女に対して、僕は手渡されたノートを突つき返かえした。

　そして、空いた両手でカゴの格こう子しに手をかける。

「い、生いく斗とさん？」

　戸惑う彼女に構わず、僕は両手に力を込め、

「んあああああああああっ！」

　強引に、鳥かごをこじ開あけた。

　目を丸くするレオナを、僕はまっすぐに見つめる。

「ご両親を殺したのは、君じゃない。君の中にある、呪いだ」

「えっ」

「自分の意思でやったことじゃないし、そのときの記憶すらないんだろ？　だったらそれは、事故だ。不ふ運うんで不幸な事故が起きただけなんだ。そのことで罪つみを受けるべき者ものがいるとしたら、それはレオナじゃない。レオナに呪いをかけた奴だよ」

「で、でも──」

「もしかしたらご先祖様は、望んでその呪いを引き受けたのかもしれない。でも、その責任をレオナが負う必要はないよ。君は悪くない。何も悪くないんだ」

　はっきりと、断定するように、僕は想いを伝える。

「それでもレオナが、自分自身を許せないのなら、僕が許す。世界中の誰もが許さなくても、僕だけは許す。それじゃあ、ダメかな？」

「……どうして」

　レオナは顔を伏せ、か細い声でつぶやいた。

「どうして生いく斗とさんは、そんなにもわたしのことを、考えてくれるんですか？」

「言っただろ。僕は君の、特別になりたいんだって。……レオナは僕のことを、どう思ってる？　迷惑かな？」

「そ、そんなこと！　そんなこと、ありません！　あるわけないじゃないですか！」

　弾はじけるように彼女は叫び、何度も首を横に振る。

「……いいんでしょうか。両親だけでなく、色んな人を巻き込んで、迷惑をかけました。それでもわたしは、許されるんでしょうか？」

「そう、だね。流る夏かたちには、ちゃんと説明して、謝らなきゃいけないと思う。でも、きっと許してくれるさ。だよな？」

　尋ねると同時に、僕は振り向く。視線の先にあるのは、幼馴染の姿だ。

「参ったね。これで『許さない』って言ったら、こっちが悪いみたいじゃないか」

　流る夏かは肩をすくめつつも、笑みを浮かべてこちらに近づいてくる。

「でもまあ、こうしてちゃんと生きてるんだから、特に何も言うことはないよ。それにもしもまた、死にそうな目に遭ったとしても、生いく斗とが助けてくれるだろうしね？」

「ああ、もちろんさ。デスゲームだって、また最初から作り直せばいいんだ。テストプレイが必要なら、いくらでも付き合うし、いくらでも殺されてみせるよ」

　僕の言葉が、どれだけ届いたのかは分からない。

「──はい」

　それでもレオナは、静かな声と共に、足を踏み出した。

「自分のことを許せるかどうかは、まだ分かりません」

　鳥かごから姿を現し、彼女はまっすぐにこちらを見つめる。

「でも、わたしを許すと言ってくれた生いく斗とさんのことを、信じてみます」

　そう言って、彼女はにっこりと微笑んだ。

　その笑顔はとても朗らかで、周囲には和やかな空気が流れる。

「！」

　──しかし次の瞬間、レオナの表情は凍こおり付つく。

　そしてすぐに、その顔が苦痛に歪んだ。

「ん、あ、ああ、ううんっ……！」

　叫びと共に、彼女は身をよじらせる。

　その反応を見て、僕はすぐに悟さとった。

　殺人衝動の暴走。

「あ、ああ、はぅ、ああああああっ！」

　その悲痛なうめきに、胸が締め付けられる。全身を小刻みに震わせる彼女に向かって、僕は手を伸ばした。

「レオナ様！」

　その刹那、身体が宙を舞い、背中から叩き付けられる。

「ん、う……」

　痛みに顔をしかめつつ、見上げると、そこにはレオナの両肩を支えるアイシャさんの姿があった。どうやら彼女に投げ飛ばされたようだ。

「もう、見てられません！」

　アイシャさんは眉をひそめ、その瞳は揺らいでいる。口元は震え、頰も強張っていた。普段とは違って、冷静さの欠片もない表情だ。

　彼女は懐に手を入れると、そこから何かを取り出して、言った。

「私を殺してください！」

　アイシャさんが取り出した物。それは、一本のナイフだった。

「これで私を殺して、衝動を解消してください。そしてその記憶を、感覚を、しっかりとその身に刻きざんでください」

「アイシャさん、いったい、何を……」

　驚く僕を無視して、彼女はそのナイフをレオナに手渡す。

「やはり、計画には無理があったのです。このような日々が続けば、きっとあなたの心が壊れてしまう。そうなれば、私は先代様に顔かお向むけができません。それに何より、私自身が、そんな未来を迎えたくありません」

「ア、アイ、シャ……」

　途と切ぎれがちに声を漏らし、レオナは顔を上げた。そして、手渡された物をじっと見つめる。

「……そう、それです。それで私を刺して、苦しみから解とき放はなたれてください。ためらう必要などありません。心の赴おもむくままに生きてください」

　アイシャさんはこちらに目を向けると、かすかに笑みを浮かべた。

「生いく斗と様、後のことは全てお任せします。これが、私にできる最後のご奉ほう仕しです」

　彼女は視線をレオナに戻し、その両目をゆっくりと閉じる。

　まずい！

　慌てて立ち上がる僕の前で、レオナはゆっくりと両腕を掲げた。

「そ、そん……」

　彼女は全身を震わせ、握る手に力を込め、

「そんな、こと……！」

　ありったけの想いを乗せて、叫ぶ。

「できるわけ、ないじゃない！」

　手に持ったナイフを投なげ捨すてて、レオナは身をよじらせた。そんな彼女を、アイシャさんは茫然と見つめる。

「ん、んん、んあ、ふああああっ！」

「レオナ！」

　背中をのけ反らせるレオナの側へ、僕は駆け寄り、その名を呼んだ。

「さあ、僕を──」

「生いく斗と、さん……！」

『殺すんだ』と続くはずだった言葉は、彼女の声に遮られる。

「手を、握って、ください……」

　思わぬ申し出に、僕はわずかに目を見開いたが、

「──分かった」

　すぐにうなずき、彼女の小さな手を握った。

　余計な問いは必要はない。僕はただ、レオナの望みに応えるだけだ。

「アイシャさんも」

　さらに空いた手で、放ほう心しんしていたアイシャさんの手を取る。

「えっ、あっ」

　驚く彼女の手を、強引にレオナの上に乗せると、

「……はい」

　表情を引き締め、うなずいてくれた。

「ん、んん！」

　三人の手が重なったとき、レオナは固く目を閉じる。

「あ、ああ、あああっ！」

　彼女は僕たちの手を強く握り返し、頰を真っ赤に染めた。

「ふぁ、ああっ、あああああうううううんんっ！」

　レオナは心の底から、声を絞しぼり出だす。

　そのとき、彼女の全身から光が弾け、周囲に輝きをもたらした。

　しかしそれも刹那のこと。次の瞬間に光は消え、レオナはその場にへたり込こむ。

「はあ、はあ……」

　彼女は全身からびっしょりと汗を流し、荒い息を吐いている。けれど、さっきまでのような震えは収まっていて、その表情にも穏やかさが戻っていた。

「……もしかして、抑え込んだのか？　暴走していた衝動を」

　僕のつぶやきに、アイシャさんは目を丸くし、レオナをまじまじと見つめる。

「そんな、まさか……」

　その顔には驚きの色が浮かんでいるが、しかし彼女とは対たい照しよう的てきに、僕は自分のつぶやきを、心の中では素直に受け止めていた。

　彩あや夢め咲ざきレオナは、暗殺の天才だ。一族の歴史の中でも突とつ出しゆつした才能の持ち主で、しかしその代償として、大きすぎる殺人衝動も背負うことになった、という話だった。

　その衝動はあまりにも大きくて、一人では制御しきれないものだと、僕たちは思っていた。

　でも、そうじゃなかった。

　その大きな衝動を、制御できるほどの才能も、彼女は持っていたんだ。

「あ、ありがとう、ございます……。お二人が、さ、支えてくれた、おかげです……」

　息を整えながら、レオナは微笑む。

「……ううん。レオナ自身が、がんばったからだよ」

　レオナには確かに才能があるんだろう。だけど、それだけじゃない。

　困難を乗り越えようと努力したからこそ、今のこの結果があるんだと思う。

「アイシャ」

　と、彼女はその視線を、アイシャさんへと向けた。

「久しぶりに、名前で呼んでくれましたね」

「……申し訳ありません」

「ううん、違うの。嬉しかったんです。でも、やることが無む茶ちや苦く茶ちやよ。わたしが、アイシャを殺せるはずないじゃない」

「……申し訳ありません」

　さっきと同じ言葉を述べ、アイシャさんはうなだれる。

「私は、メイド失格ですね。ご主人様のことを、その才能を、信じ切れなかったのですから。無理だと決めつけ、職しよく務むを放棄して、安あん易いな道を選ぼうとしました」

　ゆっくりと、言葉を紡ぎながら、彼女は首を横に振った。

「解かい雇こしてください。私にはもうこれ以上、この仕事を続けることができません」

　うつむくアイシャさんを、レオナはじっと見つめていたが、

「……分かりました」

　はっきりと、そう告げる。

「ただし、条件があります」

　と、彼女は言葉を続け、重ねていた手をゆっくりと放す。

「辞やめてもいいです。でも、辞めるかわりに……」

　そして姿勢を正し、真剣な眼差しで、言った。

「わたしの、お姉ねえちゃんになってください」

「──えっ？」

　思わぬ言葉に、アイシャさんは顔を上げ、レオナを見つめる。

「ずっと、思ってました。アイシャのこと、お姉ちゃんみたいだって。実際に、そうなれたらいいなって」

　照れた笑みを浮かべて、レオナは見つめ返す。

「血のつながりも、家業も、関係ありません。わたしはアイシャと、家族になりたいんです」

「っ！」

　まっすぐに顔を覗き込まれたアイシャさんは、その頰を真っ赤に染めた。

「ダメ、ですか？」

「……私も」

　震える唇くちびるから、アイシャさんは声を漏らす。

「私もずっと、同じことを思ってました」

　縁無し眼鏡を押し上げ、彼女は言った。

「これからは、レオナと呼んでいい？」

「うん、お姉ちゃん」

　二人は見つめ合い、同時に笑みを浮かべる。

　その穏やかな空気が心ここ地ちよくて、僕も自然と口元をほころばせた。




「いやー、すごいね。感心、感心」




　──その空気は、背後から届いた声に破られる。

「まさかあの暴走を、自じ力りきで抑え込むなんて、あたしも思ってなかったよー」

　声の主は、いつものように無邪気な顔で、こちらに近づいてきた。

「さすがは彩あや夢め咲ざきレオナ、だね。じゃあ、そこから一歩踏み込んで考えてみようか」

「ま、茉まつ莉り？」
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　名を呼ぶと、時雨しぐれ茉まつ莉りは人差し指を立てて僕たちを見回す。

「なぜ暴走が起きたのか。その原因は？」

　……沈黙が訪れた。

　僕だけじゃなく、レオナとアイシャさんも、目を丸くして茉まつ莉りを見つめている。

　突然の事態に、頭が追いつかないんだ。

「余計なことは考えなくていいよ。あたしの問いに答えてくれればいいだけ」

「ん……」

　戸惑いは隠せないが、言われた通りに思考を巡らせる。

　少し前にも僕は、衝動の暴走について考えたことがあった。そのときに思ったのは、『共通点がある』ということだったんだよな。

　かつてアイシャさんに指摘されたように、『僕と接しているから』という点は外せない。けど、今はあえて、それ以外の可能性も考慮してみた方がいいのだろう。

　レオナが暴走したのは、これで三度目だ。その三回のうち、共通していたことは何か。

　僕は記憶を手繰り寄せ、……一つの結論にたどり着く。

　僕だけじゃない。合ごう計けい三回の暴走時に、共通して、そこにいた人。

「茉まつ莉り、お前なのか？」

「正解。よくできました！」

　彩あや夢め咲ざき家に招いたとき。ファミレスで同席したとき。そして、今日。

　その全ての瞬間に、茉まつ莉りは近くにいたんだ。

「一応言っておくけど、意図的にやったわけじゃないよ。たぶん、あたしの側にいると、影響を受けて、勝手に暴走しちゃうんだろうね」

　明るい表情で語る茉まつ莉りを、僕はまじまじと見つめる。

「『どうして？』と思ってるんだろうけど、でも、心の中では、もう分かってるんじゃない？」

　こちらに目を向け、茉まつ莉りはあっさり言った。

「だって、全部あたしが原因だから」と。




　　　２




「もっとはっきり言った方がいいかな？　あたし、人間じゃないんだ」

　よどみなく語られる言葉を、僕たちはただ黙って聞き入っている。

「悪魔や神様、その他、色んな呼び方があると思うけど、いわゆる超ちよう常的な存在ってやつが、あたしなんだ。まあ、そのあたりはどうでもいいんだけど、今は時雨しぐれ茉まつ莉りと名な乗のってるから、その名前で呼んでくれればいいよ」

　肩をすくめ、茉まつ莉りは続ける。

「とにかく、彩あや夢め咲ざき家もイクトも、あたしと『契約』を交わしたってことさ。その両りよう者しやが協力して、一つの目的に向かって進むことになった、ということで、静かに見守っていたんだけど、いやー、やっぱり人間って面白いね」

　親指を立て、口元に笑みを浮かべる彼女を、僕は静かに見つめた。

　にわかには信じがたい話だ。友人だと思っていた奴が、実は僕を不死者にした張ちよう本ほん人にんで、しかもそいつは、彩あや夢め咲ざき家にも暗殺の才能を与えた？　冗談にしては笑えないし、本当だとしたら、もっと笑えない。

　けれど、茉まつ莉りがウソをついてるとは思えない。こんなときに、冗談を言うような奴でもない。

「まあ、論ろんより証拠か」

　こちらの反応を見て、茉まつ莉りは人差し指を立てた。

「奇跡が起こり得ると知っている人には、分かりやすい超常じよう現げん象しようを見せるのが一番だよね」

　彼女はその人差し指を軽く曲げ、

「っ！」

　次の瞬間、僕の全身が固まった。

　言葉を発することができず、まばたきもできない。『スイッチ』が入った状態なのに、指一本動かせない。

「身体の自由を奪うのが、『不死身の生いく斗と』対策の基本だよね」

　言いつつ、彼女は空いた手をレオナたちに向ける。

　すると二人は僕と同じように、その場で固まった。

「これで信じてくれたかな？　って、しゃべれないままだと返事も聞けないか」

　茉まつ莉りが少しだけ首を傾げると、途端に胸の辺りが軽くなり、

「ゴ、ガハッ！」

　僕は大きく息を吸い込み、セキ込んだ。近くからは、レオナたちのむせる声も聞こえてくる。

「ま、茉まつ莉り……」

　依い然ぜんとして身体の自由は奪われたままだが、それでも僕は、友人の名を呼んだ。

「お、教えてくれ……。なぜ、正しよう体たいを明かしたんだ……？」

　茉まつ莉りはただの人間じゃない。それはもう、信じるしかない。

　ということは、今までは人間を装って僕たちと接していたことになる。その目的はともかく、試み自体は成功していたはずだ。それなのになぜ、わざわざ自分から『種たね明あかし』をしたんだ？

「うーん。気まぐれ、かな？　なんだか楽しくなってきて、つい、ね。今回のこの結けつ末まつに感かん動どうしたってことを、伝えずにはいられなかったんだよ、肝心の、デスゲームの内容自体は、赤あか点てんだけどさ」

　朗らかな笑みを浮かべて、茉まつ莉りは言った。

「対不死者用のデスゲームとなると、どうしても即死要素は強くなるし、攻略する側も、ゴリ押おしになっちゃうのは仕方ない。お互いにベストは尽くせていたと思うよ。ただ、それを見ている側が面白いかどうかは、また別の話だよね。あたしもアドバイス不足だったな、と反はん省せいはしてるんだけど」

「……何が、目的？」

　淡々と語る茉まつ莉りに、アイシャさんが問いかける。

「あなたは、何をしたかったのですか？」

「だから、言ったでしょ。気まぐれだって。ただの余よ興きようというか、お遊びというか……。この手の話ではよくある、あれだよ。深い意味なんてないんだ」

「……そんな、単純な理由で？」

「そんなもん、そんなもんだよ。あと、これも一応言っておくけど、全てあたしが仕組んだとか、真しんの黒幕だとか、そういうのもないからね。あたしはただ、成なり行ゆきを見守っていただけ。ともあれ、いい暇つぶしになったし、全体としては満足だよ」

　そう言って茉まつ莉りは、天井を見上げる。そして大きく手を広げ、満足げに微笑んだ。

　──気持ちの整理が追いつかない。

　僕にとって、茉まつ莉りは友達で、一緒に飯を食う仲なか間まだった。でもあいつにとっては、そうじゃなかったんだろうか。お店で会うのも偶然じゃなく、仕組まれたものだった？　契約者である僕を、監かん視ししていたということか？

「茉まつ莉り」

　思わず名を呼ぶと、あいつは不意に動きを止め、表情を消けした。

　こちらの言葉が届いた──、わけじゃない。

　茉まつ莉りが振り返った、視線のその先に、一人の人物が立っていたからだ。

「ずっと、疑ってたんだよ」

　そこにいたのは、僕の幼馴染である、月つき島しま流る夏かだ。

「ファミレスで顔を合わせたときも、不審な仕草はあった。生いく斗とからも、たまに話を聞いていたし、『もしかして』とは思っていたんだけど、まさかビンゴだったとはね」

「……えっと、話は終わったつもりなんだけど」

　茉まつ莉りは軽く首を傾げ、流る夏かを見つめる。

「わざわざ相手をする必要もないから、放っておいたんだけど、ひょっとして、あたしと張はり合あうつもりなのかな？　不死者でも暗殺者でもない、ただの人間が？」

「ああ、そうさ。私はどこにでもいる、ただの人間さ。ただの人間で、ただの高校生で、ただのオカルトマニアだよ」

　そう言って流る夏かは懐に手を入れ、何かを取り出した。

「それでもね、多少の無理をすれば、『本物』を手に入れることはできるのさ！」

「──は？」

『それ』を見て、茉まつ莉りは驚きの声を漏らす。

　流る夏かの手に握られていたのは、小さなアクセサリだ。

　十じゆう字じの模も様ようが描えがかれた、丸いタリスマン。どこにでも売ってそうな、平へい凡ぼんなアクセサリのようだが、しかしよく見るとその中央には、特別な意い匠しようが施されている。

　何か別の、金属の欠片が埋め込まれているんだ。

　原げん型けいも分からないほどの、小さな物だけど、

「なぜ、ここに、聖せい釘ていの欠片が……？」

　それを見た茉まつ莉りの顔には、焦りと戸惑いの色が浮かんでいる。

「この三年ねん間かん、ずっと探し続けていたのさ。いつか、君と対たい峙じするときのために」

　言いつつ、流る夏かは一歩、足を踏み出した。

「手に入れたのはつい最近。裏ルートを辿たどりまくって、ようやく見つけた物なんだけど、その反応を見る限り、『当たり』だったってことだね」

「や、やめろ」

　茉まつ莉りは慌てて指を向ける。しかし、流る夏かの歩あゆみは止まらない。

　僕たちの自由を奪っている、あの力が、通用しないんだ。

「神秘には神秘を。奇跡には奇跡を。それが、私の選んだやり方さ！」

　流る夏かは茉まつ莉りの目の前に、タリスマンを突き付ける。

　その瞬間、茉まつ莉りは背中をのけ反らせ、同時に、彼女の身体から突とつ風ぷうが生まれた。

「く、あ、あああああっ！」

　茉まつ莉りの苦しみを体たい現げんするかのように、その風かぜは暴れ狂い、周囲に広がる。

　暴ぼう風ふうに煽あおられ、流る夏かの前髪が大きくはだけ、濁りのないまっすぐな瞳があらわになった。

「三年振りの再会に、まずは感謝したい。いつか必ず、私たちの前に現れると信じていたよ」

「ん、ふあっ、うああああっ、ぐぅ……！　や、やめ、やめて……！」

「いいや、やめないね。君が生いく斗との呪いを解くまでは」

「えっ」

　茫然と事態を見守っていた僕は、唐突に名を呼ばれ、声を漏らす。

「時雨しぐれ茉まつ莉り……。あのときは命を救ってくれてありがとう。そのことには本当に、心から感謝している。でも、もういいだろう？」

　流る夏かはこちらに顔を向け、眉をひそめた。

「これ以上、生いく斗との苦しむところは見たくないんだよ」

「る、流る夏か……」

「ずっと、悔くやんでいたんだ。私のせいで、生いく斗との人生を変えてしまったことを。あのとき、足を滑らせなければ……。はしゃいで、走り回ったりしなければ……。そんな『もしも』を何度も思い浮かべたよ。でも、だからこそ決めたのさ。取り戻そうって。私にはその責任があるし、それが一番の償つぐないになると思ったんだ」

　茉まつ莉りに視線を戻し、流る夏かはタリスマンをさらに近づける。

「ん、あ、ああああああああっ！」

「君に『見られてる』という可能性は、ずっと考慮していたよ。だから道どう化けに徹てつして、浅あさはかなオカルトマニアを演えんじ、機をうかがっていたのさ。……これ以上の説明は、必要ないよね。分かったら、さっさと生いく斗との呪いを解くんだ！」

　流る夏かの叫びが、大広間に響き渡る。

　その目の前では、茉まつ莉りが身み悶もだえし、悲痛な声を漏らしていた。

「──流る夏か」

　そんな二人を見つめながら、僕はもう一度、名を呼ぶ。

　話についていけない部分はたくさんある。現状を理解できているとは言い難にくい。

　分かるのは、流る夏かが今まで、一人で戦たたかっていたということだ。

　その苦労を思うと、胸が締め付けられる。

　それでも僕は、言わずにはいられなかった。

「頼む、やめてくれ」

　流る夏かは無言で、こちらに目を向ける。

「これ以上、僕が苦しむところを見たくない。そう言ってくれたよな？」

「……うん」

「同じだよ。茉まつ莉りが苦しむところを、これ以上見たくない。だから、やめてくれ」

「でも、でも……」

「頼む」

「……」

　重ねて告げると、流る夏かは天井を見上げた。

「……後悔しない？」

「しない」

「こんな機会が、二度と訪れなくても？」

「ああ、構わない」

「……もう、知らないからね」

　口をへの字に曲げると、彼女はゆっくり、タリスマンを懐に仕舞い込む。

　途端、茉まつ莉りの身体が弾け、その場にうずくまった。

「はあ、はあ、う、あ、はあ……っ！」

「茉まつ莉り」

　荒い息を吐く彼女へ、僕は声をかける。

「動けるようにしてくれないか？」

「ん、あ、ああ、そう、だね……。ここで突っぱねるほど、あたしもバカじゃないよ」

　その言葉と共に、僕たちの身体は拘束を解かれ、同時に床へ倒れ込んだ。

「……茉まつ莉り」

　僕は手足をさすりつつ、ゆっくりと立ち上がる。

「色々置いといて、確認だ。僕を、元に戻せるのか？」

「う、うん。まあ、やろうと思えば」

「……そうか」

　しょぼくれた表情を作る茉まつ莉りを見み下おろしつつ、僕は大きく息を吐いた。

「ご、ごめんな、イクト。イクトたちが、どう思ってるかなんて、あんまり考えてなかったからさ……。あたしはただ、楽しいことをしたかっただけで……。でも、そんなのイイワケだな。本当にごめん。イクトとの『契約』を解除するよ」

　目に涙を浮かべ、彼女は人差し指を立てる。その指を動かした瞬間、僕はただの人間に戻れるのだろう。

　だから僕は、はっきりと言った。

「いや、このままでいい」

「……へっ？」

　目を丸くする茉まつ莉りたちを脇目に、僕は続ける。

「そんな力があるのなら、僕よりも、レオナを優先して欲しいんだ」

　レオナの方へと振り向き、彼女をまっすぐに見つめた。

「彩あや夢め咲ざき家のご先祖様は、自らの意思で『契約』したのかもしれない。おそらく、『副作用』も承知の上で、受うけ入いれたんだとは思う。……でも、レオナは違うだろ」

　拳を握りしめ、小さく首を振る。

「ご先祖様が、何をどう考えていたのかなんて分からない。もしかしたら、僕なんかには想像もできないような、厳しい決断を迫られていたのかもしれない。けれど、だからといってその代償を、レオナが払わなきゃいけない道どう理りはないよ。そんなのは、あまりにも理り不ふ尽じんだ」

「……だから、解除するべきだ、ということ？」

「ああ、そうだ。僕はこのままでいいから、レオナを救って欲しい」

　言いつつ、『その結果』がどうなるのかも、理解はしていた。

　レオナの呪いがなくなれば、『不死身の生いく斗と』は用済ずみだ。不死者を殺し続けなくていいし、当然、デスゲームを開催する必要だってないのだから。

　でも、それでもいい。臥ふし宮みや生いく斗とという存在が、レオナにとっての特別じゃなくなっても、それで彼女が救われるのなら、僕は満足だ。

　その想いを伝えるため、僕はレオナに視線を向け、

「嫌です」

　ばっさりと切り捨てられた。

「……へっ、あ、あれ？」

「勝手にわたしを巻き込まないでください」

「う、あ、はい、ごめん。でも、僕は、良よかれと思って──」

「分かってます。今のは冗談です」

　焦る僕を見て、レオナは微笑みを浮かべる。

「でも、『嫌だ』という気持ちに変わりはありません。わたしよりも、生いく斗とさんの呪いを解いて欲しいですから」

「えっ」

「確かにわたしはこの呪いに苦しめられています。そのことを否定するつもりはありません。けれど、それはわたしだけじゃない。程度の差はあれ、一族全ての人が、経験してきたことなんです」

　軽く頭を振り、彼女は自分の両手を見つめた。

「……わたしは暗殺稼業を廃業するつもりでいます。しかしそれは、あくまでも、わたし自身の決断です。彩あや夢め咲ざき家の紡いできた日々を、否定するつもりはありません。たとえそれが、血ち塗ぬられた歴史だとしても」

　僕に目を向け、レオナは再び微笑む。

「だって、その末に生まれたのが、このわたしなのですから。彩あや夢め咲ざきレオナとして生を受けたからこそ、アイシャとも、……生いく斗とさんたちとも出会えたのですから」

　彼女の瞳には、固い決意の色が浮かんでいた。その想いは、もはや揺るがないように見える。

　けれど、それはこちらも同じだ。

「レオナの気持ちは分かったよ。でもそれじゃあ、衝動を解消できないんじゃないか？」

　僕がただの人間に戻ったら、当初からの計画は完全に破は綻たんする。

「それも承知の上です。ですが、わたしのことを気にする必要はありません。生いく斗とさんにとっては、千せん載ざい一いち遇ぐうの機会なのです。今を逃す手はないでしょう」

「……それはレオナも同じだろ？　僕のことは考えなくていいから」

「いいえ、譲りません。生いく斗とさんが呪いを解いてください」

「ダメだ、レオナが」

「いえ、生いく斗とさんが」

「レオナが」

「生いく斗とさんが」

「ええい、うるさ────────い！　このバカップルが！」

　口こう論ろんに発展しかけた僕たちの間に、茉まつ莉りの叫びが割り込んできた。

「ああ、もう、面倒くさいな！　あたしは面倒くさいことが嫌いなんだ！」

　そう言って彼女は、僕とレオナに両りよう方ほうの手で指を指さす。

「どっちかで悩んでるのなら、どっちもだ！　後のことは、知らない！」

　言葉と共に光が弾け、僕たちを包つつみ込こんだ。

　しかしそれも一瞬のこと。光はすぐに消え、僕とレオナは思わず顔を見合わせる。

「これでイクトたちは、ただの人間だ！　イクトは死んだら普通に死ぬし、レオナにはもう、暗殺の才能なんて残ってない！　当然、殺人衝動も！」

　両手を腰に当て、茉まつ莉りは頰を膨らませた。

「まったく、あたしはただ楽しく過ごしたかっただけなのにさ。もう、知らない。このお話はなしはこれでおしまい。ここから先には何もないよ。不死者も暗殺者もデスゲームもない。特別な力なんて持ってない、普通の人たちの、普通の日常があるだけ。あー、つまらない、つまらない」

　ぶつくさと言葉を漏らし、彼女はこちらを見つめる。

「とにかく、あたしとイクトたちとの『つながり』は、完全に切れたから。本当にもう、これでお別れだよ」

「えっ」

　不意に出てきた単語に、僕は目を丸くする。

「あたしに関する記憶も、みんなの頭の中から少しずつ消えていくと思う。人によって、程度の差はあるかもね。関わりの薄かった人から順じゆん番ばんに、とか、なんか、そういうの」

　茉まつ莉りは面倒くさそうに首を振ると、大きなため息をついた。

「……これまでも、これからも、ただの時雨しぐれ茉まつ莉りとして過ごすこともできたけど、こうなった以上は仕方がないか。自じ業ごう自じ得とくってやつさ」

　そう言って彼女は、ゆるやかに右手を掲げる。

「じゃあね」

「茉まつ莉り！」

　そんな彼女に向かって、僕は叫んだ。

　言いたいことはたくさんある。聞きたいこと、教えて欲しいこと、彼かの女じよ自じ身しんに語ってもらいたいことは、数えきれないくらいある。

　けれど、僕が言うべきことは、一つだけだ。

「また一緒に、カツ丼でも食おうな！」

「……イクトのおごりならな！」

　茉まつ莉りは弾けるような笑顔を見せ、──次の瞬間、その姿は完全に消きえ失うせていた。

　残された僕たちは、彼女がいた場所を静かに見つめる。

　きっとまだ誰も、全てを理解できてはいないと思う。

　それでもみんなが、実感していたはずだ。

　一つの物もの語がたりが、終わったんだ、と。










　　　終しゆう章しよう




「おはよう、生いく斗と！」

　自じ宅たくを出てすぐに、幼馴染と『遭遇』した。

「……おはよう」

　通学路ろを並んで歩きつつ、僕はまじまじと彼女を見つめる。

「どうしたの？　もしかして、私に見惚れてる？」

「ああ、うん。い、いや、そうじゃなくて……、驚いてるんだ」

　だって、流る夏かは今、ごく普通の高校生らしい格好をしているから。

　髪を上げ、素顔を晒さらし、アクセサリの類も身に付けていない。

「どうしたんだ？」

　率直に尋ねると、彼女は満足げに微笑んだ。

「だって、もう、偽ぎ装そうする必要なんてないんだもん」

「──偽装、か。そうか、そうだったんだよな」

「もちろん、『この三年間』を否定するつもりはないわ。知識や経験、その他全てのことが、私を形かたち作づくってるんだから。奇跡が起こり得ることも知ってる。そのおかげで、今も生きていられるんだしね」

　軽快に答えつつ、流る夏かは軽く目を伏せる。

「……でも、思ったの。もう一度、生いく斗との前で、ありのままの自分を見せてみたいなって」

　その言葉に、僕の鼓動が高鳴った。

「え、えっと、それって、どういう──」

「あー、なんか、ダメだね！」

　こちらの言葉が終わる前に、彼女は天てんを仰あおぐ。

「あの頃はどういう話し方をしていたのか、忘れちゃった！　でも、そういうものだよね。私も生いく斗とも、変わっていく。今の私たちは、三年前とは違う。それでいいと思う」

　一人で納得すると、流る夏かは僕の肩に手を置いて、小さくうなずいた。

「がんばれ」

「な、何を？」

「分かってないのなら、いい」

「……いや、分かってるよ」

「うん、だよね」

　彼女は僕の背中を叩くと、早足で駆け出した。

「学校、先に行ってるから！」

　手を振る流る夏かに、小さくうなずき返す。

　その後ろ姿がまぶしくて、僕は彼女の背中が消えるまで、ずっと見送っていた。







　その日はずっと、『あいつ』のことばかりを考えていた。

　もうちゃんと名前も思い出せない、友人のことだ。

　あのときのあいつには、二つの選せん択たく肢しがあったはずだ。

　名な乗のり出でるか、黙っているか。

　もしもあいつがあのとき、何も言わなければ、僕たちの関係は今も続いていただろう。晩飯時に会って、一緒に飯を食う。そういう毎日が続いていたと思う。

　しかしあいつは名乗り出て、結果、僕たちの前から姿を消すことになった。その『結末』は、あいつにとって不ふ本ほん意いなものだったと受け止めることはできる。選択肢を間違えたんだ、と。

　でも、果たしてそうなのだろうか。

　根拠なんてない。それでも、もしかしたら、と思うんだ。

『ここまで全て』が、あいつのシナリオ通りだったんじゃないか、と。

　──流る夏かにタリスマンを向けられたとき、あいつはとても苦しそうだった。

　あのタリスマンがなければ、あいつを追い詰めることはできなかっただろう。

　でも、あのときあいつは、本当に苦しんでいたのだろうか？

　僕だって、いわゆるオカルト関かん連れんの知識を漁あさったことはある。だから、流る夏かがこの三年間でどれだけ探たん求きゆうし、努力し続けてきたのかも、想像することならできる。

　それでも、一介の高校生が、欠片とはいえ聖遺い物ぶつを手に入れることなんて、可能だとは思えないんだ。

　あれは本物だったんだろうか？　いや、そもそも本物だったとしても、あいつを苦しめることなんてできるのか？

　その真しん相そうは、きっと分からない。もしかしたら流る夏かも、『そのこと』には気付いているのかもしれないけど、僕とその話題を交わすことはないだろう。

　仮に僕の想像が真実だとしても、あいつがなぜ『この結末』へ導いたのかも不明のままだ。

　何を考えていたのかなんて、あいつ自じ身しんにしか分からない。

　それでも、結果的に、僕たちの『契約』が解除されたことは確かだ。

　今はただ、その事実を事実のまま受け止めるしかない。

　いずれにせよ、そんな疑問も遠くないうちに、頭の中から消えていくのだろう。そのことが寂しかった。たとえどんな意図があったにせよ、あいつと過ごした時間は、僕にとっては温かいものだったから。

　……そうして、何事もなく放課後を迎え、僕は校門を出る。

「お待ちしていました」

　そこで、メイド服の女性に声をかけられた。

「さあ、参りましょう」

　必要な言葉だけを述べると、アイシャさんは僕の前をさくさくと歩いていく。

「メイドは辞めたんじゃないんですか？」

　その後に続きながら、声をかける。

「これは私し服ふくですので、お気になさらず。コスプレをしている、とでも思っていてください」

「は、はあ。私服までメイド服なんですか」

「有能メイドとは、そういうものです。もちろん職しよくを辞じした以上、いずれは他の衣服も揃えていくべきなのでしょう。ですが、今はこの格好が落ち着きます。私の人生と共に、歩んできた衣い装しようなので」

　その言葉に、僕は無言でうなずく。彼女には彼女なりに、深い思おもい入いれがあるのだろう。

　そのまま僕たちは静かに歩を進めた。今日は彩あや夢め咲ざき家へ寄る予定になっていたから、いつものようにアイシャさんが迎えに来てくれた、というわけだ。

　昨日は色んなことが起きた。整理が追いついてないことも、たくさんある。

　それはアイシャさんも同じだろうけど、彼女の立ち振る舞いに変化は見られない。

　そのことが頼もしく、なぜか僕まで誇らしい気持ちになってくる。

　メイドであろうとなかろうと、彼女は有能なんだ。

　と、そのとき、前の方から誰かが駆けてきた。

　褐色の肌と健康的な笑みが似合う、中学生くらいの活かつ発ぱつな女の子だ。

　その姿に見み覚おぼえはなく、彼女の方も僕たちに目もくれようとしない。

　その子は僕たちの横をすり抜ぬけるように通り過ぎ、

「えっ」

　そのすれ違いざま、僕は声を漏らして振り返る。

　彼女が、ポツリとつぶやいたんだ。

「カツ丼」と。

　しかし彼女は振り返ったりせず、そのまま軽快に駆けていく。そしてその姿は、次第に街中へ消えていった。

「どうかしましたか？」

「……いえ、行きましょう」

　軽く頭を振りつつ、僕の口元は自然とほころんでいた。

　聞き間違いかもしれない。ただの思い込みかもしれない。

　でも、もしかしたら、あいつは今も『いる』んじゃないかなって、そう思えたから。







「こんにちは、生いく斗とさん」

　彩あや夢め咲ざき家の大広間へ招かれた僕は、そこでレオナと再会した。

　彼女は軽かろやかな足取りで、こちらに駆け寄ってくる。

「案内ありがとう、お姉ちゃん」

「どういたしまして、レオナ」

　レオナとアイシャさんは、自然な様子で会話を交わしている。

　そんな二人を見ていると、こっちまで和やかな気持ちになってくるが、

「それでは生いく斗と様、始めましょうか」

「あ、はい」

　アイシャさんに呼ばれ、すぐに心を引き締めた。

　僕たちの身に起きたことの、確認と報告。それが、今日集まった主おもな目的なんだ。

「では、わたしから。殺人衝動は、起きませんでした」

　そう言ってレオナは、何も身に付けてない両手を広げて見せた。

「生いく斗とさんたちと別れた後、陽が暮れても、何も起きなかったんです。それだけではありません。記き録ろくしていた『生いく斗とさんが死ぬ瞬間』を、改めて鑑かん賞しようしてみたんですけど、やはり同じでした。あの激しい高こう揚ようも、激情も、わたしの中から消きえ去さったと思っていいはずです」

「そうか、僕もだ。さすがに『死ぬかどうか』を試す勇気はなかったけど、はっきりと、実感してるんだ。不死者ではなくなったって」

　体調の変化や、身体の変化。そういう感覚的なことでしか言えないけど、『変わった』という実感が、全身に広がっているんだ。たぶん今は死んだら死ぬし、これまでのような無茶なことはできない。そういう確信がある。

「……じゃあ、決まりですね」

　僕の言葉を聞いて、レオナは小さくうなずく。

「明日から、わたしたちは他人同どう士しです」

　彼女のその宣言を、僕は静かに受け止めた。

　──僕たちをつないでいたのは、殺し、殺される関係だ。不死者でも暗殺者でもなくなった今、お互いに関かかわり合あう必要はない。だから、レオナの言ってることは正しい。

「これ以上は話し合うこともないでしょう。お疲れ様でした」

　彼女はなんの表情も浮かべず、一礼する。

　もう僕には興味がない、とも受け取れる態度に、胸に痛みが走る。

　けれど、レオナの両手はかすかに震えていて、

「で、でもさ！」

　その手を見た瞬間、叫んでいた。

「僕たちと『契約』を交わした神様って、気まぐれなんだよな！」

「……そう、でしたね」

　レオナは顔を上げ、再びこちらを見つめる。

「じゃあ、もしかしたら、呪いは解けてないかもしれないよね？」

「は、はい？」

「呪いを解いたフリをしただけかもってこと。レオナの衝動は、今は収まってるけど、余よ韻いんや余よ波はというか、ふとした瞬間に、また発症する可能性はある。そうだよね？」

「そう、ですね。その可能性は、ゼロじゃありません」

「じゃあ、そのときは、僕を殺せばいい！」

　はっきり言いい放はなつと、彼女は大きく目を見開いた。

「僕だって同じなんだ。不死状態が解けてない可能性は、ゼロじゃない。もちろん実際に試してみなきゃ分からないよ。でも、もしも本当に、レオナにまた衝動が起きたとき、無関係な人よりは僕を殺した方が、被害が出ない可能性は高いよね？」

「……理屈の上では、そうかもしれません。でも、いつ、その衝動が出るかなんて、わたしにも分かりません」

「だったら、いつでも側にいるよ」

「…………えっ」

「レオナの側に、ずっといる。君と一緒に生きていきたいんだ」

「ほ、本気で、言ってるんですか……？」

「僕はいつだって大真ま面じ目めだよ」

　レオナの頰に、朱しゆ色いろが灯る。

　彼女は瞳を潤うるませ、ゆっくりと、首を縦に振った。

「どうなっても、知りませんよ？」

「望むところさ」

　僕たちは見つめ合い、お互いに笑みを浮かべる。

「契約は延えん長ちよう、ということでよろしいでしょうか？」

「うわっ」

「ひゃん！」

　そんな僕たちの間に、アイシャさんが割って入った。

「では、ひとまずはこれまでの報酬を払わなければなりませんね。さすがにこれ以上、支払いを引ひき延のばすわけにはいきません。彩あや夢め咲ざき家の名めい誉よにも関わってきますので」

　報酬？　報酬って、確か……、

「え、ちょ、ちょっと、待って」

　すっかり忘れかけていたことを思い出し、鼓動が跳ね上がる。
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　目の前にいるレオナも、うつむき、両手の指をモジモジさせていたが、

「そう、ですよね。わたしには、当主としての責任があります」

　真っ赤に染まった顔を上げ、こちらを見上げた。

「生いく斗とさん、受け取ってくれますか？」

「う、は、はひ！」

　思わず舌したを嚙み、あまりの痛みに悶絶する。

　その反応がおかしかったのか、レオナは口元を緩ませた。

　それは、今まで見てきた中でも、とびっきりの笑顔だ。

　この笑顔を、守りたい。

　僕はただ素直に、そう思った。










　　　あとがき




　はじめましての方かたも、そうでない方も、こんにちは、こんばんは。麻あさ宮みや楓かえでです。

　今こん作さくをお買かい上あげいただき、誠まことにありがとうございます。拙つたない作さく品ひんですが、少すこしでも楽たのしんでいただければ幸さいわいです。




　前ぜん作さくから一いち年ねん以い上じようが経たちました。相あい変かわらず執しつ筆ぴつするかゲームするかの日ひ々びを送おくってばかりですが、なんとか今日きようも生いきてます。

　デジタル、アナログを問とわず、世よの中なかには様さま々ざまなゲームがありますね。とてもじゃないですけど、生きてるうちにその全すべてを遊あそび尽つくすことなんて、できそうにありません。だからこそ、巡めぐり合あえたゲームとは真しん剣けんに向むき合あい、真剣に遊ぶべきなのでしょう。

　今作もゲームを題だい材ざいとした物もの語がたりです。主しゆ人じん公こうたちが命いのちがけのデスゲームにどう関かかわり、どう取とり組くんでいくのか。そのあたりに注ちゆう目もくしていただければ、と思おもいます。

　手て探さぐりで書かき進すすめた箇か所しよも多た々たあり、なかなかの難なん産ざんとなりましたが、その分ぶん、思おもい入いれもたっぷりです。生いく斗ととレオナの、ちょっぴり不ふ思し議ぎな関かん係けいを、どうか温あたたかく見み守まもってくださいませ。




　出しゆつ版ぱんに当あたり、多おおくの方のお世せ話わになりました。

　担たん当とうの和わ田だ様さま、藤ふじ原わら様。

　イラストのしぐれうい様。

　その他ほか、製せい作さくに携たずさわってくださった全ての方。

　そして読どく者しやの皆みな様さま方がたにも、改あらためて感かん謝しやを。

　本ほん当とうに、本当にありがとうございました！




　それでは、またいつかどこかでお会あいしましょう。

　ご縁えんがありますように。





麻あさ宮みや　楓かえで
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麻あさ宮みや 楓かえで

大阪在住の世捨て人。おかげさまで作家デビューから10周年を迎えることができました。全ては読者の皆様に支えていただいたからこそ。これからも自分なりに全力で書き続けていきますので、どうか応援よろしくお願いします！
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イラスト／しぐれうい

文庫サイズのライトノベルでは初めてイラストを担当させていただいた作品なので、とてもどきどきしながら描きました。麻宮先生の世界観と共にお楽しみいただけたら幸いです！







本書に対するご意見、ご感想をお寄せください。




電撃文庫公式ホームページ 読者アンケートフォーム

http://dengekibunko.jp/

※メニューの「読者アンケート」よりお進みください。




ファンレターあて先

〒102-8584　東京都千代田区富士見1-8-19

電撃文庫編集部

「麻宮 楓先生」係

「しぐれうい先生」係











本書は書き下ろしです。













この物語はフィクションです。実在の人物・団体等とは一切関係ありません。
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不死者ぼくと暗殺者かのじょのデスゲーム製せい作さく活かつ動どう








麻あさ宮みや 楓かえで
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